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データベ ースは、わが国の情報化の進展上、重要な役割 を果たす もの と期待 されて いる。今

後、データベースの普及によ り、わが国 において健全な高度情報化社会の形成が期待 される。

さ らに、海外 に対 して提供可能 なデータベースの整備 は、国際的な情報化への貢献及び 自由な

情報流通の確保の観点 か らも必要であ る。 しか しなが ら現在 わが国で流通 しているデータベー

スの中でわが国独 自の ものは1/3に す ぎないのが現状であ り、わが国データベースサー ビスひ

いてはバ ラ ンスある情報産業の健全な発展を図 るためには、わが国独 自のデータベー スの構築

及びデータベース関連技術の研究開発を強力に促進 し、 データベ ースの拡充を図 る必要があ る。

この ような要請に応え るため、働データベース振興セ ンターでは 日本 自転車振興会か ら機械

工業振興資金の交付を受けて、データベースの構築及び技術開発につ いて民間企業、 団体等 に

対 して委託事業を実施 している。委託事業の内容 は、社会的、経済的、国際的 に重要 で、また

地域及び産 業の発展 の促進 に寄与す ると考え られてい るデータベ ースの構築 とデータベース作

成の効率化、流通の促進、利用の円滑化 ・容易化 などに関係 したソフ トウェア技術 ・ハ ー ドウ

ェア技術で ある。

本事業の推進に当た って、当財団に学識経験者の方 々で構成 され るデータベース構築 ・技術

開発促進委 員会(委 員長 東海大学教授 上條史彦氏)を 設 置 して いる。

この 「データベ ース構築促進及 び技術開発 に関す る報告書(要 旨)」 は平成8年 度のデ ータ

ベースの構築 促進及 び技術開発促進事業 として、当財団が民間企業 、団体等 に対 して委託実施

した課題 にっ いてそれ ぞれの成果の概要を とりまとめた ものである。 この成果が、デ ータベー

スに興味をお持 ちの方 々や諸分野の皆様方のお役 に立てば幸いである。

なお、平成8年 度デ ータベースの構築 促進及び技術開発促進事業で実施 した課題 と委託先 は

次表の とお りであ る。

平成9年3月

財団法人 データベース振興 セ ンター
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1.報 道写 真 を中心 と した商 用 デ ジ タル

写真 デ ー タベ ー ス構築

株式会社毎 日新聞社





1.報 道写 真を 中心 と した商用デ ジタル写真データベース構築

1.1概 要

1.1.1デ ジタル写真データベ ースを必要 とす る背景

創刊125年 、わが国 日刊紙では もっとも長 い歴史 を持つ毎 日新 聞社 には関東大震

災や戦災の被害を乗 り越 えた多数の歴史的な写真が保存 されてい る。 また現在では

一 日500枚 か ら1000枚 のペースで
、 日々の報道写真を内外の情報ネ ッ トワー クか ら

入手 している。

しか し、写真資料は一枚 ごとのデー タ容量が膨大 なために、せ っか くのデ ジタル

・データ も、蓄積 し保存 ・管理す るの は容易でなか った。

毎 日新聞社は、 これ ら過去の膨大 なデータの うち、明治時代か ら昭和30年 ごろに

かけての歴史写真(当 時の報道写真)11万4千 枚について は平成7年 度事業 と して

デ ジタル化を はか った。 この結果 はrJamJam」 「Aulos」 な ど毎 日新聞

社提供の ホームページに リンクされイ ンターネ ッ ト経 由で検索可能 とな った。 この

よ うに通信環境が次第 にデ ジタル ・データの送受信に適す るよ うにな ってい くいま、

本格的な報道写真データベ ースを構築す るの は時代の要請 である ともいえ る。

1.1.2目 標 と した内容

膨大なデ ータ容量をハ ン ドリングす るためには以下の よ うな システム開発が必要

と想定 され た。

(1)画 像デ ータを高速処理す る検索 システム

(2)汎 用パ ソ コン、一般加入 回線で検索で きるシステム

(3)契 約企 業 とはCUGネ ッ ト形成

(4)サ ー ドパーティーへ のシステム開放(ラ ボラ トリー業務)

(5)イ ンターネ ッ ト経 由アクセスへの課金 システム

さ らに具体的 にい うと、

(1)WWW(イ ン トラネ ッ ト)と デー タベースの連携

全文検索エ ンジンと画像サ ーバの連結

② 検索 ・入 力端末 とデ ータベ ース ・エ ンジ ンの連結

(3)DTP(デ スク トップパ ブ リッシ ャ)と データベースの連 結

(4)テ キ ス ト・データベ ースと画像 データベ ースの連結

一1



(5)そ の他 アプ リケ ー シ ョン ・ソ フ トとの 連動

…… な どが検 討課 題 と され た
。

1.1.3開 発 状 況

表1-1開 発 日程

作業内容

平成8年 平成9年

7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

見積書発注 ・検討 ☆☆☆☆

(再発注 ・検討)☆ ☆

機種選定打ち合わせ会議8/30

写真データベース委員会で機種検討9/02

松下電器産業最終見積書9/12

大阪本社データベース委 に説明

甲稟審査会で承認

システム発注

システム設計

機器搬入 ・据え付 け ・テス ト

10/17

10/25

10/25

☆☆ ☆ ☆ ☆ ☆☆

☆
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1.2検 討(実 施)結 果

松下 電 器 産 業 の提 案す る全文 検 索 エ ン ジ ン 「Panaserch」 の 採 用 が 決定 。

「高速 」で あ る こ と、 「デ ー タ登 録 時 に も検索 可 能 」 で あ る こ とが ポ イ ン ト。

1.2.1シ ス テ ムの 概 要

(1)全 文 検 索 エ ンジ ンrPanaserch」 によ る高 速 検 索

(2)600枚CD-ROMチ ェ ン ジャー に よる大 容 量 管 理

(3)LANま た は回線 経 由で の イ ン トラ ・イ ンタ ー ネ ッ ト対 応

(4)実 画像 、%画 像 、 サ ムネ イル画像 な ど用 途 の応 じた解 像 度 で 検 索

全文検索

写真
図2-1シ ス テ ム概 要
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1.2.2シ ステムの性能 目標

(1)登 録

*当 面一 日80枚 、3年 で10万 枚 の写真を登録

*一 枚2MBと して200GBの サーバ容量

*MAIHITデ ータ(歴 史写真12万 枚)の 登録 を検討

② 検索

*サ ムネール画像検索 は10秒/枚 を目標

*実 画像 は1分/枚 を目標

*実 画像 は数分で印字

*実 画像 は50枚/時 間集配信 システムに出力

*ピ ーク時で500枚/時 間のサムネール検索が可能

(3)バ ックア ップ

*8mmテ ープで定期的にバ ックア ップ

*実 画像サ ーバはDATま たはCD-Rで バ ックア ップ
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外 電フaントシステム
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サU－ル画像(1/4.Y4一 ル)を

自動生成す る.

②実画像デ→ を実画像トバに、

弘ネ「ル、1!4ペ ースを社内検索細 ●、社外検索サづ'

に登録する.

情報乎ピ辻ンター

図2-2運 用 フ ロー



1

σ)

1

<<社 内>>

1)社 内の端 末か らログイ ンす る。

2)書 誌データによ り検 索す る。

3)検 索結 果に基 づ きサム*一ル画 像で内容

を確 認する。

4)上 記払ネ「彫画像を選 択 し、書誌詳細

デ ータを確 認す る。

5)必 要 に応 じて1/4Base画 像 を参 照す

る

6)必 要に応 じて実画像77イルを画像集配信シ

貯ムへ出稿。

7)必 要に応 じて実画像データを端末に読み

込んでげ ウンロードして)印 刷

日
外 電 フロントシス私

』蝿 積

実画

㈱)圏 社内欝 當
蹴 出受付端末 印be

社 内検 索&印 刷 指 示
&出 稿 指 示 端 束{プ ラ栂')

・書 誌 ・実 画 像
・1/4Base

・サ鯵 弔

CD-Rチ ェンジヤー

社外検索&画 像貸出端末
(プラウサ')

・書誌

耀 、。

<<社外>>

1)社外の端末か らログインする.

2)書 誌データによ り検索する。

3)検 索結果に基づきYAネール画像 で内容を

確認す る。

4)上 記払ネール画像を選択し、書法詳細デー

タ、1/4Base画 像(透 か し入)を 確認す

る。

5)必 要に応じて画像貸出の注文内容をフ

rム に入力 し、mai1で 送付する。

rT▼'与一由← 鳥、

図2-3検 索 フ ロー



1.3今 後の課題

1.3.1登 録 、入力体制の整備

今回のプ ロジェク トは、膨大 なデータ量のなかか ら効率 よ く高速で検 索で きるシ

ステムの構築であ り、今後 はこの システムを活用 してデイ リーの登録作業をどのよ

うに して効率 よ く行 うか、その体制づ くりが ポイ ン トとな る。

1.3.2検 索方法の社 内での普及

社外での利用が増え るかどうかは、 ひとえにどの よ うなデータが登録 されている

か、っ ま り社外ユーザーが利用で きる写真が実際 にデータベースに登録 されている

か どうか に、かか っている。

そのためには、社内の写真をハ ン ドリングす る各部 門が このデータベースを使 い

こな して、 自主的、積極的にデータ登録す るような体制へ もってい く必要が あると

思われ る。
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2.WWWに よる医薬情 報全文検索 データベースの構築 と利用者Q&Aデ ータベー スシステム

の構築

2.1概 要

2.1.1目 的

情報の流通および通信の発達 につれ、オ ンライ ンデータベ ースの利用者層の裾野

が広が って きた。 これ に伴い、利用者の要望 も変化 して きた。

当社で は長年、医薬情報に特化 した形でデータベ ースの提供を行 っているが、最

近 の医薬情報 に関す る利用者 の要望をまとめてみると以下の3点 にな った。

(1)誰 もが使 いやすいデータベース

② 医薬情報の公開

(3)海 外へ の医薬データベースの提供

このよ うな背景の もと、今回、医薬情報に限定 し、世界的なイ ンフラであ るイ ン

ターネ ッ トを通 じて、WWWに よる情報提供 を行 うことがで きる全文検索 型のデー

タベースを構築す ることとした。

また同時に、利用の促進を図るたあ、利用者か らの質問およびそれ に対 す る電子

メールの回答 をQ&Aの 形でデータベース化 し、 自由に検索 できるよ うな システム

を構築 し、全体 として双方向性 のデー タベー スシステムを 目指す ことと した。

2.1.2実 施 内容

(1)デ ータの分析 ・整備

② 全文検索 システムの設計

(3)全 文検索 システムの構築

(4)ユ ーザーイ ンターフェイスの設計

(5)ユ ーザーイ ンターフェイスの構築

(6)デ ー タの加工 ・デ ータベースの作成

(7)検 索 テ ス ト
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2.2シ ステム構成

WWWに よ る医薬情報全文データベースの構築 と利用者Q&Aデ ータベ ースシステ ム

の構築にあた り、次のよ うにLAN上 にシステムを構成 した。

(1)WWWサ ーバ システムの構成

WWWに よるデータベース提供のためWWWサ ーバ、データベ ースサーバを構築 し

た。WWWサ ーバ ソフ トウェアと してappache、 データベースソフ トウェア として、

大規模で高速 な全文検索機能が必要なため、松下電器産業株式会社のPanaSearch/S

SWを 利用 し、同一 ハー ドウェア上 に構成 した。 また、WWWサ ーバか らデータベ ー

スの利用 には、必要なCGIプ ログラムを開発 した。

Q&Aシ ステムで は質問受付用 にCGIプ ログラムを開発 し、Q&A参 照にはHT

MLの ハイパ ーテキス トを利用 し構成 した。

② データ加工用 システム構成

プロデューサーか らのデータをデータベースデータに変換す るため、データ加工用

システムを構築 した。データ加工用 プログラムで はinformixを 利用 した。

WEBブ ラウザ
プリンタ

黒
日

口轟
データ加工用

酬一
一}

WEBサ ーバ

図2-1ハ ー ドウ ェア構 成
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データベース利用者

WWW全 文

検索システム
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A

イ ンタ ー ネ ッ ト

1
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A

CGIイ ンタ フ ェ ー ス
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PanaSearch
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LOG・
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也
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Q
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辺

課金 システム ■

検索サーバ システム

〔＼

＼

1

デー タベ ー ス フ ァイル

シ

r

邑

ARISデ ー タ

編 集 シス テ ム

デ ー タベ ー ス管理 システム Q&A

編集 システム
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(
)

ARIS
データ

ー
一

.・ ・..・ ・ ■ ● ■ ● ● ■ … ■ ■ ■ ● ■ ■ ● ■ ●.・ ・.・ ・ ● ■ ● ■ ● ● ● ● ● ● ● ●S■ ■ ● ● ● ●
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図2-2ソ フ トウ ェア構 成
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2.3全 文データベースシステム

2.3.1検 索 システム

本 システムは、高速全文検索登録技術を用 いたWWWサ ーバ とこれに接続可能な

検索 ソフ トウェアか らなる。

2.3.2ARISデ ータベースの構築

ARISは 、副作用文献データベースである。医薬品の副作用 ・相互作用 ・中毒

の他 に農薬、健康食品、化学物質 の有害作用 にっいての文献を収録 して いる。

(1)デ ータベ ースの検討

今回の構築にあた り、現行のARISオ ンライ ンデータベ ースの問題点が以下

のよ うにあげ られた。 ・

① コマ ン ド形式のため、 コマ ン ドを覚え る必要があ る。 しか も、ARISし か

使 わないコマ ン ドがあ る。

② 機能が多 いため、難 しい という印象を利用者 に与えて しま う。

③ 副作用名または医薬品名 を直接入 力す る形での検索 はメイ ンフ ァイルで はで

きない。

④ 抄録 などすべての項 目か ら任意の語 を検索す る要求 には十分 こたえ られ ない。

⑤ イメージの表示は技術的にはできるが、 それを表示す る機能を持 った通信 ソ

フ トをユーザーに持 って もらわな くてはな らない。

これ ら問題点を解決 し、現行 システムの特徴で ある"副 作用 と医薬品の リンク

検索"や 副作用辞書、医薬品辞書のあ り方等を考慮 して今回の システムの構築に

至 った。

(2)デ ータベースの構成

① フ リー検索

すべての項 目内の文か ら自由に思い付 いた語を入力 して検索で きるように し

た。

② 項 目別検索

医薬品 と副作用の リンク検索を可能 に した。

③ 標題 ・本文出力

検索直後 は検索件数を出力す る。次に標題一覧を出力 し、 その中か ら全文 を

出力 したい標題を選ぶ。
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■
④ 医薬品辞書 と副作用辞書

あ らか じめ辞書を検索 して的確 なキー ワー ドを調べ られ るよ うに した。

(3)デ ー タ内容説 明

文献 フ ァイル(MAIN)、 副作用辞書(HYTARD)、 医薬品辞書(DRUG)

の3フ ァイルで構成 されて いる。

<MAIN>

・ある薬剤で起 こった副作用一覧、またはあ る副作用を起 こ した薬剤の一覧をみ

ることが できる。

・副作用 文献 の書誌事項および抄録が収録 されてい る。

・海外 文献 も日本語 に訳 して抄録化 してい る。

・症 状や検査値にっ いて もみ ることができる。

〈HYTARD>

・厚生省監修の医薬品副作用用語集を もとに、検索の際使 いやす いように大幅 に

変更 して全 く新 しい辞書 と した ものである。

・この辞書 は、大分類 一中分類 一基本語 一下位語の4っ の階層 にな ってい る。

・各副作用 コー ドにはそれ 自身の コー ドのほか に補助 コー ドと中分類の コー ドが

付 け られているので、下位概念を含む検索が可能 である。

<DRUG>

・薬効 の検索 もできる医薬品辞書

薬効 番号 は厚生省の81分 類を もとにして いるが、一部検索 しやすいよ うに工夫

されてい る もの もある。

(4)デ ー タベ ース定義

各項 目の内容を十分 に検討 し、項 目名、属性種別、桁数、検索属性を定義 した。

(5)デ ータの作成

プロデ ューサ ーか ら送 られて きたデータは、NEWS上 で編集、 フォーマ ッ ト

変換を行 い、全文検索用データにす る。
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2.4Q&Aデ ータベ ース システム

2.4.1デ ータベ ースの検索

今回、Q&Aデ ータベ ースシステムの構築 に際 し、当初 は、PanaSearchを 用 いた

全文検索を考えていた。 しか し、Q&Aの よ うな システムの場合に全文検索を用 い

た時、以下の様 な問題点(欠 点)が 存在す ることがわか った。

ア)デ ータベ ース構造を簡単 に変えることが出来ないため、拡張性にかける。

イ)デ ータを 自動的 にデー タベ ースに落 とすので、同 じよ うな質 問を複数登録 して

しまう可能性が ある。

ウ)適 当な検 索文字列を指定 しない場合、知 りたい情報を的確 に得 ることがで きな

い可能性 があ る。

エ)ど のよ うなデータが入 ってい るかを一度に見 ることが出来ない。

オ)デ ータをHTMLの タグを用いて整形 して表示す ることが難 しい。

そこで、今 回は集めたデータを、手作業で編集 しHTMLテ キス トを作 りハイパ

ーテキス トリンクによる検索 システムを構築す ることに した。

以下 に、ハイパーテキス トリンク方 式による検索の利点 と欠点を示す。

利点:

ア)手 作業でテキス トの構成、配置な どを考 えてい くので、担 当者 は質問内容 と

それ に対す る回答 に習熟 し、どの ような質 問が多 いかを知 ることがで き、そ

れによ って、 よ りユーザーサイ ドに立 った対応を行 うことが可能 となる。

イ)手 作業 でHTMLフ ァイルを作成 してい くので、タグを用いて、表現豊かな

ペ ージをっ くる ことが可能 とな る。(表 を表現す ることが出来 る。)

ウ)デ ータをハイパ ーテキス トを用いて階層的 に配置す ることによ りユ ーザーは、

目的の情報を、視覚的 に、容易 に探 し出す ことが可能 となる。

欠点:

ア)手 作業 なので手間がかか る。

イ)手 作業なので管理が大変。

ウ)大 量のデー タを扱 う場合にはこの方法は適 さない。

2.4.2デ ータベ ース構成

①Q&A検 索

②Q&A登 録
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③CGIプ ログラム

④ 内容チ ェック ・回答作成

⑤Q&AHTMLフ ァイルの作成

⑥Q&AHTMLフ ァイルの登録

2.4.3デ ータ内容説明

Qデ ータファイル

Qデ ータフ ァイルは、Q&A登 録 により受 け付 けたデータをCGIプ ログラム

によりタグをっけた もので あ り、1フ ァイルに1件 の質問 内容を含 む。

Q&Aデ ータファイル

Q&Aデ ータファイルは、Qデ ータファイルの質問に対 し回答を記述 したフ ァ

イルである。

Q&Aデ ータフ ァイルは、1フ ァイルに1件 の質問 と回答(内 容)を 含む。

Q&AHTMLフ ァイル

Q&AHTMLフ ァイル は、Q&Aデ ータファイルのデ ータを、HTMLを 用

いて編集 した ものであ る。編集 は、ある程度手作業で行 う必要が ある。
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2.5今 後の課題

(1)中 間一致検索の不都合

医薬データベースな ら医薬品名のよ うに、そのデー タベースにとって重要なキ ーワ

ー ドにな る項 目について は
、中間一致検索で な く完全一致(前 方 ・後方一致を含む)

検索 を行わないと、類似のキー ワー ドが多い場合 ノイズが多 くな りす ぎる傾向が ある。

今回は多 くの項 目を中間一致検索項 目と したが、 データの特性 に応 じて適当な項 目

の設定 またはデ ータの編集をす る必要が ある。

② 検索結果の確認

メニ ュー検索 は使いやす いが、検索履歴を とれない と検索 した結果が正 しいかど う

か後で判断できない。特 に検索のプロであるサーチ ャーは他部署か ら検索 を依頼され

るので、どのよ うに検索 したかを証拠 として示 したいはずで ある。そこで、 どのよ う

な検索を行 った結果 なのか わか るよ うな表示がで きるよ うに検討す る必要がある。

(3)コ マ ン ド入力方式の検討

メニ ュー方式 は検索を始終行 っている人 に とって は非効率 であることが多い。 プロ

のサ ーチ ャーではいか に効率 よ く検索す るかが重要で ある し、 コマ ン ド形式な らよ く

使 う検索式を保存 しておいて再利用す ることが できる。 また、項 目間の複雑な論理検

索を行 いたい場合 もある。

そ こで、今後で きるだけわか りやすい形での コマ ン ド入力方式 も検討 しよ うと考 え

てい る。

(4)大 量 出力の扱い

特にサーチ ャーの場合、検索 された結果が適 当な件数であれば無条件 にすべての本

文を出力 して、依頼者 に届 け、依頼者が内容 を吟味す る形を とることが多 い。 または、

標題一覧を出 して その中か ら適 当な標題を複数指定 して一度 に本文を出力す るとい う

形をとることが多 い と思われる。 そこで、 その ような要求 に対応で きる機能を検討す

る必要がある。

(5)同 義語の検討

あま り多 くの同義語を用意す るとそれぞれをOR検 索す る形になるので検索が遅 く

なる。 しか し、一部分だけひ らがなやカタカナで記述 されて いた りす ると、検索が難

しい。 これを同義語で カバーす るとなると組み合わせ の数が多 くな って しまい実用的

でない。
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現行の方法のよ うに、データベース作成の前処理です べて 「読 み」を 自動生成す る

方法の方が より実用的 と考え られ るが、 この場合 は 「読 み」を付 けるときに参照す る

辞書が必要 になる。 しか し、データベースの内容 によ って辞書が異な る上、辞書の定

期的な見直 しが必要になる。 また、辞書更新時にはデ ータベースをすべて更新 し直 さ

なければな らない。

今後、 これをどの ように対応す るか検討す る必要が ある。

(6)辞 書検索か らメイ ン検索へ の リンク

本 システムでは辞書で検索 を行 った結果、検索 されたキーワー ドを使 って直接 メイ

ンファイルで検索す ることはできない。 メモ(電 子メモを含む)し て使 うしかない。

しか し、今後 は辞書検索 した結果、必要なキーワー ドはその場で一 時登録 し、メイ

ンフ ァイルで一時登録 したキー ワ『一 ドを簡単に使 うことがで きるような工夫をする必

要が あると考え る。
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3.生 活 博 物 史 デ ー タベ ー ス

・プ ロ トタ イ プ の 構 築

株 式会 社NHK情 報 ネ ッ トワー ク





3.生 活 博 物 史 デ ー タベ ー ス ・プ ロ トタイ プの構 築

3.1概 要

3.1.1目 的

社会の さまざまなで きごとを記述 し分類す る試 みは、有史以来、人間が居住 し活

動す るすべての地域 において実践され続 けて きた伝統で ある。かっては叙事詩と し

て 口述 されていたで きごとがいっ しか記述され、物理 的な記憶 として形象化 され る。

それ らの事 象の数 々が、 さ らに歴史 と して線状化 され、一方 では分類の思想 によっ

て構造化 されてきた。

近現代の各種 メディア、特にマスメデ ィアは、その 日常 の取 材 ・伝達活動の結果

と して膨大 な事象 ・で きごとのパ ーツを生産 し続 けて きたが、そのよ うな 「ニ ュー

ス」を定型的 に保存 し、方法的にデータベースとして活用 し出 したのは この数年の

間であ る。 昨今のハー ドウェアの圧倒 的な発達 とアプ リケーシ ョン技術の進歩が、

そ うした情報加工利用を容易な次元へ と促進 して いることは間違 いない。

各マ スメデ ィア、パ ブ リッシャーが 蓄積 して きた膨大 な素材が、そのよ うなデー

タベ ース技術の進歩の中で、まず 「ニ ュース ・データベース」や 「年表」などの形

式で構築 されて きたのは、情報の二次利用とい う姿勢 において当然で ある。そ して

その多 くは、その 「二次利用」 とい うコンセプ トによって、 日本社会 の 「一般的=

共通的 な」歴史的事象の記述 ・蓄積 という傾向を持 って いる。それ は将来 に渡 って

教科書 に掲載 されてゆ くデータと して は必要であ り、またふ さわ しいデータベース

であ る。

しか しその一方で、データベースを取 りま く昨今の技術 的環境 の変化、特 にイ ン

ターネ ッ トとい う情報の国道の出現 と、パー ソナル コ ンピュータの劇的な普及 は、

マスメデ ィアか ら大衆へ という情報のルー トとは全 く別の、個人間あ るいは地域間

のデータ交流の フェイズを著 しく顕在化 しっっある。 この情報の流通ルー トは、本

質的にデータベース ・ネ ッ トワークで あり、それぞれのサ ーバ ー=デ ータベ ースの

規模は小 さ くとも、結果的に膨大なアーカイブを形 成 しうる力 と方 向性を持つ もの

と言えよ う。

マ スメデ ィア と大衆 とい う上下関係 が必然的 に生産 して きた、傭敵的 な 「一般=

共通史」で はない、いわば水平 的なコ ミュニケー ションと して、ネ ッ トワーク上で
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発信 ・蓄積され、 さらにネ ッ トワー ク上で検索 ・活用 され る、個人およびコ ミュニ

テ ィ ・レベルでの 「生活史」的なデー タベースの方法的 な構築は、高齢化社会を目

前に した21世 紀 を迎え るにあた って、個人、そ して地域文化の復権 とい う点で重要

な意味を持つ と思われ る。

本委託課題では、その具体的 な実践 の一つ と して、 日本人 の現代史 を、従来の政

治 ・経済 ・社会 ・文化 とい った 「全国版 」での社会事象か らではな く、 「遊び」 「

風俗」 「しきた り」などをキー ワー ドと した個人の レベ ルでの共通体験事象を、地

域別 にマルチメデ ィア ・デー タベース化す る 「生活博物史デー タベース」のプロ ト

タイプ とその運用 モデルを構築 す ることで、 これか らの情報 イ ンフラス トラクチャ

ー整備の一助 となる ことを目的 と した。

3.1.2実 施内容

本 デー タベース ・システムは以下の3っ の機能の総称であ る。

(1)マ ル チメディア ・データベース

定義 フィール ドにもとついて収集 された、画像 ・音声 ・テキ ス トか ら構成 され

る各 ドキュメ ン ト・レコー ド群

(2)登 録 ・検索 システム

上記の ドキュメ ン トを登録 ・検索す るための、マルチプラッ トフ ォーム/ネ ッ

トワーク型のイ ンターフェイス

(3)マ ル チアウ トプ ッ ト・システム

収集 ・蓄積 された ドキュメ ン ト群 を各 メディア(紙 、モニター等)の コ ンテ ン

ツ素材 として出力す るシステム

これ らの システムの開発にあたって は、データの収集 か ら登録 と検索、そ して各

種メディアへの出力までを トータルにサ ポー トし、 さ らにWWWの ネ ッ トワー ク運

用を前提 と したモデルを構築す ることで、将来的な運用において も効率的なデータ

収集 と実践的なデータ出力が可能 とな るよ う留意 した。

開発の手順 は以下の通 りである。

(1)マ ルチメディア ・データベ ースの仕様策定

本 データベ ースに収録 され る ドキ ュメ ン トの仕様 については、その基本 コンセ

プ トをいかに定義づけるかが まず 問題 とされた。すなわち、一般的な社会史デー

タベースとの差別化の基準を どのよ うに定 義す るか とい う点であ る。 これについ
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e

ては、生活史 ドキュメ ン トの基本属性 として、

(a)日 時の特定要求を持たない

(b)個 人 の行動 および生活の方式

とい う2つ を基点 として、各種の シソーラスを比較検討の上、後述す る10の ジ

ャンルを今回の分類基準 に、NHK放 送データベ ースの記事資料調査を行 い、収

録期間、収録地域にっいての範囲を特定 した。

② ドキ ュメ ン ト定義 フィール ドの検討

(1)の基本 コンセ プ トに もとづ き、各 ドキ ュメ ン トを記述す るフィール ドの検討

を行 った結果、9の 記述フィール ドを確定 した。

(3)登 録 ・検索 システムの設計

設定 された ドキ ュメ ン トの フィール ド定義 に もとづ き、登録 ・検索 システムの

仕様の検討 を行 った。 その際 に、本 データベ ースの運用 目的について、通常 の検

索および参照機能に加え、 ドキ ュメ ン トの構成素材の加工利用機能を前提 として、

紙お よび画像 メデ ィアへの出力および公開再利用 の可能性をサポー トす るために、

テキス トの文字数や複数の画像 フォーマ ッ ト、著作権 および著作隣接権情報につ

いての追加 フィール ド定義を行 い、検索 システムか らの 直接的なダウ ンロー ド機

能を盛 り込 む ことと した。

(4)検 索 システム ・プロ トタイプの制作 と検証

マル チプラッ トフ ォームとネ ッ トワーク運用 とい う前提か ら、 イ ンターネ ッ ト

用のブラウザを基本 イ ンターフェイスに し、検索上必要 な機能につ いて はC -GI

およびJAVAア プ レッ トで対応す る計画で あ ったので、必要な検索機能の検討

のため、検索 イ ンターフェイスのプロ トタイプを マ クロメデ ィア社のオーサ リン

グツール 「デ ィ レクター」で制作 し、操作性 の検証 を行 った。同時に クラ リス社

の 「ファイルメーカー2.1」 で調査 ドキ ュメ ン トのサ ンプル入力 と管理を行 った。

(5)WWWサ ーバ ー上 でのシステム構築 と評価

(4)の評価 に もとづ き、 キー ワー ド項 目と検 索 フィール ド等の見直 しを行い、検

索 イ ンター フェイスをWEBペ ージ上 に移植、最終的にJAVAア プ レッ トに依

存す ることな く、ほぼHTMLに よるディ レク トリー指定 と一部CGIで システ

ムを構築 し、評価 を行 った。

(6)マ ル チア ウ トプ ッ ト・システムの開発 と評価
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画像 ・音声等の ドキ ュメ ン ト構成素材を指定 フ ォーマ ッ トで検索結果か らダウ

ンロー ドす るエ クステ ンションを開発 し、WEBの 検索 システムとの連動を試み

た。 しか し、ダウ ンロー ド速度の問題 と、 ドキュメ ン ト収集の遅延によ り、動画

と音声 について は本 システムでは基本的にサポー ト外 と し、次期 システムでの開

発課題 とした。

3.2シ ステムの構造 と運用モデル

3.2.1マ ルチメディア ・データベ ース

本 データベース ・システムのコ ンテ ンツである生活史 ドキ ュメ ン トの具体的な仕

様は以下の通 りである。

(1)収 録期間 …1945年(昭 和20年)～1996年(平 成8年)

② 収録地域 … 関東(東 京)

その他東海(名 古屋)、 関西(大 阪)、 九州(福 岡)、 北海道(札 幌)

※関東以外の ブロックにっいては比較用サ ンプル ・ドキ ュメ ン トと して収録

(3)収 録 ジャンル …10ジ ャンル

・ファッシ ョン/食 生活/住 まい/遊 び/流 行語/流 行歌/メ デ ィア/祭 り/

イベ ン ト/冠 婚葬祭

(4)記 述 フィール ド …9フ ィール ド

・ドキ ュメン トタイ トル/ジ ャ ンル/発 生時期/発 生 ブロ ック/発 生地域/

概要/事 例(写 真、イラス ト、動画)/出 典/関 連 ドキ ュメ ン ト

(5)収 録ボ リューム …980ド キ ュメン ト

3.2.2登 録 ・検索 システム

本 データベース ・システムの登録 ・検索 イ ンターフェイスの設計 コ ンセプ トの基

本は、

(a)ク ライア ン ト側 に依存 しない汎用性 を目的 と した、HTMLとCGIプ ログラ

ムによるディ レク トリー検索

→ ブラウザー(NETSCAPENAVIGATOR3 .0)の みですべての登録 ・検索を行 う。

(b)ドキ ュメ ン ト素材の二次利用支援のための認証 システム

→ メンバ ー管理および ドキ ュメ ン ト素材(特 に画像)に っ いての承認ルー トと、

課金情報の抽 出の二 つである。
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したが って、登録や検索に伴 うイ ンターフェイ スは、すべてWEBブ ラウザーに

よって呼び出 され るHTMLデ ータのURLデ ィ レク トリによ って管理 されてお り、

基本的な操作 の流れ は、すべてH

TMLの ハ イ パ ー テキ ス トによ っ

て進 行 す る。 す な わ ち、

(a)URL指 定

(b)登 録IDと パ ス ワー ド

に よ る認 証

(c)編 集 メ ニ ュー

(d)記 事 ドキ ュメ ン ト登録

(e)記 事 ドキ ュメ ン ト編 集

(f)記 事 ドキ ュメ ン ト検索

(9)画 像 デ ー タ登録

(h)画 像 デ ー タ編 集

(i)画 像 デ ー タ検 索

涙

図3-1編 集 メニ ュー画 面

以上の操作を実現す る検索キー用HTMLデ ータに対 して条件入力す ることで、

WWWサ ーバ ー内のCGIプ ログラムの アプ リケー ション処理 を通 じ、 リス ト用 イ

ンデ ックス もしくは記事 ドキュメ ン トHTMLに リンクされ る。 それぞれの記事 ド

キ ュメ ン トHTMLに 添付 される画像情報 は、実 際のプ レビューデータを持たない。

添付 され る画像 ドキ ュメ ン トのURLの みを記述す ることで、処理ス ピー ドへの負

荷 を軽減 して いる。

また、(b)の ユーザーの認証 レベルによっては、 こう したデータベース基本操作以

外の管理用 の操作 と して、

(j)記 事 ドキ ュメ ン トの再分類

(k)ユ ーザー管理

(1)キ ー ワー ド管理

などの運 用管理機能 も付加 してお り、サーバ ー側 での物理ア ドレスの認証 と組 み
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合 わ せ る こ とで、 デ ー タ改 憲等 へ の セ キ ュ リテ ィを確 保 して い る。

本 シス テ ムの設 計 思想 の 一 つ は 、登 録 ドキ ュメ ン トの利 用 支 援 で あ り、 有料 情 報

の 使 用 管理 機 能 を あ らか じめ メニ ュー と して 設 定 した 。

3.2.3マ ルチ ア ウ トプ ッ ト ・シス テ ム

上 述 の2次 利 用 支援 の た め に、 登 録 ・検索 イ ンター フ ェイ ス の 中の リス ト画面 お

よ び参 照 画面 に、 ドキ ュ メ ン ト素 材(テ キ ス ト・写 真)を 以 下 の フ ォーマ ッ トで ダ

ウ ンロー ドで きる機能 を付 与 した。

(a)テ キ ス ト関連 …テ キ ス ト形 式

(b)画 像 …EPS・JPEG・GIF

特 に登録 画 像 にっ いて は 、粗 画 像(72dpi)、 低 解像 度(144dpi)、 高 解像 度(30

0dpi)の3種 類 の 解像 度 で 分解 ・収 録 し、モ ニ タ ー ・紙 媒 体 双方 で使 用 で き るフ ォ

ー マ ッ トを 準備 した 。

実 際 の運 用 支援 の た め に、DTPア プ リケ ー シ ョ ンで あ る ク ォー ク社 のエ クス プ

レス3.3の 書 類 の作 成 とEPS形 式

の画像を ダウンロー ドを行 うアプ リ

ケー ションを開発 し、版下製作や ホ

ームペー ジの作成支援ツール と して

利用で きるように してい る。

また、有償 ドキ ュメ ン ト素材 のダ

ウ ンロー ドにあた っては、 ドキ ュメ

ン トのHTMLデ ータに付属す る著

作権情報(著 作者 ・料金 ・使用制限)

をタブ区切 りテキス トと して出力 し、

市販の スプレッ ド・シー トやデータ

ベ ース ソフ トによる管理 も可能な形

式 に した。

む ニトし

薩謹糞襲 難D　
1'c.tS;;rv琳 泌'州 ●り・喬旬 w、',"垢

、 蜜

(⊇ …蝋 晦
鷺● ぷ 心 こ咋

わ'・ Σ】只 × 閥p>7eL:・ 嵩 、・.

1掌 わ イ,r:bL苫tα,

,シ ・γ 二時 め,〕 、

ヂ パぶ バ ト

}滋 錨 ・ぽ'
"'㌻},'4ノ

≧ ・・/～ 、1傭f.s.1ng.抽 福 田

輻●`・,㍗,8亀{'`・ ψ♪,,

"b"♂}tS'、
.

賦 鱒 幽 山

勢1㌢温 い地 鼠
ぴうわおばいぎい アゆ れ

i㌍ ・,臨

齋 パ ・』川
1,・ ヌ♪杜 、:翻"鳥 瓠,ぽ ●

惨 騨∵
1工 ぷヅ 」附 碕t「:
ゴむぼの ゆロぷドぐい

・'二川 声 曲$嫡 ・・"t

ト　 い ハ ぐヨずノゆり さフぼハ

91㌍:1'・ ・ 」

鐘 二 、

ぬ コ

l
ii

l…

,ll

/;
1,、

昆

_・ 二む=エ=」 フ塾L一

図3-2検 索結果 リス ト画面

一26一



3.3シ ステムの課題

本 システムの 目的が、地域間および個人間で生成 され る 「生活史」をデ ータベース化

す るためのモデルを構築す る ものであることは既に述べた。すなわち、明治時代の九州

と東北 での結納 品の違 いや昭和60年 代 と平成の水着の違 いといった、人 々の生活様式の

時間 と空間での差異を記述す る ことで、 「大衆」 「一般社会」 とい う抽象化 された世界

が提示す る均質な価値観を、 もう一度具象的な次元 に戻 し、各 々の地域そ して個人の独

自性 を回復す るコ ミュニケーシ ョン装置 としてのデータベースの提案であ る。

本 システムは、その コンセプ トと設計思想上、ある権威的なデータベ ース ・パ ブ リッ

シャーが一般のユーザーに対 して効率的な検索サー ビスを提供す る形式 では構築されて

いない。 あ くまで もイ ンターネ ッ トのWWWサ ーバー とブラウザ ーとい う共通で簡易な

デバ イスを通 じて、各ユーザーが 自 らそ こにデータを登録 して他のユーザーに情報発信

す ると同時に、他のユーザーの発信 した情報を 自らも享受す るとい う、 自然発生的な コ

ミュニケー シ ョン型のデータベースを方法的に構築 しよ うとす るもので ある。

ただ し、本委託事業の実施の範囲では、 トータルな運用モデル としてのデー タベース

・システムの実現 とい う性格上、実現できなかった課題 として以下の点が残 った。

(1)結 果的 に調査 ドキ ュメ ン トが地域的に も時間的に も少 な くな らざるを得 なか った

(2)デ ィ レク トリー検索 を主眼 とす ることの簡易 さと引 き替 えに、 ジャ ンルやキーワー

ドなどの条件設定作業を一括処理で きない部分が残 った

(3)ダ ウ ンロー ド素材の、ブラウザか ら他アプ リケーシ ョンへの移行 の 自動化

(4)ダ ウ ンロー ド素材の使用履歴のサーバー側での管理

3,4今 後の展開

かって人間の移動手段が物理的に限 られて いた時代 と、高速移動手段 と光 ファイバー

による通信網 の中で生活す る現在 とで は、生活時間 ・空間の単位が およそ激変 して いる。

しか し、それは時間 と空間の中での生活の制約の度合 いが別の スタ ンスに変化 したので

あ って、決 して制約 その ものが消滅 したわ けではない。 イ ンターネ ッ トのバーチャル ・

スペースが個人の生活範囲を一気 にワール ドワイ ドに拡充 した として も、 そのために我

々は、 コンピュータとい う物理的なデバイスに対 してや はり物理的 に作用 しなければ、

そ うした 「生活 」その ものが始 まらない。

本 システムが 、そのような 「生活」 という事象を生成す る方法的な システムと して、
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(1)各 行政区域のアーカイブにおける、地方史を編纂支援DBシ ステム としての活用

(2)イ ンターネ ッ ト上 での取材→ 出力 とい う一貫 した情報加工機能 によるコ ンテ ンツ制

作支援

(3)地 域 メデ ィア(新 聞、 コ ミュニティ雑誌、 タウ ン誌等)で の共有 データベ ース

(4)各 自治体が発行す るホームペー ジの基礎データとの リンク

⑤ 地域 ごとのユーザ ーか らの情報提供支援

などの、コ ミュニケーシ ョン支援型のデータベース運用に展開で きれば幸いで ある。
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4.信 濃 毎 日新 聞記事 デ ー タベ ース の構 築

信濃毎 日新聞株式会社





4.信 濃毎 日新聞記事 データベ ースの構築

4.1開 発の概要

4.1.1背 景 と目的

平成10年2月7日 の長野冬季五輪の開幕 まで、あとわずか。 国際的イベ ン トを目

前に控えて信州 は、 さまざまな面で大 きな変容を遂 げよ うと している。その一つ は、

高速交通網 の整備だ。 平成8年9月3日 に、県営松本空港か ら 「世界」へっ なが る

関西国際空港への乗 り入 れがスター ト。続 いて11月15日 には、初の国際チ ャーター

便が、釜 山へ と飛 び立 った。陸上では、同 じ11月 に上信越道の小諸 一更埴間が開通 、

県内の高速道路計画 は、一部供用か ら約20年 ぶ りに ほぼ完成をみた。 さ らに北 陸新

幹線。9年 秋 の長野 までの開業を目指 して着 々と工事 が進 み、試験走行 も始 まって

いる。

緑豊かな山国に延 びるこうした 「人」と 「物」のハイ ウエーは、それだ けで も、

地域社会へ非常なイ ンパ ク トを与えずにはおかな い。 こう した状況下 で今、一段の

飛躍へ向けて求め られ るのが、まさに 「情報」のハイ ウエーで あ り、そ こを走 るコ

ンテ ンツであ る。

信濃毎 日新聞 は、長野県民の主読紙 として朝夕刊約45万 部を発行。明治6年 の創

刊以来123年 の歴史 のなかで、各層か ら厚い信頼を受 けてい る。 日々集積す る豊富

で確か な情報をデータベ ースに蓄積 し、広 く一般 に公開。地域情報化への寄与 を通

じて、産業経済 と文化の発展 に、いささかの役割 を担 って行 くことと した。

4.1.2実 施 内容 と成果

信 濃毎 日新 聞記事データベースは、試験的に社 内利用を始めていたが、 これの一

般公開に踏み切 るに当たっては、① システムの整備 と、②運用体制の強化 の両

面か ら、各種 の見直 しを行 った。前者では中核サーバの2重 化 と蓄積容量の拡大。

後者では、各種 自動処理 の活用 によ って、作業の効率化 と ともに、結果の標準化を

徹底す ることを柱 と した。 また 日々の構築業務 と並行 して、提供形態を固めて契約

ユ ーザ(会 員)を 開拓。一方ではシステムと運用の双方 で 「避 けては通れぬ」著作

権問題の ク リアを図 った。

蓄積 は、朝 夕刊 それぞれの最終(新)版 が対象。午前 ・午後毎 日2回 の検討会で

編集上の方針 を決め、掲載記事の文字テキス トほぼ全量 と、紙面の画像 イメー ジ全
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件、および主要 な写真情報を相互 に関連付 けて収録 した。その際に、 「主題」 と 「

種別」2系 列の分類の付与等 を中心 に して、データの管理情報を充実。 これ によ り

一般 ユーザの多様 な検索要求に も耐え得 るよ う努めた
。

4.2実 施結果

4.2.1シ ステムの構成

信濃毎 日新聞記事データベ ース ・システムは当初、富士通株式会社(富 士通㈱)

製 のUNIX系 ワークステー シ ョンrDS/907650H」1台 を中核のサーバに置

き、同パ ソコンrFMV」7台 を主 に編集作業、同rFMR」2台 を主に運行管理

用の クライア ン トとし℃LAN上 、お よび回線 によ り接続。平成7年7月1日 か

ら稼働 し、翌8年1月 には、編集支援 を中心に社 内での利用を始 めた。

その後、地域の情報化 に寄与すべ く、一般(商 用)公 開の方針が固 ま ったのに伴

い、同年7月 末か ら8月 上旬 にか けて、次 のような補強を加えて新 システムに移行

した。

(1)サ ーバを、上位機種rDS/9077001」2台 の クラスタ構成 と し、障害への

安全性 と処理能 力を高め るとともに、G4フ ァクスの出力機能を新た に導入 した。

(2)同 従来機 「7650H」 を、回線系の制御(フ ロ ン トエ ン ド)、 および元 もとあっ

たG3フ ァクスの処理(バ ックエ ン ド)に 転用 、負荷の分散を図 った。

(3)同 、ディスクア レイ32ギ ガ ・バイ トを増設 し、蓄積容量を拡大。併 せて クライ

ア ン トのパ ソコンrFMV」4台 を追加、作業量の増大 などに対応 した。

基幹 ソフ トウェアは、広義のDBMS(デ ータベ ース ・マネ ジメ ン ト・システム

)に 富士通㈱のTRENDAS/MRを 、検索エ ンジンは同FAIRS/SVを 、

当初か ら使用。各種のデータの取得先であ る新聞制作 システム(CTS)の 側 には、

データベース側 との連携 ソフ トウェア機能一式 と、イ メー ジ処理等のハー ドウェア

を用意 して、回線(文 字テキ ス ト)とLAN(画 像イ メー ジ)で 結合 してい る。 な

おLAN上 のパ ソコンは、すべて検索 も兼用であ る。

蓄積す る情報 は以下の3種 とし、 システム的には、それぞれ固有の イ ンデ ックス

を持つ独立 したデ ータベース として管理 している。

(1)記 事情報(前 文や本文、併 載表 などの文字 テキス ト)

(2)紙 面情報(広 告部分を含む画像 イメージ)
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(3)写 真情報(説 明文=キ ャプ ション=の 文字テキス ト)

上記各情報につ いて、それぞれ個別 に直接アクセスす るほかに、他へ遷移 し、相

互に関連検索が行え る仕組 みに している。また紙面 のイメージは、画面上に表示す

るだけではな く、任意の ファクスへの出力ができるよ うに してい る。

公開に先立 って、 これ ら機能 に関す る指示の簡略化 や、地域別切 り替え広告の要

否が選択で きるようにす るな ど、周辺機能の拡充を図 った。 この ほか、商用化に伴

う課金 プログラムの 自社開発や、回線関係にっいて若干の見直 しも行 っている。

4.2.2公 開の形態

信濃毎 日新聞記事データベ ースは、先述のよ うに、①記事情 報 ②紙面情報 ③

写真情報 の3種 類 か ら構成されてい る。 ここで各データベー スについては、それぞ

れ に直接 ア クセ ス(単 独検索)す るほか に、次のような ことが行え る機能を持つ こ

とを、大 きな特徴 として いる。

(1)関 連検索

例え ば、現在表示中の記事情報A(文 字テキス ト)→Aに 併用の写真情報B(

文字 テキス ト)→Bが 掲載 された紙面情報C(画 像 イメー ジ)→C内 の別の記事

情報D… のように して順次、他のデータベースへ遷移す ることが可能であ る。 こ

れによ り、狙 ったテーマを効率 よ く、かつ系統立てて調べ ることがで きる。

(2)フ ァクス

紙面 のイメージは画面上に表示す るほかに、任意の検索端末か ら、任意の ファ

クスへ出力を指示す ることが可能であ る。 これによ り、従来 の文字 テキス ト型で

は困難だ った、付表や図解 ・写真等の参照が容易に行え るため、よ り正確な理解

を得 る ことがで きる。

地域 の情報化への寄与を 目指 し、蓄積 したデータ資産を一般公開す るに際 しては、

以上の特徴 を十分に生かす ことを踏 まえた うえで、① システム的 な形態 と、②提供

す る内容(コ ンテ ンツ)の2つ の側面を絡めなが ら検討を進 めた。

まず前者では、 インターネ ッ トが急速に普及す るなかで、ア クセスのための通信

ネ ッ トワークを どうすべ きか。後者で は、著作権対策 の関係で、特 に紙面 イメー ジ

は 「100%の ク リア」が難 しい要 素を抱えてお り、 これを ど う扱 うべ きかが焦点 と

な った。

慎重 に研究 した結果、いずれ も 「現実的かつ段階的」に対応すべ きで ある、との
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認識 を基に、当面 は次のよ うな方針で事業を展開す ることと した。

(1)提 供形態は大筋、次のよ うな流れ とす る。

①第1次:平 成9年1月 か ら、公衆回線経由で直にア クセスす る方式を前提 に、

対 象ユーザを県内の有力企業等 に限定 し、 ライ ンモー ド型の検索を

主体 に始動す る。

②第2次:同 年下期か らは、 イ ンターネ ッ トでの提供 を加えて、対象ユーザを

一般法人や個人 に も広げ る。

② 提供データの 内容 は、まず記事情報 と紙面情報 の両者に絞 ることとす る。写真

情報に関 しては、保存媒体 のデ ジタル化など、条件の整備 を持 って公開す る。ま

た著作権 に絡 む公 開制限(ロ ック)措 置を、従来 は記事情報 と写 真情報だけに設

定 していたが、 この適用 を紙面情報につ いて も広げ ることにす る。

4.2.3デ ータの編集

蓄積 の対象 となるデー タの うち、記事情報 と写真情報は、新聞制作 システム側か

ら、い ったんデータベー ス側 の 「編集前記事 フ ァイル」 に取 り込 まれ る。その際、

パ ソコン 「FMR」 で シフ トJIS系 への文字 コー ド変換 と、制御符号の除去な ど

初期処理 を行 う。紙面情報 は、新聞制作側 に専用のRIP(ラ スター ・イメー ジ ・

プロセ ッサ)を 設置。 ここで 印刷版下用 のA2版909dpiか ら、B4版400dpi相 当に

間引いた、MMR圧 縮 ・TIFF形 式の画像 デー タを生成、い ったん 「速報紙面 フ

ァイル」 に取 り込 まれ る。

なお記事情 報 と写真情報 にっいて、紙面 には掲載 されなか ったデータは、制作側

の フロン トにあ る集配信 システ ムか ら、データベ ース側 の 「多 目的 フ ァイル」を経

由 して取 り込 まれ る。

一部 に、技術的 な制約 や外注等の事情か ら、オ ンライ ンで は取得 で きないデータ

もある。文字 テキス トに関 しては、紙面 イメー ジを ソフ トOCRで 読 み取 って コー

ド情 報化。画像 イメー ジの場合 には、実 際の印刷紙面をA2版 スキャナに掛 ける方

式で対処 してい る。

以上のよ うに して取 り込 まれたデータは、言わば 「素材」であ る。1日 平均5人

の女性 スタ ッフを 中心に、大筋下記 のよ うな編集操作を加えて、結果を正規の検索

フ ァイルに登録す る。通常 は朝夕刊 とも、発行当 日の午後6時 過 ぎか ら参照可能な

状態 となる。
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公開に伴 って、イ レギ ュラーなデ ータの取 り込みを拡充す る一方 、編集操作に関

して も、さ らに確実 を期す よう努 めることとした。

(1)素 材データの整形

記事 ・写 真情報の場 合は、1件 で扱 うテキス トの連結や、表の手直 しな ど。紙

面情報関係では、地域 別切 り替え広告の蓄積に伴 う、不要な部分 のカ ッ トなどが

あ る。

② 属性情報の補完

分類 コー ドを含む内部発生項 目のチ ェックと修正、お よび著作権に絡 む公開制

限フラグなど、 自動化が困難な ものの追加設定を行 う。紙面情報 は、 ほぼ 自動で

ある。

(3)見 出 し文の設定

記事情報では書かれている趣 旨を、写真情報 は被写体 の特徴 を、30文 字程度 に

要約 して設定 す る。紙面情報 は、朝夕刊の別 や面名が主 で、 ほぼ 自動で ある。

(4)キ ー ワー ドの補完

自動抽 出された結果の確認 と修正、および不足す る単語 の追加 を行 う。紙面情

報 は、全ペ ージ広告の スポ ンサー名などの、 ご く限 られた範囲での処理 となる。

属性情報の うち分類 コー ド等について当社の場合、担 当記者が、あ らか じめ原稿

中に所定の形式で設定す る方式を とっている。 これによ り使いやす さとともに、後

段の作業の大幅 な省力化 を両立 させているのが特徴である。

4.2.4デ ータの検索

信濃毎 日新聞記事データベ ースは、利用端末に、フルス クリー ン型 とライ ンモー

ド型の両タイプを用意 している。前者の場合、紙面 イメー ジの画面 表示 と、関連検

索の機能を備えているのが特徴。 イメージのファクス出力の指示 は、双方 か ら可能

になっている。

検索の形態 と結果の表示について、それぞれの主な違 いを挙げると、次のよ うで

ある。

(1)フ ル スク リー ン型

検索時に、キーワー ドや各項 目について質問条件の一括指示が行 え るほか、マ

ウスの ク リックにより、主題分類など各種項 目の 「値」の選択入力 も可能。結果

は画面を3分 割 して、見出 し一覧 ・属性 ・本体(テ キス トあるいはイメー ジ)の
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各要素が、同時 に表示 され る仕組みであ る。 その際イメー ジはパ ンウィン ドウを

使 った指示によ り、任意 にスクロール し、拡大や縮小 も自由である。基本部分の

操作はMS-Windowsの それ に準拠 してお り、検索の内部的 な制御 はTREND

AS/MRの 専用端末 ビューワによっている。

(2)ラ イ ンモー ド型

検索 は、順次 システ ムと 「会話」を繰 り返 しなが ら実行す る。結果は見出 し一

覧か らの番号指定によ り、主要 な属性 と本体(た だ し、テキス トのみ)が 表示 さ

れ る。 いわゆるTTY接 続に よるもので、端末の機種等 は問わない。操作 にやや

煩雑さが伴 うのを カバ ーす るため、ヘル プ画面等を重視す る一方、フ ァクスの連

続 出力を可能にす るな どの、一部 フルスク リー ン型を上回 る機能 も考慮 してい る。

検索の基本的な 「原理」は、両モ ー ドとも他の システムとそ う大 きな差 はない。

両者 について操作 の容易性や機能 を総合的に比較す ると、軍配はフル スクリー ンに

上が る。 しか し、第1次 公開では、先述 したよ うに当初 は、 あえてライ ンモー ドを

主体にす る。 コス ト面 と紙面イメー ジの著作権対策な どが理 由だが、さ らに 「一般

性」の観点か らの考慮 もある。すなわちライ ンモー ドは、手順が既存パ ソコン通信

の各種サー ビス と同様であ り、端末側 の条件 も緩い。従 って普及の点で、む しろ有

利な面 もあろう、 との判断である。

思い付いた言葉によるキー ワー ドの指示の際には、単 語 とAND・OR・NOT

の論理演算子による条件式を使 う形態 とと もに、 「長野 と五輪 にっいて」のよ うな、

日本語文章の質 問方式 も提供 してい る。 当然、単語 の部分一致等の指示 も可能であ

る。

上記 日本語文章による方式 は、厳密 さにはやや欠 けるが 、条件式を意識 しな くて

済む利点がある。 ヒッ トの件数によるAND(そ の 中で)とOR(ま たは)の プロ

ンプ トの 自動切 り替え もあ り、一般 ユーザ に も親 しみやすい と考え られ る。 このた

め公開に備えて、処理のベースとな る 「分か ち書 きファイル」などの見直 しを行い、

機能面か ら対応の強化を図 ることと した。
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4.3今 後の課題

信 濃毎 日新聞記事データベースの構築 について は、平成9年1月 か ら公開サー ビスに

入 ることがで き、本委託事業は、所期の 目標をほぼ達成 した。 しか し、冒頭に掲げた 「

地域情報化へ の寄与を通 じて、産業経済 と文化の発展 に、いささかの役割を担 う」 との

狙 いに立 ち返れば、あ くまで もその緒に就 いたばか りで ある。残 された課題 もまた多い

とせ ざるを得ない。

今後 の展開へ向 けて、取 り組むべ き主な点を要約す ると、次のよ うであ る。

(1)提 供形態(ア クセス ・ルー ト)の 多様化

(2)蓄 積内容(コ ンテ ンツ)の 拡充

(3)速 報系のサー ビスとの連携

以上 は、いず れ も相互 に密接な絡みを有 してい る。最終的には、 いわゆる電子新聞 に

代表 されるような、新 聞社 としての 「次代の情報サー ビスの在 り方」の模索 にまでつ な

が るもの と言え、総合 的な見地か ら、慎重かっ大胆に研 究を進めなければな らない。

ポイ ン トは、新聞記事情報 自体の過去(当 システ ムの稼働以前)へ の遡及 とと もに、

人物や企業 などニーズ に応 じた周辺情報 も加え、デ ータベースの 「厚 み」を増す ことが

まず第一である。 これを前提 に、イ ンターネ ッ トなど各種 メディアを通 じて、速報ニ ュ

ース系 と リンクした、新聞社な らで はの 「深み」のある情報提供が、いか に実現できる

か である。その一方 では、各者共通の実務 的な検討テーマと して、識者の寄稿等を中心

に した著作権の扱いを挙 げる必要がある。 この問題をめ ぐって は、 イ ンターネ ッ トを始

め とす る各種の電子 メデ ィアの急伸長 とと もに、状況 は極 めて シビアになってきてお り、

これ までの対応の見直 しが迫 られてい る。

従来か らの紙面 のマイ クロフィルムや縮刷版 は、長 い歴史があ り、著作物の2次 利用

に関 して 「黙示 的な許諾」がある、 とす るのが通説 である。が、デ ジタル化が前提 とな

るデータベースでは事情が異な り、それぞれ交渉 して許諾を得なければな らない。その

際、原著作権者→ 外国通信社→国内通信者…など経路が複雑 なケース も多 く、実際問題 、

容易 には進 まない。今回 も、許諾がない場合のロ ックとい う 「次善の策 」に精力を注が

ざるを得 なか ったのが実情だ。個別の対応では限界 もある。音 楽系の場 合の ように、活

字系の ソースに関 して も、何 らかの包括的 「処理機構」の実現が研究 され るべ き時期 で

はないか。

マル チメデ ィア社会 におけ る、ネ ッ トワーク上 の著作権 ルールについて は最近、世界
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知的所有権機関(WIPO)が2っ の新条約 を採択。 これを受 けて、平成7年 に論点整

理を行 って以降は中断 していた著作権審議会 も、関係小委で実質的な検討を再開 した。

権利保護の観点は当然の ことであ り、最大 限に尊重 されるべ きであ る。 同時 に、資産の

秩序ある流通 による文化向上の側面 にも着 目 し、現実的な解決の方向が示 され ることを

期待 したい。
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5.患 者投薬時 に交付す る服薬等

指導文書 のデータベース構築

株 式会 社 ワイ ・エ ス企画
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5.患 者投薬時に交付す る服薬等指導文書のデータベースの構築

5.1服 薬等指導文書の データベース

5.1.1目 的

現在 、国内にて流通 してい る医薬品 は、局方品 ・一般名薬剤等、基本的医薬成分

で は、約3,500種 類 といわれているが、 これ らの成分 によ って、製造 ・販売 されて

る商品 とな ると、医療用医薬品で、約20,000、 一般用 医薬 品(OTC薬 剤)で も約

20,000に 近 い数 となって いる。

近年、医療 におけるの安全性が叫ばれ、特 に医薬 品につ いては厚生省 は元よ り、

関係団体、 関係 メーカーあ るいは関連販社等 において もその重要性を認識 し、資料

・デー タが 、提供 ・販売 されている。

しか しなが ら、現場サイ トにおいて使用す る場合 、次 のよ うな問題点がある。

(1)日 本 医薬 品集 あるいは医薬品添付文書をただ、要約 しただけの ものや、抗癌剤

の様に、患者 さんに対 し明示の難 しい ものをカ ッ トして あ るものがあ る。

② 忙 しい調剤 の現場 においてわざわざ他の手段にて該 当す る薬剤の情報 を検索す

ることは、時間的に難 しい。

(3)情 報 の内容 によって患者 さんの恐怖心を煽 り、服用 を避 けた り薬剤を選別 して

服用す るなど、逆効果 にな る場合が考え られ る。

(4)メ ンテナ ンス情報の提供時期(周 期)が 不明確 であ った り、年 に1～2度 だけ

であ る場合が ある。

そ こで、各 医薬品メーカーよ り提供 される添付文書集 を基 に、上記諸問題 を考慮

の上、 「簡単 に ・患者 さん に優 しく・最新情報を短期 サイ クルで提供」を 目的 に、

調 査、研究 し、構築する ものであ る。

5.1.2交 付文書 データベースの構築

(1)は じあに

このデータは、保険(調 剤)薬 局あ るいは、医療機 関の薬局 において、投与す

る薬剤の、 医薬品名 ・一般名 ・剤型 ・色 ・識別記号 は もとよ り、何の薬(効 能 ・

効果)、 副作用、服薬上の指導 ・注意事項を、プ リン トア ウ トして、患者 さん に

直接渡す もの であ り、最新の注意 をせねばな らず又 、時間の削減を図 るため、窓

口設置の 医療事務用 コンピュータを活用す るもの と して、データを構築す る。
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② データ収集及 び作成上の問題点、並びに開発上の考慮

データ開発 に当た り、収集 ・開発の問題点 ・考慮すべ き事項 は次の通 りであ る。

(医薬品添付文書においての問題及び考慮事項)

① 医薬品87分 類 は、薬効別ばか りで な く科別、 目的別 など も混在 している。

そのため、87分 類 コー ドを分析 し、目的に応 じて使 い分けをす る。さ らに1

桁余分の領域 を持 ち、配合剤での分類 に使用す る。

② 注射薬 ・造影剤 ・検査 薬等の情報につ いて

業務支援 においてデー タを必要 とす る薬剤は、内用薬 ・外用薬 ・一部の注

射薬であ り、必要 と判断す る薬剤のみ情報収集を行 う。

③ 他社 において、同一一般名、同一薬剤であ った場合、同一 コメ ン トにて表

示す る ものが散見 され る。

しか し、同一一般名、同一薬剤であ って も、剤型 ・組成成分含有量の違 い

により、適応病 名ばか りでな く、指導の内容が異 なる ものが ある。弊社では、

同一一般 名、同一薬剤で あって も、その薬剤の適応病名(効 能 ・効果)・ そ

の他の情報等 をチ ェックし、 明 らかに違 うと判断 した場合、別の薬剤 として

認識 し、データを作成す る。

④ 配合剤 にっいては、主た る薬剤 により分類 されて いるため、問題が生 じる。

上記のよ うに87分 類 コー ドを5桁 使用によ り対応す るが、一部対応 しきれな

い ものについて は、薬物群辞書 にて対応す る。

⑤ 新規医薬品 ・添付文書変更情報早期収集 について

各製薬 ・販売メーカーの添付文書集並びに、添付文書の変更情報等の入手

時期を迅速化す る。

しか し、入手の困難な ものについては、他社の同系薬剤情報によ り対応す

るが、入手 しだい直ち にメ ンテナ ンスを行 う。

5.1.3業 務支援用データの作成 と仕組み

(1)デ ータ収集 の基本 は、医薬品添付文書で ある。

① 各医薬品製造 ・販売メー カーよ り発行の医薬品添付文書集等 を基に、必要項

目 ・該 当コメ ン トの原案を収集す る。

② 収集 した ものを、一般名別 に整理 し、同一一般 名であ って も違いの有す るも

のを分類す る。
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② データ整理の基本は、 医薬品一般名である。

① 医薬品の一般名 とは

弊社での一般名 とは、一般名 ・統一名 ・局方名 ・一部 の配合剤で、商品名に

て呼称 したほうが有用 と思われ るもの等を総称 してい る。

現在 、局 方品 ・一 般名等、基本 的医薬成分 と して約3,500種 ほどあ るが、

同一名称の一般名で も、剤型 ・含有量 ・メーカー等の違 いによ り、効能 ・効果

(適応病名)、 使用上の注意事項等 に違いが あ るため、枝番2桁 によ り、別一

般 名 としてい る。

② 一般名の表記にっいて

一般名表記 には基準的な もの と しては、

INN=国 際名(英 名)

JAN=日 本名(英 文表示 とカナ名表示)

JP二 日本薬局方 とされて いるが、

例

商標名(商 品)ボ ルタ レン錠

一 般 名 ジクロフェナ クナ トリウム(日 本カナ名表示)

diclofenacsodiun(日 本英文表示)

diclofenac(国 際名)

実際 には、国際名に も米国、欧州で違 いが あ り又 、 日本 国内において も書籍

によ って同一薬剤であ って も一般名が違 うものが存在す る。 これは、製薬 メー

カー表記 の もの と、厚生省薬務課表記の違 いによる場合等の問題であり、弊社

においては、JANカ ナ名表示を基準とし、異 なる一般名が存在 した場合には、

厚生省薬務課 にて使用す る表記を用いる。

③ 一般名 コー ド

公的な一般名コー ドは存在 しない。そのため、弊 社では独 自に階層化 コー ド

を作成 し、一般名 コー ドとしてい る。

5.1.487分 類 コー ドとは

87分 類 とは、通産省が商品管理 のため、設定 した もので あ り、 日本標準商品分類

(1990年 改訂)中 、医薬 品の項 「87」を略 して通常3～4桁 の十進分類で用 いる。
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例

1

11

114

1141

1142

1143

1144

1145

1146

1147

1148

1149

132

1324

神経系及び感覚器官用医薬品

中枢神経系用剤

解熱鎮痛消炎剤

アニ リン系製剤

ベ ンジダ ミン製剤

サ リチル酸系製剤

ピラゾロン系製剤

インドメタシン製剤

ピラビタール系類複合体製剤

フェニル酢酸系製剤

塩基性消炎鎮痛剤

その他の解熱鎮痛消炎剤

耳鼻科用剤

耳鼻科用血管収縮剤

等のよ うに、成分分類 によるもの、治療 目的によるもの等、一貫 してお

らず又、その他 ・配合関係の細分化 も必要 とな る。

弊社にお いては使用 目的によって、87分 類を使い分 け し、さ らに1桁 追加 して、配

合 ・その他 の項を細分化 している。

例

23

233

2331

2332

2333

2334

2335

2336

23390

23394

消化器官用薬

健胃i肖イヒ斉lj

消化酵素製剤

酵母製剤

苦味製剤

芳香製剤

酸類製剤

塩化カルニチン製剤

その他

炭酸水素ナ トリウム ・苦味質剤(酵 素配合を含む)
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23395

23396

23397

23398

22299

消化酵素複合剤

消化酵素 ・デ ヒ ドロコール酸剤(シ リコ ン配合 を含む)

消化酵素 ・制酸 ・生薬 ・被覆剤

消化酵素生菌剤

その他 の配合剤

5.1.5コ メ ン トの整理 ・記号化

業務支援用の コメ ン トは、制約 された範囲の中で表示す るため、細部に渡 る記載

は不可能である。

しか しなが ら、見 るの は患者 さんであ るため、 コメ ン トを意味の通 じる、 ぎりぎ

りまで簡略化 してい る。

以下のデータは、直接患者 さん に渡すので あ り一、添付 文書を忠実 に作成す ると、

患者 さんに刺激的であ ったり、恐怖心を与え、服用を中止 した り、薬剤を選別 して

服用 などの問題を起 こ しかねず、そのため、弊社 にお いて は、ベテラ ンの薬剤師、

一般の方 々にチ ェックさせてい る。

尚、医師、薬剤師 に必要な、添付文書 に忠実 なコメ ン トは、別データにて提供可

能である。

5.1.6コ メ ン トの実際

(1)何 の薬?(効 能 ・効果)

例

QOO51

QO216

Q1292

Q1711

② 副作 用

例

ROO24

ROO25

RO129

ア レルギー性鼻炎の治療薬です。

ビタ ミンB12製 剤で、妊産婦 の貧血 、その他の貧血、抹消神経

障害などの治療薬です。

狭心症 ・心筋梗塞の治療薬ですが、血栓 の予 防 ・尿蛋 白量を減

らすのに も使います。

抗生物質 の外用薬で、細菌によ る感 染症 の治療薬です。

局所 に刺激感等がお こる ことが あ ります。

湿疹、発疹、かゆみ、刺激感等がお こることがあ ります。

腹部の不快感、腹痛、発疹等がお こる ことがあ ります。
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R5023心 悸先進(心 臓が どきどきす る)、 発汗過多、頻脈、長期服用

'
で血圧の上昇

(3)指 導 コメ ン ト

例

JO110

JO207

JO301

JO310

J1304

J1517

J1624

J1913

開封後 は湿気を避 けて保存 し、1週 間以 内に使 って下 さい。

苦味が あるため コーテ ィングされてい るので、かまず に飲 んで

下 さい。

強い直射 日光 に長 く当た らないように注意 して下 さい。

危険な作業 や車の運転を避 けて下 さい。

消化器の病気治療中の方 は、 この薬を服用前に医師に連絡 して

下 さい。

チーズ、 レバー、バナナ、 そ ら豆などを大量 にと らないで下 さ

い。

尿路感染症 の人 は、下腹部 をひや さないよ う注意 して下さい。

鉄剤 と一緒 に飲 まないで下 さい。

※指導 コメ ン トに限 り、複数の表示 とな ります。現在最高5項 目です。

(4)薬 剤記号

薬剤記号 は、本体 ・包装 ・耳の記載であ るが、最近耳の部分 には、 フルネーム

が一般的であ り、折 って渡 す例が多い。

弊社のデータは、本体 とフルネームを除 く、包 装に記載 されているものを二つ

に分 けて、提供す る。

⑤ 剤型

① 内用薬、内滴剤、注射薬 、外用薬、滴剤によ るもの と

② 錠 、カプセル、注射薬、散剤、貼付剤 のよ うな、詳細で も可能であ る。

例①

1=内 用薬4=注 射薬6=外 用薬

例②

内用薬

TO4,角 片TO5,ド ライシPvプTO7,腸 溶銑TO8,粒

TO9,チ ュアブル錠T10,散 剤T11,錠 剤T12,丸 剤
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T13,カ アセル

T17,練 薬

T22,湯 剤

T31,液 剤

T35,ゼ リー

T39,

外 用 薬

T50,散 剤

T53,

T14,細 粒T15,頬 紅T16,エ キス

T18,糖 衣 錠T19,フ ィルム錠T21,浸 煎 剤

T32,シ ロッア

T36,油 剤

T40,

T51,カ プセル ・錠 剤

軟 ・硬 膏 ・スチヲク・ペースト・練 薬

(6)色

各 製 薬 ・販 売 メ ーカ ーの 資料 に よ る。

(7)会 社 マ ー ク

各 製 薬 ・販 売 メ ー カー の資 料 に よ る。

T33,ド 田 プT34,舐 剤

T37,エ リキシルT38,洗 剤

T41,内 服 用 滴 剤

T52,ト ローチ

T54,貼 付 剤 ・パvプ 剤

5.2服 薬指導文書のデ 一夕ベ・一一ス と医療事務用 コンピュータとの問題点

5.2.1目 的

前項で作成 された 「服薬指導文書のデータベース」 は、医療(薬 局)事 務用 コン

ピュータとの融合 により、その効果が発揮 される。

この項においては、各医療(薬 局)事 務用 コンピュータと融合す る場合 に、起 こ

り得 る問題点にっいて検証す る。

5.2.2医 療(薬 局)事 務用 コンピュータ とは

医療(薬 局)事 務用 コ ンピュータとは、医療機関あ るいは、保険(調 剤)薬 局 に

おいて、医療費、薬剤等の窓 口精算並びに レセプ ト作成を行 うため に設置 された も

のであ り、大別す ると、

(1)医 療事務用 システム ・病院、診療所に設置

② 歯科事務用 システム ・歯科 に設置

(3)調 剤事務用 システム ・保険(調 剤)薬 局 に設 置

と、な り、全国の普及率は高 い。

服薬指導文書のデータベースは、(3)の調剤薬局向が主 となるが、必要 により、医

療事務用 システムに も可能で ある。
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5.2.3医 薬品 コー ドの問題点

同 じ目的の システムであ って も、開発メーカーにより、構築構造 に多大な差違が

あ り、通常のデータには、その互換性 はない。 しか し、 このデータベ ースにおける

薬剤の コー ドについて は、今後互換性が可能 となる。

現在存在す る医薬品 コー ドは、

(1)薬 価基準 コー ドである、厚生省薬務課 コー ド

② レセプ ト電算処理 システムに用い られる、厚生省保険課 コー ド

(3)シ ステム開発会社の独 自コー ド

であるが、現在厚生省において、推進 されているレセプ ト電算処理 システムに対応

するたあには、(2)の厚生省保 険課 コー ドに統一 され るものであ り、 このデータベー

スにおいて もこの コー ドを採用 している。

5.2.4保 険薬局向 システムで ある 「ぶん ぎょうめいと」 との融合

医薬 品 コー ドに、厚生省保 険課 コー ドを採用 して おり、問題 はない。

5.2.5そ の他 の医療(薬 局)事 務用 コンピュー タとの融合

厚生省保険課 コー ドを採用 す るメーカー は、現在数社のみで あるが、厚生省、支

払い基金等の指導 によ り、数 年中には移行す る見込みであ り、その時 には、 このデ

ータベ ースが有用 となる。

5.3お わ りに

平成7年9月 より、各製薬メーカーが添付文書の 自主改訂 にはい ってお り、半期で約

1,500品 目づっ3年 間の予定であ るが、 さらに、平成9年4月 か らは、相互作用の記載

変更が重 なる予定であ る。

患者 さんを薬害か ら守 るデータベ ースと して、医師、薬剤師の方 々に活用いただ きた

い。
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6.自 治体 議事録 のSGMLデ ー タベ ー ス化 と

情報 検 索 ブ ラ ウザ機能 開発

株式会社会議録研究所





6.自 治体議事録のSGMLデ ータベース化 と情報検索 ブラウザ機能開発

6.1概 要

6.1.1目 的

ペーパ ー レス化 とインターネ ッ トの活用を きっか けとして、全世界的 に情報 ネ ッ

トワー クによって業務を進めるヴァーチャル組織化が進展 して きた。 そんな中で 「

CALS(ContinuousAcquisitionandLife-cycleSupport/CommerceAtLight

Speed)」 が提唱 され、様 々な分野においてCALS導 入の検討が進め られて いる。

その 中のキー ワー ドが文書情報管理体系であるrSGML(StandardGeneralized

Mark-upLanguage)」 であ る。 これまで文書デ ータのデータ交換基準に はその文書

データの中身 ・構造を体系化 してデータ管理す る手法 はな く、データベ ース的発想

の文書 データ交換基準は存在 していなか った。 そこで生 まれて きた ものが このrS

GML」 で あり、文書データ構造定義 まで含 まれたSGMLに より、異機種 間デー

タ交 換や文書データのデータベース化 ・マルチメディア展 開が容易 となった。

SGMLはCALSの 進展 とともにその実用化が進み、航空機 ・軍事分野の作 業

マニ ュアルや学術論文な ど大量文書の管理運用 にその利点が あ り、米 国 ・欧州を中

心 に多分野 にわた ってその導入 は進展 おり、国内において もこのために、民間分野

で は通産 省が推進す るCALS実 証実験が26業 種プ ロジェク トでCALS技 術組合

の活動等 によって、CALSの 業界標準づ くりが進展 し、各分野 においてSGML

活用のための業界標準DTD(DocumentTypeDefinition:文 書型定義)の 設計 も急

がれて いる。

これ に対 して中央省庁や地方 自治体 など行政機関 において は、平成6年12月 に閣

議決定 され た 「行政情報化推進基本計画」に基づ き、行政改革 ・情報公開 に対応す

べ く、平成9年 度 内検討完了を 目標 に 「行政情報化」が進め られている。 しか し現

状 は文書管理 においてSGMLを 導入す るとい う方 向性 は示 されなが らも、各行政

文書情報分野毎のDTD検 討 などは具体化 してお らず、 そのDTD等 の提唱が待 た

れてい る状 況にあ る。

そ こで弊社ではこれまで各 自治体 ・団体等の議会議事録の速記 ・データお こ し等

の編集か ら、議事録印刷や議事録検索 システムの提供を通 じて、議会議事録の分野

にお いて は蓄積 された ノウハ ウが あり、行政機関のSGML化 の流れに対 して、議
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会議事録文書デー タのSGML化 にっ いて、今回その研究開発を行い、議会議事録

分野の標準DTDや その文書管理運用に関 して提唱す ることを 目的 と考 える。

6.1.2実 施 内容

今回の事業では前述の 目的 を達成す るために次の よ うな点 にっいての検討調査 を

行 った。

① 自治体にお ける議会議事録の現状

② 自治体 における情報化 ・ネ ッ トワーク化の現状(ア ンケー ト調査)

③ 自治体 におけ る文書情報化の方向性

④SGMLと は何 か?

⑤ 文書情報化 とSGMLの 関連性

⑥ 会議録検索 システ ム 「VOICES」 と文書データSGML化 の検証

⑦ 自治体議事録SGMLデ ータ化のための文書構造(DTD)設 計

6.2検 討(実 施)結 果

前述7点 の検討調査 内容 に関 して、次のよ うな検討結果 ・結論 に至 った。

6.2.1自 治体における議会議事録 の現状

今回の調査の結果、現状の議会議事録 とは記録 を議会事務局において保管す る目

的で捉え られてい る自治体が2/3を 占めて いることがわか った。 しか し、 自治体

の情報公開ニーズの高 ま りの中で、議会議事録の 目的 も記録に残す ものか ら、一般

に公表す るものへ と変化す ることが求 あ られている と考え られ る。 その一環 として

一部の議会ではイ ンターネ ッ ト上に独 立 したホームページを開設 しているケースも

あ り、マルチメデ ィア時代の中で、多様な形態での議会議事録 の公表が進んで い く

ことと考え られ る。

また議事録の コンテ ンツ制作 に関す る外部委託が65%弱 の比率で進展 して いると

い う結果か ら、今 こそ議会議 事録 についてその標準 とな るその文書管理体系を示 し

ておかな くては、各 々の議会毎 に異 な った形態 ・体系での議事録制作が進んで しま

い、情報 ネ ッ トワーク化の中での議会議事録 のあり方が不明確 とな って しま う恐れ

が ある。他の行政文書が統一 した形態での文書管理が進展 してい く中で、議 会議事

録のみこれ とは逆行 した進展をす ることは、行政情報化の 目的 に反す ることであ り、

議会議事録の標 準仕様を誰 かが提唱 しな くて はな らない状況にある。 そのために も
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SGML文 書管理体系で議事録の文書情報化を進め るべ きなのであ る。

6.2.2自 治体における情報化 ・ネ ッ トワーク化の現状

今回の事業では本件に関す る現状を具体的に把握す るためにア ンケー ト調査を各

自治体の議会事務局及び企画 ・情報部門を対象に実施 し、次のような結果 となった。

(1)議 会事務局の現状

まず イ ンターネ ッ ト活用状況 は75%弱 の 自治体 において インターネ ッ ト接続 に

つ いて実施 もしくは検討中 とい う回答が得 られ たが、ホームペー ジ開設 にっいて

は約2/3が 考えていないとい う消極的な回答で あった。 これは新たな原稿作成

やデータ作成等の多 くの作業工数が発生 しそれ らを予算化 して実施す る事が難 し

い と考え られていると推測 され る。 そ して文書管理体系の標準化につ いて も、文

書様式 は各セ クション ・担 当者に任せてあるとい う回答が85%強 であ り、全庁的

な文書管理基準 はほ とん どの自治体 において定め られていないと考 え られる。 こ

れによ り部 門間の文書交換などが非効率的状況であ ると推測 され る。また86%強

の 自治体 でSGMLが まった く知 られていない状況であ り、SGML導 入による

文書管理の効率化、議会議事録 データの様々な情報 メデ ィアへの展開などそのメ

リッ トが 自治体 の議会事務局の現場 において理解 されていない現状で は、 このア

ンケー ト結果 もいた しかたない ことであると考 え られ る。

② 企画 ・情報 システム部門の現状

自治体の企画部門 ・情報 システム部門にお ける情報化進展の状況を知 るため庁

内LANお よびイ ン トラネ ッ トの構築状況 につ いて調査を行 った。

庁内LANに っいては、情報 イ ンフラ整備 の進展か ら約1/3の 自治体 におい

て整備済みなのだが、イ ン トラネ ッ ト整備につ いては明確 に整備済みとの回答 は

得 ることがで きず、現在検討中 も17%弱 とい う状 況であ った。本来LAN整 備 と

イ ン トラネ ッ トによる業務運用 システム化 は同様に進行すべ きだが、情報イ ンフ

ラ整備 のみ先行 し運用体制が未整備状況にあると推測され る。また全庁的な文書

管理体系が整備 されて いる自治体が4%弱 とい う結果か ら、イ ン トラネ ッ ト整備

のための必要要件が未整備であることが うかが え、 この点 も一因であると推測 さ

れ る。

イ ン トラネ ッ ト整備 のポイ ン トは2点 あ り、1つ は この文書管理体系整備であ

る。文書 フ ォーマ ッ トを標準化 し、庁内での文書交換が容易 とな り、他で作成 さ
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れた文書が自 らの文書 と同様 に活用す ることがで きるという点 である。 また もう

1点 は業務進行の規則 ・基準策定であ る。 ある業務 はどの よ うな担 当者を通 じて

最終決裁に至るのか、誰が責任 者で誰の内容確認を得 る必要があ るのか という規

則整備であ る。 自治体 とはこの後者 にっいては規則基準が民間企業以上にきちん

と整備 されているが、前者 については電子 データ化は進んで はいるものの文書作

成基準の不明確 さか ら未整備 と推測 され る。 そこで この文書作成基準の策定か ら

SGML文 書データ化の有効性 は高いと考え られ る。

6.2.3自 治体にお ける文書情報化 の方向性

行政機関におけ る情報化の指針 は、平成6年12月25日 閣議決定 の 「行政情報化推

進基本計画」 によって示 され、中央省庁 および全 国の地方 自治体に対 してその早期

実現が求め られた。 この基本計画 は 「行政 の情報化 とは、行政の事務 ・事業および

組織 に通ずる システムを改革す るための重要 な手段 として位置づ ける。」 と定義 さ

れ、国民 に対す る行政サー ビスの高度化 と行政事務の高度化 ・効率化を情報 ・通信

システム基盤 整備 によって実現す るとい う内容 の ものであ る。 これ までの行政改革

とは行政機関内部 の効率化優先であ ったが、イ ンターネ ッ ト情報公開や申請業務の

電子化 ・オ ンライ ン化な ど情報化イ ンフラの発展整備 に伴 って、我 々国民 とのや り

とりまで も考慮 に加えなければ総合的な情報化に至 らないことか らこの計画 には 「

行政機関+国 民」による情報化確立が求め られてい る。

そ して平成8年6月18日 には 「白書等データベースの統一的 な仕様」が了承 され、

「白書 ・年次報告書 ・調査研究報告書お よび これ に類す る文書」を対象に、文書 デ

ータのSGML化 とその標準DTDが 示 された。 またこれによ り他分野の行政情報

に関 して もSGML化 は進 む ことか ら、今回の事業 テーマであ る 「議会議事録」に

関 して も、文書構造が定型化 して いることか ら、SGML文 書化の対象 となる。

また 「高度情 報通信社会推進本部 制度見直 し作業部会報告書(平 成8年6月)

」によると、書類の電子デー タによる保存および申告 ・申請手続の電子化 ・ペーパ

ー レス化につ いて平成9年 度中の検討完了が 目標 とされてい る
。っ ま り平成10年 度

以降、具体的 な電子文書 による行政事務の推進が始 まることか ら、今回議会議事録

のSGML化 に関す る提 唱はその有効性が高い と考 え られ る。

6.2.4SGMLと は何か?

SGML文 書 とはrSGML宣 言」 「DTD」 「文書イ ンスタ ンス」の3っ の要
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素か ら構成 され る文書構造を定義 した汎用的文書 データで あ り、文書データベース

化 に有効 な ものであ る。

(1)SGML宣 言

SGML宣 言 とは、そのSGML文 書が書かれてい る内容 の基準 について示 し

た ものであ り、次の6項 目で構成 されてい る。

①CHARSET:使 用す る文字の指定

②CAPACITY:文 書の容量指定

③SCOPE:SYNTAX(具 象構文)の 適用 され範囲

④SYNTAX:文 書中の構文(SGML文 書内 において意味 のあるキーワー

ドや記号)の 指定

⑤FEATURES:SGML機 構の使用指定

⑥APPINFO:ア プ リケーシ ョン固有情報

SGML宣 言 サ ンプ ル(ISOO8879)

<!SGMじ'lSO8879-1986"

CHARSETBASESET

DESCSET

CAPAClTY

SCOPE

SYNTAX

FEARURES

APPINFO

PUBLIC

DOCUMENT

PUBLIC

MlNIMIZE

LINK

OTHER

NONE

"1SO646 -1983//CHARSETlnternational

ReferenceVersion(lRV)//ESC2/54/0"

09UNUSED

929

112UNUSED

13113

1418UNUSED

329532

1271UNUSED
'vlSO8879 -1986//CAPAClTYReference//EN"

"ISO8879 -1986//SYNTAXReference//EN"

DATATAGNOOMlTTAGYES

RANKNOSHORTTAGYES

SlMPLENOlMPLlClTNOEXPLlClTNO

CONCURNOSUBDOCNOFORMARLNO

〉

図6-1SGML宣 言 サ ンプ ル

(2)DTD(DocumentTypeDefinition/文 書 型 定 義

文 書 イ ンス タ ンスの 中 で構 成 され る文書 タ グを定 義 し、 その 文 書 構 造 を示 す の

がDTDで あ る。 その た め異 な る分 野 ・文 書 内容 に よ って 各 々DTDが 定 義 され

一49一



てい る。SGMLの 目的が文書互換 にあ ることか ら、 目的 とす る文書分野や業界

において標準DTDが 定 義されている場合 はそれを採用 し、DTDが 存在 しない

分野で は自ら文書構造を分析 して、DTD設 計を行わな くてはな らない。

(3)文 書 イ ンスタ ンス

DTDに よ って定義された文書型に従 って作成 された タグ付 き文書が文書イ ン

スタンス(実 現値)で ある。

(4)SGML文 書データベースの有効性

これ までの文書情報の管理 とは 「紙 」による管理が主流であ ったが その課題点

は、量の多 さと検索性であ った。例えばマニュアル情報 もSGML文 書形式でC

D-ROM化 すれば、その スペース性 ・検索性 ともに優れてお り、軽量で必要な

ときに必要な情報のみを検索す るとい う面で有効性 は高 い。そ してSGMLフ ァ

イルであれば、必要 な部分 を組版アプ リケーシ ョンによって組版 ・印刷処理 し、

紙 のマニ ュアル として 出力す る というオ ンデマ ン ド対応 も可能 となる。 もちろん

SGML文 書は特定のアプ リケー ションに規定 されない文書構造 のみが示 された

プ レー ンテキス トであ ることか ら様 々な アプ リケーシ ョン上 において その文書 デ

ータを取 り扱 うことがで きるメ リッ トもある。

また注 目すべ きはメルチメデ ィアへ の情報表現である。イ ンターネ ッ ト・WW

W(WorldWideWeb)で 注 目を集 あるハイパーテキス ト体系であ るrHTML」 は

SGMLを 汎用的定義 に置 き換えた派生定義であ り、SGMLtoHTMLは 容

易 に変換可能であ る。 この点か らWWWの コ ンテ ンツ制作 に関 して も、基 とな る

文書デ ータをSGMLに おいて構築 しておけば、ハイパ ーテキス トによるマルチ

メデ ィア展開 も容易である。

6.2.5文 書情報化 とSGMLの 関連性

国 内における文書情報化 は暗中模索の状況 だが情報化先進国アメ リカに眼を向け

てみる と、情報化 により成功 した事例を見 ることがで きる。例えばカ リフ ォルニア

・マー シ ド郡の 「福祉業務情報化」が その1っ の事例で ある。

同郡では福祉業務にお いて次の ような問題点(資 格審査の複雑化/膨 大なペーパ

ーワーク 〔業務送量の8割 を 占め る〕/職 員の志気の低下、スキル レベ ルの低下)

これ らによ り住 民へのサー ビス低下が発生 していたのである。 この点の解 決のため、

同郡では最新の情 報管理技術 を全面的 ・統合的 に採用 し、行政内部業務の抜本的な
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効率化 と高度化を実現 した。 この情報管理技術の特徴 は自らの内部 的な業務効率化

のみに こだわ らず、対住民サー ビスの向上を主眼に、AI(人 工知能)を 積極的 に

活用 し、事務の スキル ・判断要素 までを システム化 し、ペ ーパーワー クの改善によ

って、職員が本来発揮すべ き知的生産性向上 に寄与 した もの と評価 され る。

日本で は一部分 のシステム化によって効率化に至 った とい うケースは多 く見 られ

るが、 それ は本当の意味の効率化で はな く、住民 もしくは他部門へ必ず その しわ寄

せが 至 って いると考え られ る。 しか しこのマーシ ド郡のケースは業務全体を分析 し、

すべ ての業務を システム化 して しまった点にポイ ン トはあ る。 これによ り審査に必

要な質問項 目の特定、該 当規則の照会 、資格 の有無の決定、給付額の計算、必要書

類の作成な どが、 システムとの対話形式でオペ レーシ ョンがで き、福祉業務が申請

者 と職員強力の もと自動的 に行われ るに至 ったのであ る。 これによ り申請者 は、職

員か らの質問が終 了す ると給付額が 自動算定 され大幅な時間短縮 に至 った。行政内

部にお いて も、必要知識が組織全体で共有化で きること、新入職員の研修期間大幅

短縮、給付額計算精度向上、人件費削減、そ して何 よりこれまでのペーパ ーワーク

主体業務か ら住民サー ビス主体業務へ と業務 内容が転換 し、 サー ビス向上 にっなが

ったのであ った。

もちろん これ らを支え る文書管理体系 もSGMLで あった し、SGMLに よる文

書共有化 と抜本的 な行政事務の情報化改革 とは行政サー ビスの向上 にっなが り、公

務員が よりク リエイテ ィブなプラ ンナー的要素の業務までその活動の幅を広げるこ

とが可能 とな ると考え られる。 このようなことか ら考えると、今回のテーマは議会

議事録の データベース化に絞 ったSGML検 証であったが、今後は議会運営業務全

体の情報 システム化 について検討を行 うべ きであると考 え る。(議 員経歴管理 ・議

会 日程管理 ・議員報酬計算などの議会事務局の業務全般にわたる検証)

6.2.6会 議録検索 システムrVOICES」 と文書データSGML化 の検証

会議録 検索 システムはおおむね以下 の要件を満たす必要がある。

(1)会 議 ・発言の管理

検索結果がいついかなる会議で誰が発言 した ものであるか、を知 る必要がある。

す なわ ち、あ る発言 に着 目した ときに、その発言が、

いつ(開 催年月 日)の もので、

何の会議(定 例会、臨時会、各個別委員会、協議会、 …)の 発言で、
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誰の(発 言者)発 言 なのか、

が何 らかの形 で分か らなければな らない。

(2)全 文検索機能

会議録 は会話を記録 した ものであるため、その内容は基本的に曖昧で ある。 し

たが って数値や定型的なデータでの検索 とは異 な り、検索者は述べ られて いるで

あろうテーマを想定す ることで検索のキー とな る言葉を特定 し、その言葉の存在

する位置を対象 となる会議録 の中か ら探 し出す方法、す なわ ち全文検索 の手法を

用いなければな らない。

そ こで弊社で は会議録検索を研究 しシステム化 に取 り組んで きた。そ して会議

録検索 の汎用パ ッケー ジrVOICES」 を発売 し納入実績 を積んで きている。

そこで会議録検索 システムrVOICES」 をSGMLデ ータベースとす るため

の検証 としてrVOICES/Win」 の構造 を検証す る。

「VOICES」 は次のよ うな3種 のモ ジュールか ら構成 される。

(1)ア プ リケーシ ョンモ ジュール(ユ ーザイ ンター フェース、印刷、モ ジュール

制御 などの機能)

(2)全 文検索エ ンジ ンモ ジュール(文 字成分分析表を用いた検索エ ンジ ンで学習

ファイルを参照す る。また検索の際 には与え られ たキ ーワー ドか ら同義語 ・類

義語を派生、それ らの派生語 も検索 キー とす るシソーラス展 開機能 を持つ。)

(3)文 書(発 言)管 理モ ジュール(発 言者 ジャ ンプ、 日程 ジャンプ、文書 間の ジ

ャンプ、個人の全発言の抽出や議長次第書の作成な ど、会議録検索 システムと

してのrVOICES/Win」 の豊富な機能 は、 この文書管理によるところ

が大 きい。)

また 日本 システムの発言内容 デー タ入力 に際 しては、次のよ うな簡易タグを設

定 し、入力を行 って いる。

△会議録本文中に記載 されてい る日程 に 「△」文字を付 ける。

○議長 ・副議長、その他 の議事進行者の発言の冒頭 に 「○」文字を付 け る。

◆質問者の発言の冒頭に 「◆」文字を付 ける。

◎答弁者の発言の 冒頭 に 「◎」文字を付 ける。

これ らの簡易タグは、議会議事録 とい う文書 の構造を大 まか に反 映 して いるも

ので はあるが、SGML文 書データ化す るための文書構造 と して は不足 してい る。

一52一



そ こで この簡易タグをベースと して議会議事録DTD設 計を行 うもの とす る。

6.2.7自 治体議事録SGMLデ ータ化のための文書構造(DTD)設 計

全国各地 の議会議事録の分析 を行い、標準 とな るDTD設 計 のため文書構造を示

す と次のよ うになる。

会議録

前段

表紙

題(東 西市会議録)

開会 日(平 成7年2月15日 開会)

閉会 日(平 成7年3月6日 閉会)

目次

本文

題(平 成7年 第1回 定例会)

開会 日時(平 成7年2月15日 水曜 日 午前10自 閉議)

議事 日程

日程一 覧

副題(議 事 日程)

日程次第(日 程第n)

議 案(会 期決定の件)

会議付 託案件

副題(本 日の会議 に付 した案件)

案件、また は案件名

名簿

出席議員

肩書 き(議 長)

議員番号(110番)

議員名(小 池好子君)

欠席議員

肩書 き

議員番号(120番)
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議員名(保 田修君)

欠員(5人)

議 員番号

列席者

肩書 き(市 長)

人名(常 岡稔君)

説明員

肩書 き(総 務部長)

人名(平 原実雄君)

事務局職員出席者

肩書 き(事 務局長)

人名(丸 山直美君)

議事

開会時間(午 前10時21分 開会)

発言者

肩書 き(議 長)

議員番号(110番)

議員名(小 池好子君)

発言内容,

文(こ れ より、本 日を もって招集 され ま した …)

不規則発言(異 議な し、 と呼ぶ声 あ り)

閉会 時間(午 後4時41分 閉会)

議員署名

添付資料

そ こで議会議事録が このよ うな組立で構成 されている事か ら、DTDに つ いて検

討を行 なった結果、文書構造 タグは次のよ うな内容 とな る。
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表6-1DTDタ グ一 覧

No. タ グ 意味

1 kaigirok 文書 タイプ(=自 治体会議録)

2 referto 相互参照

3 other その他(拍 手など)

4 quote 固定情報

5 %persons 個人名

6 role 役職

7 no 各種番号

8 na 発言者名

9 front 書誌情報

10 titlesec 本の表紙

11 title 各種題名

12 date 開会 日と閉会 日の ブロ ック

13 open 開会日

14 close 閉会日

15 tOC 目次

16 conven 定例会日割り表

17 table 日割り表内の表

18 hi 日割 り表の 日付

19 youbi 日割 り表 内の曜 日

20 naiyOU 日割 り表の会議内容

21 sign 署名議員

22 body 本文

23 council 会議録第?号

24 titlesup 会議の基礎 データ

25 kyear 招集年

26 kmonth 招集月

27 knum 招集回数

28 ksyub 会議種別
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29 data その会議 の情報(の ブ ロック)=出 欠議員、議案名 など

30 day 日付

31 begt 会議の開始時刻

32 count 出席者数

33 attend 出席議員

34 absent 欠席議員

35 blank 欠員

36 resseki 列席者

37 expl 説明のための出席者

38 clerk 議会事務局からの出席者

39 sched 議事 日程

40 time 議事 日程の中の開会時刻

41 billsec 議案のセ クシ ョン番号 と議案番号 と議案名 を含む ブロ ック

42 billblk 議案番号と議案名を含むブロック

43 ban 議案番号

44 bi11 議案

45 sup 追加 日程

46 clr 議会事務局か らの報告

47 conf 議事

48 speaker 発言者名

49 confsec 議事の中で 目次に出さなければならない区切 り

50 speech 発言内容

51 P 文章(段 落)

52 signatue 署名

53 omdsec 朗読を省略された文書の部の節

54 omd 朗読を省略された文書の部

55 figgrp 図のグル ープ

56 figcap 図 の キ ャ プ シ ョ ン

57 figgrp 図=フ ァイル 名
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6.3SGML化 による自治体議会運営の今後の可能性

SGMLに な る自治体議事録管理の今後を検討 してい くと、議会のあ り方 にっいての

再検討が必要 に考え られ る。議会にはどうして も住民の間には大 きな壁があ り、住民が

議会や行政活動 にっいて理解 しに くい状況にある。 しか しイ ンターネ ッ トの発展 によ り、

住民個人で も容易 に自らの意見を示す という情報発信が可能な状況 に変遷 して きた。そ

こで最終 的に 目指す 自治体および議会のあ り方 とは、住民 ・議会議員 ・行政機関の職員

が1人1台 のパ ソコンを有 し、イ ンターネ ッ ト等 の情報通信技術によって互 いの意見を

出 し合 うバーチ ャル議会が 目標 となるのではないだろ うか。議会組織 その ものは住民の

代 表者が議論す る場 として残すべ きではあ るが、次のよ うな こともこれにより可能 とな

るのである。

・議論すべ き行政課題につ いて住民が意見を発信す る。 それ らの意見を集約 し、住民の

代弁者 である議会議員が それ らの意見をベース として議会 において議論 を行 う。

・陳情に出向 くこと必要がな く、イ ンターネ ッ トを通 じて電子的な陳情が容易 に行われ

る。

・議員 は必要 に応 じて、 自 ら行政文書情報データベースか ら求 める情報を検索 して、現

在 の自治体運営の状況の確認 と議会決定 された案件が その後行政内部で どのよ うに対

応 されて いるのかを検索 して確認を行 う。

・同様に住民 も議会での議論 と行政活動が誤 りの ない方 向で進行 してい るのかを確認す

ることがで きる。

・議会議 員を選挙 によって選 出す る際 にも、その議員が議会 によって どんな活動を行 っ

て きたのか容 易に検索す ることがで きる。

これ らの ことがSGML文 書データにおいて管理 された自治体文書情報 システムによ

って進行 して い くことを望む ものであ る。
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7.全 国ベ ンチ ャー支援機関のネ ッ トワー ク化による起業化支援デ ータベースのプロ トタイプ

構築

7.1事 業の 目的 と概要

7.1.1事 業の 目的

我が国経済を取 り巻 く環境は、昨今の急激 な円高 とアジア各国の急成長、米国製

造業の 「復活」な どによ り、 ダイナ ミックな国際的競争の時代に突入 してい る。 こ

のような状況の下、我が国の産業は既存産業の成熟化 と新規産業展開の遅れ、製造

業の海外展開の加速 と産業の空洞化の懸念、本格的 な リス トラクチャ リングの進展

に伴 う雇用不安 など、大 きな曲が り角にある。

この ような現在 の閉塞状況 を克服 し、我が国の産 業の更なる発展を実現 してい く

ためには、今後高 い成長が期待 される先端技術分野や地場資源を活用 した産業分 野

などにおいて新規事業の創出を促 し、海外競争力の高 い高付加価値製品を核 に新た

な需要 を創造す る独創的製品の開発および新 たな需要を喚起す るニ ュー ビジネ スの

創 出を図 る必要があ る。

当事業提案 は、わが国にお ける新規事情の成功を促進す ることを 目的 と し、起業

家層の拡大 および起業化を情報面か ら支援す るデータベースの構築を 目指す もので

あ る。

当分野 は、今後 ともニ ーズが相当拡大す る分野 と思われ る。 また当データベース

は現在各地で展開されっっあ る新規事業支援施策の一助 と もなろう。

7.1.2事 業の概要

昨年度 には第1ス テ ップと して、現在各地域 にお いて取 り組まれている起業化支

援施策の動 向調査 とともに、企業家サイ ドのニーズ調査 を実施 して新規事業創 出支

援のためのデータベー ス構築の必要性を認識 し、 また事例検証や情報化の流れな ど

の検討を通 じてイ ンターネ ッ トビジネ スとデ ータベー ス事業を結びつ けた事業形態

についての検討を行 った。

本年度 は第2ス テ ップと して、実証的にプ ロ トタイプを構築、 インターネ ッ トを

通 じて一部で はあ るが サー ビスの提供 を開始 した。同時 に利用感想等を求め、今後

の課題や方 向性 にっいて再検討を加えた。また新 たな課題 として、全国のベ ンチ ャ

ー支援財団などを対象に したネ ットワークの構築提 案を行い、各機 関との情報の共
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有化の促進を図 ると共に、 わが社で事業化を進め るデータベ ースの普及促進を 目指

す こととした。

7.2プ ロ トタイプ システムの構築

7.2.1ソ フ トウェア開発動 向の把握

ネ ッ トワークシステムやデ ータベースシステムの技術進歩はめざま しく、ハー ド、

ソフ ト開発動 向などを含 め常 に市場の動向を把握 してお く必要があ る。 その上で将

来性を考慮 し、汎用性 と拡張性 に富んだ システムの導入 を図 る必要性が ある。

ここ1年 間で急速 に技術開発が進んだ、Windows対 応WWW-DB連 携 ビジュア

ル開発 ツール にっいて把握 した。価格的に も相当低価格化が進 んだ うえ、 ビジュア

ル環境での操作性が格段 に向上 したおかげで、導入 も比較的簡単 にな りつつある。

7.2.2プ ロ トタイプ システムの構築

当プロ トタイプ システムでは、簡易的な システムを構築す ることと したが、将来

の拡張性 、発展性 にっ いて は十分考慮 し、ハー ドウェア ・プラ ッ トホ ームおよびソ

フ トウェア選定にあた った。

システムの構築 は、簡易的 に1台 のPCサ ーバでWWWサ ーバ とデータベースサ

ーバを兼用す る こととし、 このサ ーバ にはクライア ン トとしてデー タベース管理用

のPCを 接続 、計2台 のPCで 構成 され るシステムを構築 した。

また ソフ トウェアにっ いて は、WWWサ ーバ用 のOSと しては今の ところまだU

NIXが 大半を 占めて いるよ うであるが、操作性 や各種設定の簡易 さ、 さ らにハ ー

ドウェア ・プラ ッ トホームの価格面 か らみ ると、WindowsNTを 採 用す る方が当該

事業においてはメ リッ トが多 いと考えた。HTTPサ ーバ にlnternetInformation

Server(IIS)と データベースソフ トにAccess95を 採用 した理 由は、IISに

は 「lnternetDatabaseConnector(IDC)」 とい う機能が標準で組 み込 まれてお

り、ODBCを 通 してデータベースにアクセスす る機能を提供 して くれ るか らであ

る。

当データベ ースの プロ トタイプ構築に採用 したハー ドウェアおよび ソフ トウェア

の構成は、以下 の通 りであ る。
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表7-1シ ステム の構 成

ハ ー ド ウ エ ア ソフ トウ ェア

サ ーバ DECPRIORISLX5150

Memory:81MB

HDD:4.OGB×2台(SCSI2)

OS:WindowsNT3.5.1

HTTP:InternetInformationServer

RDBMS:Access95

そ の 他=MS-VB,MS-Office

クラ イ ア ン ト 富 士 通FMV5DSE51

Memory:16MB

HDD:0.8GB(IDE)

OS:Windows95

Webブ ラウザ:NetscapeNavigator

MS-InternetExplorer

ネ ッ トワー ク Ethernet:10B-T Ethernet:10B-T

UPS: SmartUPS100J

7.3デ ータベ ース システムの構築

7.3.1デ ータベ ースの内容検討

データベ ースの内容を検討す るにあた って は、当該 システムの構築に要求 され る

機能 や特徴 として、以下の ことを前提 に検討をお こな った。

① 当 システム利用の対象者 および利用方法 ・目的な ど

② 当 システムの 目指す機能

7.3.2デ ータベースの作成

今回の プロ トタイプ構築にあた って は、データベ ースソフ トとしてMicrosoft社 の

Access95を 採用 した。データベース作成の手順 は以下の通 りである。

① ディ レク トリの作成

② テーブルの作成

③ リレー シ ョンの確立

④ 選択 クエ リーの作成

⑤ データの投入

7.4Web検 索 シ ステ ムの 構 築

7.4.1NTサ ーバ とIISを 利 用 した システ ムの概 要

これ まで イ ンターネ ッ ト、 イ ン トラネ ッ トの 中 心 とな るWWWサ ーバ やRDBM

は、UNIX上 で構 築 す る ことが一 般 的 で あ っ た。 しか しUNIXで 運 用 を 図 るた

め に は、CGIプ ロ グラ ミ ングが 不可 欠 な こ とか らUNIXの み な らず 、 イ ンタ ー
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ネ ッ ト、RDBMS、 プ ロ グ ラ ミング言 語 な どそれ ぞ れ に 習熟 した 高度 な知 識 が 必

須 とな り、 その よ うな 人材 を 持 たな い 中小 企業 はなか なか導 入 す る こ とが 困 難 で あ

った。 さ らにUNIX導 入 に必 要 な莫大 な費用 の 壁 も大 きか った。 しか し情 報 化 の

進 展 で 、 イ ンタ ー ネ ッ トや イ ン トラ ネ ッ トの 活用 は企 業 の成 長性 に大 きな影 響 を及

ぼす に至 り、 企業 格 差 拡 大 の 原 因 と もな り うる。

そ の よ うな 中 、 マ イ ク ロ ソ フ ト社 か らInternetInformationServer(IIS)が

製 品化 され た こ とに よ り、WindowsNT環 境 での 構築 が よ り容 易 とな った。

IISとOpenDataBaseConnectivity(ODBC)を 使 う こと によ り、 ① デ ー タベ ー ス

に蓄 積 され て い る情 報 を利 用 す るWebペ ー ジを作 成 した り、②Webペ ー ジ上 で

のユ ーザ ーか らの入 力 に応 じて 、 デ ー タベ ー スに対 して情 報 の 挿入 、 更 新、 追 加 な

どを行 うことが で きた り、③ ほか のSQLコ マ ン ドを 実行 す る こ と も可 能 とな った。

7.4.211SとAccess95の 連 携 機 能

今 回、 プロ トタイ プの 構 築 に あた って は、 デー タベ ー スに はAccess95を 使 用 した。

これ はバ ッチ処 理 が 発生 しな い こと、 同 時 ア クセ ス数 を さ ほ ど想 定 して い な いた め

で あ り、か っ相 当安 価 に構築 が可 能 で あ るためで あ る。 ま た、 将 来的 に シス テ ムの

規模 や ユ ーザ ー数 が 増 加 した 場 合、SQLServerへ の 移行 も容 易 で あ る。

7.5WWW-DB連 携 シ ステ ムの 構 築 結 果

7.5.1ホ ー ムペ ー ジの 作 成

当社 の ホー ムペ ー ジを 作成 し、 トップメ ニ ューか ら起 業化 支 援 デ ー タベ ー スの ア

ドレスへ の リン クを構 築 した 。

今 回作 成 した 起 業 化支 援 デ ー タベ ー ス の メニ ュー は以下 の 通 りで あ る。

1.

2.

3.

4.

5.

6.

7.

ベ ンチャー支援機関情報

ベ ンチャー支援施策情報

ベ ンチャー企業情報

プロジェク ト紹介

起業化支援セ ミナー等 開催情報

人材情報

質問&相 談 コーナー
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図7-3ベ ンチ ャー支援施策情報/検 索結果表示ペ ージ

ベンチャー支援施策情報

実施団体:

支据趣旨:斬 規制や研究簡発を目指す県内中小企裏を発掘し支摸する。財団がリスクを分担することで、より起婁化精神を発

鐸し、創造的企裏を育成する.

対象条件:(1)投 資対象=石川県内の創造的中小企菜箸であって、財団の認定を提げたもの.《2)投 資資金の使途:生産、販
説 くは役務の提供に関して、石川県内における新規性を有する技術・ノウハウの研究開発およびその成果の事業化に必婁な

享宴資金.
(1)間接投資:取扱ペンチや一キャピタルが、創造的中小企薬箸の発行する株式並び1こ社債の引受を行い、財団がモ

(2)直接投資;取扱ベンチャーキャピタルの投資を釣ナている創造的中小企裏が、さ臼こ資金が必要な場
合、財団が直領株式及び社債の引受を行うもの.(投 資金額>1企 案あたリ1.000万円以内

tu策ltlfiiCl)ポイント:

筒合わせ先:財 団法人石川県創遺的企案支援財団

話:
精 光=商 コニ組合中央金庫、北囲微行、北陸銀行、福井銀行、石川銀行、富山第一銀行、福邦銀杖、信用金庫、信用組合

図7-4ベ ンチ ャー支援施策情 報/検 索情報表示ペー ジ

7.5.2 システ ムプログラムの概要

IISでAccessの デ ータベ ー ス と連 携 したWebペ ー ジを 作 成す るた め に、HT

MLフ ァイ ルの ほか、IDCフ ァイル とHTXフ ァイ ル を作 成 した。

IDCフ ァイル は、 デ ー タベ ー ス に対 す る クエ リー(問 い合 わ せ)の 内容 を指 定

す るテ キ ス トフ ァイル で あ る。

HTXフ ァイルは、IDCで 出力 された結果をHTML形 式に変換す るためのテ

ンプ レー トとな るテ キ ス トフ ァイル で あ る。IDCか ら出 力 され た各 フ ィー ル ドは、

〈%フィールド名%〉の記 述 と差 し替 え られ 、HTMLを 使 いWebペ ー ジ と して 表示 され

る 。
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7.6一 部運用 による事業化の再検討

7.6.1APIに よるWWW-DB連 携 の問題点

IISのISAPI機 能につ いては、CGIで 作成 された アプ リケーシ ョンよ り

パ フ ォーマ ンスに優れるという利点が示 されている。 また、個 々の要求 によ ってプ

ロセスが別 々に起動す ることがないため、必要なオーバーヘ ッ ドも少 な くな るメ リ

ッ トもあ る。

しか し全体 の処理の流れでは、WWWク ライア ン トか らIDCフ ァイルを要求す

るとき、GETやPOSTな どの メソッ ドを使 って検索条件を渡 し、WWWサ ーバ

側 ではHTTP:DODBC.DLLを 呼 び出 した後IDCフ ァイルの中のSQL処 理をODBC

システムデータソース経 由で行 う。 この結果 はHTXフ ァイルに埋め込まれて、W

WWク ライア ン ト側 に返 される。つ ま りサーバ側では、デー タベース検索処理の ほ

か、結果を表示 させ るためにHTML化 の処理 も行 う必要が ある。 さ らにクライ ア

ン ト側で も、受 け取 ったHTMLを 表示す る処理が必要 となる。

これ らの一連の処理は、通常 のデータベースサーバ とクライア ン トサ ーバによる

検索 システムの構築 に比べ ると、よ り多 くの プログラムを経 由す る事 になるため、

処理能 力が大幅に低下す ることが容易 に理解で きる。

しか し一方で、利用が急拡大 しているイ ンターネ ッ ト上でのサー ビスを提供す る

ことによる利用者数の向上、 クライア ン ト側 にWebブ ラウザ以外 のソフ トを要求

しないことなど、WWW-DB連 携によるイ ンターネ ッ ト上でのデータベ ースの提

供の汎用性 のメ リッ トは多大であ ると考 える。

7.6.2画 像 データベースの処理の問題

今回使 用 したデータベ ースソフ トで あるAccess95で も、フ ォームや レポー トに ピ

クチャやその他のオブ ジェク トを追加す る機能が備わ っている。今回は、 プロジェ

ク ト紹介の データベースにGIF形 式による画像 を取 り入れてみ た。当該 データベ

ースに画像 を取 り入れ るべ きことは、前年度調査な らびに今回構成 した委員会の委

員の先生か らも指摘を受けている。

しか し画像 を取 り入れた ことにより、サーバ側の処理速度が低下 した うえ、通信

速度およびHTML展 開によるクライアン ト側 の待 ち時間 はさらに大幅に低下 した。

その他、以下のよ うな問題点 も課題 として残 された。

① 解像度の問題
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② 転送時間の問題

③ データ量の問題

7.7今 後 に向けて

7.7.1プ ロ トタイプシステム構築の意義

今回のプ ロ トタイプシステムの構築 に当た って は、実際のデータ投入 とその運用

検証 よりは、低廉かっ簡易的な システムで、 どの程度 まで実用化 が図 られ るかを見

極 め ることに重点を置 いた。 これ は、今後の関連機 関とのネ ッ トワー ク化の可能性

についての検討 を深めるためであ る。

今回プロ トタイプシステムの構築 にあた った結果、様 々な課題 は残 った ものの、

分散化による一つのデータベースサーバ と位 置づ ければ、WindowsNT環 境でかっAc

cess95と い う普及型 データベ ース ソフ トを利用 しなが らも、当データベ ースの運用

は可能 と判断 した。 もちろん イ ンターネ ッ トとのゲー トウェイ とな るメイ ン ・サー

バ は、前記の課題 に対処すべ く能力ア ップが必須であろうが、 この結果今後の提案

活動を進め る上 で、以下の点 にっ いて一 応の 目安を持つ ことが 出来た。

① システムの構築費 ・運用費

② 運用担 当者のスキル

③ モデルデータベースの視覚的提示

④ 既存情報の活用 と、今後 の業務効率化へ の寄与度

7.7.2予 想 される効果

当データベースの構築を通 じ、起業家層の底辺 を拡げ、また併 せて創業 間 もない

ベ ンチ ャー企業や中小企業 に新規事業展 開を図 るに必要な"人 の情報"や 資金面及

びその他の支援情報を提供す ることで、わが国 にお ける新規事業創 出の促進を図 る。

地方 自治体をは じめ全国各地 において取 り組 まれている新規事業創 出支援策にお

いて、その施策意義の明確化および施策の方向付 けの提案を行 うことによ り、支援

施策の一環 としてデータベ ースを利用 した支援事業への取 り組 みが促進 され ること

が期待 され る。

当プロ トタイプシステムの構築 によ り、簡易的 なシステム上での実用性が示 され

た ことによ り、今後わが国におけ るデータベース構築の普及や情報市場 の拡大 に少

しで も寄与で きればと期待 してい る。
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7.7.3今 後の課題

① 情報収集形態および事業性の確保

今後の事業展 開にあた っては、全国のベ ンチ ャー支援機関 とのネ ッ トワーク化が

不可欠であ る。そのような情報収集 ・提供形態を確 立す るためには、特 に システム

内部を扱 う必要がないよう、WWWク ライア ン ト側 か らも情報の登録 ・更新が行え

るWebペ ー ジを今後整備 してい く必要 があろ う。

当事業で想定 しているベ ンチ ャー支援機関は、普及啓蒙活動の一環 と して情報発

信の必要性が高 い団体であ り、 このよ うなスキームが成 り立つ素地 は十分に存在す

ると考 えてい る。

② セキ ュ リテ ィの確保

今回構 築 したプロ トタイプ システムで は、データベ ースサーバ とWWWサ ーバ と

を一台のマ シ ン上で構築 した。 これは システムの簡易性を高めるためで あるが、外

部か らのア クセ スに対 しては、WindowsNTの セキ ュリティ機能 とAccess95お よびI

ISの セキ ュ リテ ィ機能に頼 ることとなる。

今後連携機関の運用 に際 し、よ り内部資料的な情報 も同時に蓄積 されたデ ータベ

ース とWWWサ ーバ との連携を図る場合には
、公開すべ きでない情報の守秘性が完

全 に守 られ る必要があるほか、データベースその ものの保守性 も課題 にな る。

将来的 には各 ソフ トベ ースでのセキュ リティ機能 も向上 してい くが、望ま しくは

サーバ を分 離 し、 ファイアウォールの設置によるセキ ュ リティの向上を図 るべ きで

あ ろう。

一67一





8.イ ンタ ー ネ ッ トを用 い た

イ ベ ン ト情 報 サ ー ビス

社団法人 日本イベ ン ト産業振興協会
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&イ ンターネ ッ トを用いたイベ ン ト情報サー ビスシステムの構築

8.1目 的

来るべ き高度情報化時代に備え、地方 自治体 と して も自 ら情報発進を行 い、人の流れ

を経済 ・文化 両面 か らも地方 に向ける工夫が求め られて いる。 しか しなが ら、3,000以

上の各地方 自治体が独 自に自己の情報を一般 に公 開す る ことは、ユーザーの立場か ら見

て も必ず しも得策で はな く、経済面 で も効率的で はない。

一方、本協会 は、各地で開催され る地域振興イベ ン ト或いは地域活性化を 目的と した

諸活動を支援す る立場 にある。 このよ うな背景か ら、今回の 「イ ンターネ ッ トを用 いた

地域 イベ ン ト情 報サー ビス」の システム開発は、地域 イベ ン ト(今 回の システム開発 で

言 う地域イベ ン トとは、 ことわ りがない限 り狭義 のお祭 り、伝統行事を指す)に 関す る

情報 を収集整備 し、それ らの情報を包括す るマルチメデ ィアデータベ ースを構築、運用

してイ ンターネ ッ ト上 に於いて広 く一般に公開 し、その情報 サー ビスを通 じて各イベ ン

トの集客力の高揚を図 り、地域 の活性化および振興に寄与す る ことを目的 と している。

&2実 施内容及 び実施 システムの詳細

イベ ン トに関す る情報の中で、一般 的にア クセ スが困難 な 「地域イベ ン トに関す る未

来情報」をイ ンターネ ッ トを通 じて広 く一般利用者及 びイベ ン ト関連業者(業 界、団体)

へ情報公開を行 う。

先ず、第一段階 と して、イベ ン トの中で も、一般 ユーザーに最 も親 しみやすい 「日本

各地のお祭 り ・伝統行事」に焦点を絞 り、 日本全 国の地方 自治体か ら 「お祭 り」に関す

る情報を収集す ると共 に、イ ンターネ ッ ト上にその情報を公開す るための システムを構

築 した。

国内の約3,300の 地方 自治体 に地域イベ ン トに関す るア ンケー トを実施 す ると共 に、

全国各地に5回 出張を行 い、各地方 自治体 より直接情報 を入手 した結果、約300の 地方

自治体か ら回答を得た。 その後、各方面 か ら情報 を追加収集 し、最終的 には約920件 の

情報をイ ンターネ ッ ト上 に公開 した。当初は500件 のデー タの入力を予定 していたが、

地域 イベ ン ト情報 と して可能なか ぎり多 くの情報を公開す ることが一般 ユーザーに も便

利なため、 当初の予定の約2倍 のデータを入力 した。

各地方 自治体か ら送 られてきた約600件 の情報を、入力基準に照 らして文 章の整理添
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削を行い、さらに各データを 「地域別」、 「開催 月別」、 「イベ ン トの種類」の3種 類

の検索項 目に して、イ ンターネ ッ トの ホームペー ジで相互検索が で きるようにデー タベ

ース化 を図 り、一般ユーザーへの便宜 を図 った。

その後収集 した約320件 の追加情報 も同様の手続 きを経て データベース化を行 った。

原稿用紙上で整理された情報 を、MicrosoftAccess上 で開発 したデータベースに入力

した。写真のある情報は写真をスキ ャナーで スキ ャンしてデ ジタルデータと して別に保

存 した。写真データはファイル名によってデータベースと連係 されている。

8.2.1イ ンターネ ッ ト回線の確保

イ ンターネ ッ ト上に地域 イベ ン ト情報を公開す るために必要 なシステムの構成を

(図8-1)に 示す。
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図8-1シ ス テ ム構成 チ ャー ト

(1)イ ンターネ ッ ト回線 の確保

イ ンターネ ッ ト接続サー ビスは、サブプロバ イダーとジャパ ンシステム(レ ン

タルサ ーバ)がISDN/LAN専 用線IP接 続 によ り接続 されたイ ンタ=ネ ッ

ト接続サー ビスを利用 した。今回は予算の関係で レンタルサーバを採用 したが、

レンタルサーバ ーの利用 は、比較的少 ない初期投資でイ ンターネ ッ ト接続サー ビ

スを受け られ、また、専任 管理者を常駐 させ る必要が ないので人件 費の削減が図

れ ると言 う利点がある。

② サーバの設置

本来、 イ ンターネ ッ トサーバ は、WWWサ ーバ、 メールサ ーバ 、DNSサ ーバ

の3台 によって構成 され るが、今回は第一段階 と して取 り敢 えず くイベ ン ト情報

〉を公開、運用す るため、本来な ら複数台のサーバ による相互補完が必要であ る

ところを、 レンタルサーバ/PC-UNIX1台 で3っ の役割を兼 ね ることと し

た。
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(3)デ ータベ ースの構築

今回、イ ンターネ ッ ト上 に公開 した地域イベ ン ト情報 は、デー タを、 「地域別」、

「開催 月別 」、「イベ ン トの種類 」の何れ の項 目か ら も相 互 に検索 で きるよ う

にす るため に、データベースを構築す る必要が あ り、本 システ ムではMicrosoft

Access95及 び独 自に開発 したデータベ ース ・エ ンジンを使用 して いる。 これで、

閲覧者が意 図す るイベ ン ト情報を容易 に求め ることがで きる。

8.2.2ホ ームペー ジの公開

イベ ン トに関す る情報の中で、一般 にアクセスが難 しい地域イベ ン トとして く祭

り/伝 統行事 〉な どの情報を、全国の地方 自治体か ら収集 してイ ンターネ ッ ト上の

ホームペ ージと して平成8年11月 よ り公開 した。

今回は レンタルサーバ による公開 となるが、そのホームペー ジア ドレス は、

【http://www.japan・-systems.co.jp/jace/】

であ り、一般 ユーザー も常時ア クセス可能で ある。

8.2.3ホ ームペー ジの構成

(1)コ ンテ ンツの企画

日一 日と進展する情 報化社会の中にあって、 当協会 も 「イベ ン トを通 じて地域

の振興、活性化を図 る」 と言 う目的達成のために時流に乗 った対応をすべ く、第

一段階 として イベ ン トの中で も最 も身近で親 しみのあ るく日本の祭 り 〉の情報を

イ ンターネ ッ ト上に公開す ることとした。 〈祭 り〉はその地方の独特の文化 を反

映 し、 「心 のふ るさと」 と も言え る象徴的存在であ り、その地域の人のみな らず

全国の人 々か ら親 しまれ、 日本独特の文化を形成 している。そ してく祭 り〉は全

国か ら多 くの人々を集めて、それぞれ各地 の地域振興、活性化に貢献 している。

従 って、イ ンターネ ッ ト上に公開す る情報の構成 も一般 的な祭事を中心 とし、 ま

た、情報の ビジュアル化 もその点を考慮す ると共 に、 「地域別」(図8-2/8

-3参 照) 、 「開催月別」(図8-4参 照)、 「イベ ン トの内容」(図8-5参

照)の 何れか らも検索で きるよ うに して操作性 と簡便性 にも留意 した。情報の内

容 にっ いては、全国的に も極めて知名度の高 いく祭 り〉や、歴史のある伝統的な

く行事 〉か ら、寒村の小 さな〈祭 り〉までさまざまだが、 〈 日本の祭 り〉をで き

るだけ豊富 に網羅 して情報量の充実を心がけたので、 〈祭 り〉の情報 と しての内

容 に多少の質的格差が生 じる結果とな った。
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(2)表 紙ペ ージのデザ イ ン

〈祭 り 〉を構成す る、花火や神輿 など様 々な要素を、明 るい色調 とタ ッチで一

枚 のイラス トにまとめ、分か りやす く親近感 を持て るよう心が けた。(図8-6

参照)

(3)扉 ペー ジのデザイ ン

表紙の持つイメージを扉ペー ジに も継承 させ ると共に、バ ックに 「JACE」

の ロゴマ ークをイメー ジ的に配 し、 「JACE」 のホームペー ジとの連係を図 っ

た。(図8-5参 照)

(4)本 文ペ ー ジのデザイ ン

詳細ペ ー ジの具体 例を示す。(図8-7参 照)

図8-6ホ ー ムペ ー ジ表紙 図8-7本 文 レイ ア ウ トの 一例
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(5)「JACE紹 介のホームペ ー ジ」 との リンク

現在はイベ ン ト情報 と して く日本の祭 り〉を前面 に打 ち出 してい るが、 「JA

CE」 本来の業務 内容 も認知 して貰 うと共に、 「JACE」 が今後展開す るイ ン

ターネ ッ トホームペ ージ公開の方 向性 を示 してお く必要性があ る。(図8-8参

照)

ごぺ や や ち をふヘヅ やが も や　 む が さぺ

慧」恕 漫㎞熟 鴛ぷ 繁

lAE

畢

図8-8JACEホ ーム ペ ー ジの 表紙

8.3成 果

頭書に述べた 目的 に副 って、今 回の 「イ ンターネ ッ トを用 いたイベ ン ト情報サ ー ビス」

の業務 はスター トしたが、ホームペー ジ公 開後 まだ 日が浅 いと言 うこともあって、地方

自治体か らの反応や意見は得て いな い。 また、一般市民か らの ヒッ ト数 も2月18日 現在

に於いて約600件 であ る。 ただ、 ヒッ ト数が思 った程伸びていない ことにっいて は、冬

期は〈祭 り〉の開催が全国的に比 較的少 ない と言 う季節要因が大 き く影響 してい ると思

われ る。それに加えて本ホームペ ージ公開に先立 ってマス コ ミ関係へのパブ リシテ ィー

も不十分であり、周知徹底 に欠 けて いた こと も否 めない。現在の ところイ ンターネ ッ ト

サー ファー及 びJACE会 員社の一部が ア クセ ス して いる程度で はないかと思われる。
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8.4今 後の課題

イ ンターネ ッ ト上 にホームペ ージを公開 した以上 、情報提供の環境 を継続 して維 持 ・

運営 していかねばな らないのは当然の ことである。そのためには、月月のプ ロバイダー

への費用、 レンタルサーバの使用料金、専用線の回線使用料などの支払いを継続 して維

持 していかねば な らない。

それ と共に、情報 の新規入力、既存情報の更新 ・改訂を適宜 に行 わねば な らない。 そ

のための データ作成 ・入力費の確保 も必要である。

また、ア クセ ス数の増加を図るためには、常 に<uptodate>な 内容の情報をユーザ

ーに提供 しなければな らず、それと共に、常に斬新な画面を提供す るとい うビジュアル

的 な観点か らも、表紙、扉ペー ジなどのデザイ ンもユーザーか ら飽 きられないよ うに時

折更改す る必要が ある。

更に、 アクセス数 の増加に伴 って、安定 した確実 な情報提供の環境 を維持す るために

は、回線容量の拡大やサーバ システムの充実を考えなければな らない。

この よ うに、今後 もシステ ムを継続 して運用す るためには、 「情 報収集及 び入 力費

用」、 「回線の運営維持費」、 「システムの拡充費」、 「デザイ ン更新費」などの諸経

費を確保 していかね ばな らない。

この資金の確保 の方法 として は、

①地方 自治体か らの情報掲載料(情 報のデータ入力費用 と考えた方が良い)の 徴収

② 〈日本の祭 り 〉ホームペー ジ上への広告掲 出によ る広告収入

③地域 のイベ ン ト開催情 報と他 のデータとの組み合わせ による商品化

①の地方 自治体か らの情報掲載料 にっいては、先般 、イベ ン ト情報 の収集の時点で ア

ンケー ト調査 を したが、情報の掲載料金の徴収に対 してはYESとNOが 半 々ずつであ

る。本 ア ンケー トを実施 した時点では、今回の 〈イベ ン ト情報 〉のイ ンターネ ッ ト上へ

のホームペー ジ公開 についての具体 的な実施 内容や方法を地方 自治体が明確に把握 しに

くい と言 う事情 もあった ことが推測される。既 にホームペ ージを一般公開 した現 時点 に

於いて再度 ア ンケー ト調査 をすれば、ホームペー ジへの理解 も得 られていると思われる

ので もう少 し前 向 きな回答結果が得 られ るのではないだろ うか。

また、② のホームページ上への広告掲出によって広告収入を得 ると言 う方法 は、何 と

言 って もアクセス数の増加を見なけれ ば実現 しない。基本的にホームペ ー ジ上 の広告料

金 の算定基準はア クセ ス数の量によって決め られ る。ア クセ ス数の増加 を図 るには、誰
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もが見た くなるような魅力あ る情 報内容を常時提出 して いかねば な らない。

即ち、 〈情報内容の充実 〉→ 〈ヒッ ト数の増加 〉→ 〈収入の安定 〉→<情 報 内容の充

実 〉と言 うよ うに、 この3者 は循環的な相関関係 にあ り、 この中の何れか一つが機能的

に不十分であるとシステム全体が 円滑に機能 しな くなって しまう。

③地域イベ ン トの開催情報のみで は商品 と してのイ ンパ ク トは少ないが、他のデータ

との組み合わせ によ り新 しい商品価値を生む可能性があ り、機会を見てその商品化の道

を探 る。
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9.デ ー タベ ー ス ク リア リ ン グサ ーバ の

プ ロ トタイ プ の作 成

セ ン トラル開発株式会社

情 報 図書 館RUKIT





9.デ ー タベ ー ス ク リア リングサ ーバ の プ ロ トタ イ プの 作 成

9.1概 要

ここ数年 イ ンターネ ッ トユ ーザは爆発的に増加 してお り、ユ ーザ層の拡大が イ ンター

ネ ッ トを使 った情報提供者の増加に相関 し、ネ ッ トワー ク社会のイ ンフラと して産業構

造 に大 きな影響 を与え始めている。有料情報 と無料情報の競合、あ らたな情 報提供手段

の出現 など、商用 データベースの世界において も、ネ ッ トワー ク、 コンテ ンツを含めそ

の環境 は激変 してお り、従来の産業構造 のままでは存亡 にかかわるとも指摘 されている。

そ こで、通信 手段を持つ イ ンターネ ッ トユーザをデータベース潜在ユーザ と して仮定

し、商用 データベースの有益性や商品価値等 を、広 くエ ン ドユーザ に分か りやす く周知

す るための手段 と して、 ク リア リング機能を搭載 し、個 々のデータベ ースファイルの紹

介、各サー ビス システムごとの操作方法、料 金一覧な ど統一 した フォーマ ッ トを用い、

エ ン ドユーザの思考パ ターンに合致 した検索過程を反 映させ た理想 システムのプロ トタ

イプを作成 し、 データベ ースの利用を促進、底辺を拡大 す ることを 目指 した。

9.2実 施 内容

以下の手順 でプ ロ トタイプの開発を行 った。

① 商用デー タベースサー ビスの現状調査

② クリア リングサーバ システムの設計

③ ク リア リングサーバのプロ トタイプ作成

④ プ ロ トタイプの評価、課題の抽 出

9.3プ ロ トタイプの仕様

9.3.1仕 様決定 までのプロセス

仕様決定 に至 る第一段階 として、本 プロ トタイプの利用者を設定 した。今回は、

データベースや検索 という概念その ものを知 らない初心者 と、ある特定の分野にっ

いて は検索経験 もあ り知識 も豊富だが 、他の分野 について知 りたいとい う経験者 の

2つ の層を利用者 として設定す ることとした。

次 に、用 い るデータを決定 した。第一段階で設定 した利用者が個人で も幅広 く利

用で きるもの と して、商用オ ンライ ンサー ビスされて いる もの とし、その選定 に関
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して は、現状を調査 した上で決定す ることと した。

また、本 プロ トタイプはイ ンターネ ッ トでの利用を前提 としてい るため、データ

ベース以外の情報源 として、 イ ンターネ ッ トで提供 されてい る各種ホ ームペー ジの

紹介 と、専門図書館など個別機関の紹介を併せて搭載す ることとした。

9.3.2商 用データベ ースサー ビスの現状調査

平成8年8月 現在、国 内でサー ビスされている商用オ ンライ ンデータベースにつ

いて 、その提供 ファイル内容、 レコー ドフ ォーマ ッ ト、検 索事例、料 金、コマ ン ド

等の現状を調査 した。 ファイル 内容、サー ビスシステム名、デ ィス トリビュータ名、

使用条件、問合せ先にっいては、平成8年8月 発行の 「平成7年 度版データベース

台帳総覧電子化版」のデー タを、表計算 ソフ トを用 いて分析 した。

また、各 ファイルに収録 されてい るレコー ドフォーマ ッ ト、検索のための コマ ン

ド、 ファイル単 位の料金等 にっ いては、各 ディス トリビュー タのマニ ュアル ・カタ

ログ ・料金表等を調査 してま とめ、不 明な点 は電話による確認を行 った。

その結果、特 に 「平成7年 度版 データベース台帳総覧電子化版」に関 しては、デ

ータベース企業か ら個別 に提 出された申告書を一つ にまとめたという性質上、以下

の問題点が指摘 された。

① 海外 ファイルを英大文字で表記 した り小文字で表記 した りとい った申告者によ

る表記法の違いがそのままにな ってい る。

② 「てにをは」な ど助詞の違いがその ままにな ってお り、また明 らかに記入 ミス

と思われるファイル名で も申告 された通 り表記 されている。

③ フ ァイル内容 の説明が 申告者 によって異なってお り、同一 ファイルなのか どう

かを判断す ることが難 しい。

④ 同一 ファイルが複数のデ ィス トリビュータや販売代理店か らサ ー ビスされてい

るという我が国の現状を反映 し、相 当数 のフ ァイル重複が見 られ る。

⑤ 各データベースファイルは分類 ごとに収録 されてい るが、分類に関 して も申告

通 り記載 されているため、特 に小分類のば らっ きや重複がはげ しい。

以上の問題点 を検討 した結果、初心者 のニ ーズ に合 わせ て再検討 した方が良いの

で はないか、 との意見が多数 を占め、今回のプロ トタイプでは収録 対象を国内ファ

イル1,051(延 べ1,195)に 絞 り、また対象 ファイルにっいて は、表9-1の 分類表

に基づき分類を付与 し直 した。
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表2-1本 プロ トタイプの分類

大 分 類 小 分 類

新 聞 ・ニ ュ ー ス 速報 全国紙 地方紙

スポーツ紙 専門紙 英字新聞

ニ ュー ス リ リース 通信 社 放 送

報道写真

図書 ・雑誌 図書 雑誌

人物 プロフィール 人事 受賞

企業 概要(帝 国データバ ンク)概 要(東 京商工 リサーチ)

概要(日 経新聞社)概 要(そ の他)

財務(帝 国データバ ンク)財 務(東 京商工 リサーチ)

財務(日 経新 聞社)財 務(そ の他)

人事 信用情報

ビジネス 金融(為 替)金 融(株 価)金 融(債 券)

金融(財 務分析)金 融(指 標)金 融(信 用取引)

金融(先 物)金 融(相 場)金 融(投 資)

統計(経 済)統 計(産 業)産 業

経済 マーケテ ィング 製品

貿易経営 教育

イベ ン ト

人文 ・社会 行政 考古学 政治

歴史学 経済学 国際情勢

社会学 文学

特許 ・法律 特許 法律

科学技術 工学 科学技術全般 化学

食品科学 生物学 生命科学

地球科学

医 ・薬学 医学 薬学

生 活 ・一 般 趣味 ・娯楽 スポーツ 健康

教育 旅行 生活

音楽 イベ ン ト トレン ド

金融 気象

その他 学術 規格 デ ィ レク トリ

ー79一



9.3.3プ ロ トタイプに盛 り込 まれ るべ き内容

本 プロ トタイプの 目的 は、データベ ースの利用を促進 し、底辺を拡大 す ることに

あ る。利用者にとっての最終的な 目標 はデータベ ースを 「使 う」 ことであ るか ら、

そのたあ に必要な もの と して、以下の内容 を収録す ることと した。

① 「デ ータベ ース」や 「検索」 とい う概念を知 らない初心者向けに 「データベー

ス」とは何であるか とい った解説を盛 り込 む。

② 収録す るデータベースはファイル単位 と し、サー ビスシステムを ファイル名の

後に続 けて表示す る。

③ 一覧性 の高い分類か らのアプ ローチとフ ァイル名の読みか らのアプローチの2

種類を設ける。

④ フ ァイル単位で その内容やサー ビス システム名、デ ィス トリビュータ名、使用

条件、問合せ先、料金な どが分か るよ うにす る他、サ ー ビス システムその ものに

ついて も、主要 コマ ン ドや検索事例、申込先 などの説明を盛 り込む。

⑤ データベースを補完す る情報源 として、イ ンターネ ッ トで提供 されていて、か

っ また情報源 として役立っ と思われ るホー ムページを紹介 し、併せて専門図書館

など個別機関を紹介す る。

9.3.4プ ロ トタイプの全体構成

本プロ トタイプはイ ンターネ ッ トでの利用 を前提 としてい るため、 メニ ューには

階層構造を持たせ、選択 して ク リックす るだけで順番に階層を辿 って いけるよ うに

構成 した。 トップページには以下 の4っ の ボタンを設け、さ らに関連す る部分に は

リンクを張 って相互参照で きるよ うに した。 システム全体の流れを、図9-1に 示

す。

① デー タベ ースを 「知 る」→ デー タベースに関す る基礎知識 を解説

② データベースを 「探す」→ 各 データベースフ ァイルの内容説 明

③ データベースを 「使 う」→ サ ー ビスシステム ごとに、主要 コマ ン ドや検索事

例 を紹介

④ データベー スを 「補 う」→ デー タベース以外の情報源を紹介

9.3.5プ ロ トタイプの提供方法

プロ トタイプ完成後 は情 報図書館RUKITの サーバの中に、テ ス ト運用のため

のホームペー ジを開き、個 々の環境か らア クセス して評価を行 った。
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1

巴

1

① 知る

② 探す

③ 使 う

④ 補う

① 知る

オ ンライ ンデータベースの基礎知識

データベースとは何か デ ー タベ ー ス とは …

② 探す

分野で探す

名前で探す

新聞 ・ニ ュース
全国紙
地方紙

50音

あ い…
アル フ ァベ ッ ト

AB…

フ ァイル一 覧

朝 日新聞 ファイル内容

③ 使う

リ ンク させ

C&CVAN

(操 作方 法)

相互参照

C&CVAN(概 要)

C&CVAN(操 作 方 法)
C&CVAN(料 金)

G-Search(概 要)

G-Search(操 作 方 法)

C&CVAN
(概 要)

C&CVAN
(料 金)

④ 補う

東京情報源情報

総合
一般

In・ternetResoures

新聞
雑誌

i各 シ ス テ ム のHPヘ リ ン クi

フ ァイル一 覧
大 宅壮一文庫

ファイル内容

ホ ーム ペ ー ジ名一 覧
一… ・iホ ー ム ペ ー ジ 内 容 ヘ リ ン ク

図9-1プ ロ トタイプの全体構成



9.4シ ステム開発

9.4.1シ ステムの開発条件

システム開発 に当たっては、以下の2点 を心が けた。

① 商用データベースに不慣 れな利用者が 目的の情報に容易にたどり着 ける

② 所在 とフ ァイル内容を容易 に理解で きる

上記①、② の条件を満たす システムと して、以下の5点 を満たす ものであるよ う、

設計作業を進めた。

① 開発のためのハー ドウェアや ソフ トウェアは、汎用的な もの とす る。

② サーバの中にテス ト運用のためのホームペー ジを開設 し、実際に外部か らア ク

セスするのでユーザ ーイ ンターフェイスや操作性 は実用化に耐え るものを 目指す。

③ テス トの結果、修正 ・改善が容易に行え るよ う、ユーザーイ ンターフェイスや

操作性は仕様変更が可能な形 とす る。

④ イ ンターネ ッ ト上でのサー ビス提供及 びサ ー ビス案内を しているデータベ ース

へ はリンクを設定す る。

⑤ システムは汎用性 を高め る為、HTML言 語 のみで記述す る。

9.4.2ハ ー ドウェア環境

開発のプロセスによ り、以下のハー ドウェアを用 いた。

① 画像データ作成及 びHTMLフ ァイル作成

・ア ップル製パ ソコンPowerMacintosh9500/132

メモ リ78MB

HDD2.OGB

② データベース台帳総覧データの分析及びHTMLフ ァイル作成

・東芝製パ ソコンPV5000

メモ リ78MB

HDD2.5GB

③ ダイヤルア ップ接続 によるテス ト運用

・サ ンマイ クロシステムズ社製サーバ ーSunNetra

ディス クスペ ース10MB
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9.4.3ソ フ ト ウ ェ ア 環 境

開 発 の プ ロ セ ス に よ り 、 以 下 の ソ フ トウ ェ ア を 用 い た 。

① デ ー タ 分 析HTMLフ ァ イ ル 作 成

・Microsoft-ExcelforWindows95Ver .7.0

② 画 像 デ ー タ 作 成

・PhotoshopVer
.3.5

③HTMLフ ァ イ ル 作 成

・秀 丸forWindows95Ver .2.10

・InternetAssistantforMicrosoft-Excel

●JeditVer
.1.0.8

④WWWビ ュ ー ワ ー

.NetscapeNavigatorVer .3.0

。InternetExplorerVer .3.0

⑤ デ ー タ 転 送 用FTPソ フ ト

●CuteFTPVer
.1.6
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9.5プ ロ トタイ プの操 作

本 プ ロ トタ イ プは、 トップペ ー ジか ら 「知 る」 「探 す 」 「使 う」 「補 う」 の いず れか

を 選ぶ と、 各 々次 の メニ ューが 表 示 され て い くツ リー構 造 を持 って い る。

操作 フ ロー は、図9-2の 通 りで あ る。

トップペ ー ジi

◇
i第 一 次i

iメ ニ ュ ー選択i
知 る

第一次選択
探す

第一次選択

▽

第二次i
メニ ュー選択i

◇

i第 三 次i

iメ ニ ュ ー選択i

探す
第二次選択
(その1)

探す
第二次選択
(その2)

探す
第三次選択
(その1)

凸

探す
第三次選択
(その2)

使 う
第一次選択

使 う
本文(そ の1)

本文 知る
本文

探す
本文

使 う
本文(そ の2)

使 う
本文(そ の3)

補 う
第一次選択

補 う
第二次選択
(その1)

補 う
第三次選択
(そ の1)

補 う
第二次選択
(そ の2)

補 う
第三次選択
(そ の2)

補 う
本文(そ の1)

補 う
本文(そ の2)

図9-2プ ロ トタ イ プの操 作 フ ロー
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9.6プ ロ トタイプの評価

最終的なプロ トタイプの評価は、情報図書館RUKITの サーバ にテス ト運用のため

の ホームペー ジを開 き、イ ンターネ ッ トか ら実際にア クセスす るとい う方法を採用 した。

評価結果は、 「① 内容に関す る評価」と 「② 画面 デザ イ ンや レイア ウ トに関す る評

価」の2種 類 に大別 してま とめた。

① 内容に関す る評価

・国内の ものに限定 したため、調査内容 によってはや や物足 りない面が ある。次期バ

ージ ョンに はDIALOG 、DataStar、STNInternationalく らいは盛 り込んで欲 しい。

・デ ータベースの概要が分か るだけでな く
、 シミュレー ションプログラムを作 り、検

索の体験学 習が できるよ うにして はど うか。

・各デ ィス トリビュータのホームペー ジに リンクして いるの は助か るが
、 リンク先で

利用申込 をすればその場でIDや パスワー ドが発行 され るの は、 ごく一部であ る。

必要 な時にはデータベースが使えた り、ゲス トIDが 発行 されて、ある程度使 って

み ることが で きる仕組みにな っていると便利である。

・ 「データベースを知 る」の説明文の中で
、やや長 い ものがあ った。利用者 は本を読

むのではな くア クセス した画面を見るのだか ら、文章 はなるべ く短 くて図版を入 れ

るな ど、読 ませ るよりも見せる画面 に した方が良 い。

・ 「データベースを探す」の部分で分類名 とファイル名 の2種 類だけでな く
、あ る程

度 データベースを知 っている利用者のために、キーワー ド検索によ る絞 り込みがで

きると便利 であ る。

・ 「データベースを探す」の分類名では
、一覧表示 され るフ ァイルが非常 に多 くなっ

て しま うものが あるため、 もう少 し分類を細か くし、プル ダウ ンメニ ューで利用者

に選 ばせ ては どうか。その際、一つだけでな く複数 の分類が選べて、かっその分類

間の 「AND」 や 「OR」 検索ができると良い。

・ 「データベ ースを探す」の分類名で
、新聞のみ分類 に注釈がっいているが、利用者

には この方が親切であ る。

・ 「データベ ースを使 う」のサー ビス システムで も
、C&C-VANはBIGLOBEに 統

合 され、JOISの 問合せ先 も日本科学技術情報セ ンターか ら、科学技術振興事業

団 に変わ って いる。今回はプロ トタイプなので、 ある一定の時点の情報で もか まわ

ないが、本格運用す る場合には、 こうした変更をど うフォロー してい くか とい った
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管理体制を考慮す る必要があ る。

・ 「データベースを使 う」で は、主要なコマ ン ドの使 い方 と検索事例を見る ことがで

き、マニ ュアル代 わ りに使 えて便利だ った。

・ 「イ ンターネ ッ ト上の情報源」の部分で、各ホームペ ージに リンクが張 ってあ り、

直接 見 られ るのは便利であるが、すでに提供 されていない もの もあった。

本格運用の際 には定期的なチ ェックおよび更新が必要である。

・ 「データベース以外の専門機関」の紹介は、便利だが内容 的に古い ものがあ るので、

本格 運用の際には定期的にメ ンテナ ンス した方が良 い。

② 画面デザイ ンや レイアウ トに関す る評価

・画面 レイア ウ トが一面 的なので、Netscapeの 画面分割な どを利用 して、見せ方の工

夫を した方が良い。

・各メニ ュー とも分類が一画面 にな って いるので、見やすい。

・ 「知 る」 「探す」 「使 う」 「補 う」のそれぞれのアイコ ンは内容を良 く表現 してお

り、分か りやすか った。

・15イ ンチのディスプ レイで見た ら、画面が大 きす ぎたので、全体を もう少 し小 さ く

してほ しい。

・テキ ス トベースで情報が多い もの(例:シ ステム料金一 覧)が 、 ロー ドに時間がか

か って しまう。

・他の ジャンルへの リンク(例:「 探す」のフ ァイル内容→ 「使 う」の システム概要)

か ら戻 る際のナ ビゲー ト方法に問題が ある。現在は リンク して別 ジャ ンルを表示 し

た時、 「戻 る」を指定す ると、 リンク先の メニ ュー階層 を順 にさかのぼる形 とな っ

て しまうが、 リンク元に戻 り、メニ ュー階層 をたど っていけ るような工夫が必要で

あ る。

9.7デ ータベ ースクリア リングサーバの必要性 と可能性

今回のプ ロ トタイプ作成を通 して、デ ータベ ースクリア リングサーバの可能性を探 っ

て きた。その結果、将来のあるべ き理想 システム として、以下の点を抽 出 した。

① 統一 フ ォーマ ッ トによる情報提供の重要性

② 利用申込 み手続 きの簡略化

③ イ ンターネ ッ トによる提供の有用性
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ネ ッ トワー ク時代 にお けるデ ジタルコンテ ンツの一つ と して、商用データベ ースの注

目度 は高 く、社会的資産 と しての価値 も充分認識されて きている。デー タベ ースの重要

性は今後ます ます高 まると予想 され る。

しか しなが ら、あま りに も急激 な環境の変化に、多大 な資本を投資 した現在の システ

ムが追 いつかず 、その結果 としてデータベースは使 いに くい、使 うのが難 しい、 コス ト

がかかるとい った認識 が浸透 し、逆にイ ンターネ ッ トは無料 という認識 と も相 まって、

種 々雑多なデ ジタル コ ンテ ンツの中に埋 もれて しまうのではないか、 とい った危機感 も

高まっている。

先 に挙 げた3っ の点か らも、データベース利用の第一 ステ ップと してのデータベース

クリア リングサ ーバの必要性 は明 らかであ り、整 った管理体制の下での運用 は、データ

ベース業界 の健全 なかっ順調な発展のみな らず、21世 紀を迎える情報化社会 にとって も

極めて有用 である と思われ る。今後 もイ ンターネ ッ トの技術な らびに商用 データベース

の変革 に着 目し、 引続 き研究開発が必要であると思われ る。
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10.中 堅 ・中小 企 業 向 け顧 客 デ ー タベ ー ス

利 用 ソ フ トの プ ロ トタイ プ作 成

株式会社 日経 リサ ーチ





10.中 堅 ・中小企業向け顧客データベース利用 ソフ トの プロ トタイプ開発

10.1概 要

10.1.1開 発の背景

データベー スの発展には、構築や検索 に関す る技術開発 とと もに、データベ ース

を いかに ビジネ スに役立てるかの利用面 での ノウハ ウの開発が欠かせない。本調査

研究 は、 この観点か ら顧客データベ ースを取 り上 げ、顧 客情報を販売促進や顧 客満

足度 向上 などマーケティ ングに活用す るための利用 ソフ トの開発を行 うものであ る。

顧客 データベ ースを活用 した 「データベースマーケテ ィング」 は、従来のマスマー

ケテ ィングに替わ る手法 と して注 目され、アメ リカで は数多 くの成功例が報告 され

て い る。わが 国で も、先進的な大企業が取 り組む動 きを見せているが、資金力 ・技

術 力に劣 る中堅 ・中小企業では本格的 な取 り組み は難 しい。 これ らの企業が顧客デ

ータベースマーケティングを実施す るには新 たに中堅 ・中小企業 向けに役立つ ノウ

ハ ウを備えた、パ ソコンで使用で きる安価なソフ トを提供す ることが不可欠で ある。

そ こで当社で は最 もすそ野が広 く、また顧客データベ ースが有効 に活用 され る中堅

・中小企業の小売業者に焦点を絞 りソフ トウェア開発 を行 うことに した
。

10.1.2実 施内容

本研究は、以下の3つ の過程か ら行われた。

① データベ ース活用実態調査

まず 日本 にお ける顧客データベ ースの現状 ・ノウハ ウをっかむ ことを 目的 と し

た。

② データベース活用 のデプスイ ンタ ビュー

よ り深いアイディアハ ンティングや、中堅 ・中小企業向けのアイデ ィア転換を

行 った。

③ 顧客データベースソフ トのプロ トタイプ作成

①、② の結果 をふまえ、 「顧客データベ ース活用 ソフ ト」のプ ロ トタイプを作

成 した。

10.1.3実 施体制

有識者 による研究員会を設置 し、その下にデータベ ース利用実態調査 ・イ ンタ ビ

ューを行 う調査研究グループと、 プロ トタイプの作成 にあたるソフ ト作成 グループ
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を設置、実務 を遂行 した。 さらに事務局を設け、委員会 と各 グループの間の調整 ・

進行管理を行 った。

10.2顧 客データベ ース利用実態 一ア ンケー ト調査

10.2.1ア ンケー ト調査実施概要

(1)調 査期 間:1996年9月14日 ～9月30日

② 調査方法:質 問紙郵送法

(3)調 査対象:サ ンプル数991社

(4)有 効回答数:289(回 収率29.2%)

10.2.2ア ンケー ト調査結果の要約

(1)顧 客情報の収集にっいて

顧客の商品購入、サー ビス利用時の情報収集が最 も多 く、単に来店 した時の収

集や景品との交換時をやや上回 ってい る。 また、未収集 の企業が約2割 存在 して

いる。

(2)現 在の具体 的な収集項 目と重視項 目、今後の重視項 目

(a)収 集項 目

住所、氏名など基本3項 目が9割 を超える。企業規模の大 きい企業 ほど、収

集す る顧客データが詳細 に渡 る傾 向が ある。

(b)重 視項 目

DMや 商圏把握 に向けた住所の把握に加えて、顧客セグメ ン トに役立つ購入

品 目のデータにも注 目 している。

(c)今 後の重視項 目

来店 ・接触頻度が1位 項 目だが回答 は3割 弱、全体的 にやや回答率が下が り

気味。 ここでは家族構成 や クレーム内容な ど、 よ り分析的な情 報に シフ トして

いる。

(3)現 在 の活用状況

販売促進へ 向けた活用が9割 弱にな っている。現行で は効果が 直接的 にわかる

販促への利用度が高いよ うだ。他方、顧客分析 にっいては、売上 規模が上位の企

業ほど取 り組みが進んでいる傾向がみ られ る。

一90一



(4)今 後重視 している活用内容

販売促進 を重視す る回答が最 も多 く、将来的に も最重視事項で あることが判 っ

た。 しか し、回答率が 各選択肢 とも低下 していることか らみると、今後の方向性

について明確な回答を持 ってい る企業が、まだ少 ないとの見方がで きる。

(5)具 体的 な活用例

活用例で はセールの案 内が群を抜いている。DMの 発送や顧客管理を主体 と し

た活用が中心 なのが現状 である。 しか し、売上高上位の企業群では、分析的なデ

ータの活用が進む兆 しも確認 されて、期待度 も大 きいようだ。

(6)顧 客データのデ ジタル化の実態 とシステムの構築方法

デ ータのデ ジタル化 は6割 を上回 り、導入を計画あるいは導入予定 まで含め る

と9割 を超す。業種によ って100%実 施の ところ もあ る。 システム構築は、内製

化の企業が約5割 、外部委託が3割 となっている。

(7)デ ータベ ースの未構築 の理 由他

デー タベースのデ ジタル化に取 り組 まない理由 として は、データの未収集 と効

果が不明、手 頃なソフ トウェアがないなどの回答がそれぞれ3割 前後あ る。 また、

今後構築す る際には、外部委託 と内製化が共 に3割 を超 えた。なお、売上規模の

大 きい企業 は、外部委託 の意向が強い傾向がみ られる。

(8)デ ータベ ース運営の実態

データベースの運営 に関連が深い部署は、現場の営業担 当部署であ る。入力 ・

更新時、分析時が共に5割 弱、分析利用時が約8割 といずれ も他部署を上回 った。

ただ し、続 く二番手の顔 ぶれ は、入力 ・更新時には システム部門、分析時 にマー

ケテ ィング部門、分析利用時は経営企画部門 と各ステ ップ毎に入れ替わ っている。

(9)自 社顧 客データベースの対応済み項 目、重要項 目、今後取 り組む項 目

(a)情 報の収集 ・入力時

半数以上の企業で、最新データが手元 にあ り、バ ックア ップが容易に行え る

状態にあ るとして いる。特 にデータの鮮度保持 は、重視す る内容 と して一 番手

にあげ られている。今後 につ いては、 ク レーム等の二次データの入 力 ・分析 に

注 目との結果が出てい る。

(b)情 報の分析時

既 に顧客 を分類 し、特性を把握できると回答 した企 業が6割 に達 した。今後
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取 り入れたい分析は、 グラフや表を用 いた ビジュアル分析、マ クロ機能 による

簡易分析を望む声が それぞれ3割 前後 となっている。

(c)販 促 ・顧客維持活動時

9割 弱の会社がDM用 の ラベル出力の簡易化を実施 し、有 力見込 み客の抽出

に関 しては4割 強の企業が対応済み としている。今後 は、販促の有効性評価に

向けた取 り組みを 目指す回答が上位にな って いる。

(10)顧 客データベース利用 にお けるメ リッ ト

メ リッ トに関 して は、 リピーターの増加をあげる企業が6割 になってい る。 さ

らに、DMや テ レマーケティ ングの ヒッ ト率が高 まった とした企業が約5割 で続

いた。売上高500億 円を超す企業では、優良顧客の囲い込みがで きたとす る比率

が約5割 程度 にな り、以下 の売上高のグル ープを10ポ イ ン ト以上引 き離 してい る。

(11)運 営 ・利用上 に関す る問題点

「コス ト・人手がかか りす ぎ」、 「システムの変更がや りに くい」 との二点が、

共 に4割 弱 とな った。 「データの加工分析がや りに くい」を含 めた、 システムが

らみの3項 目が上位 に集 まった。 また、実 際に顧客データベース利用の効果がわ

か らない と回答 した企業が約3割 に上 ってい る。

10.3顧 客デーーータベース利用実態一イ ンタ ビュー調査

本調査では、顧客 データベースを実際に活用 して いる企業か ら、具体的な導入 に到 る

経緯、運営上の ノウハ ウ、阻害要 因等をイ ンタ ビュー形式で収集 し、 それ らの結果を中

堅、中小企業 に最終 プロ トタイプ体系 にっいての考え方に適用す ることを 目的 と して実

施 した。

10.4プ ロ ト タ イ プ 開 発

中 堅 ・中 小 企 業 向 け の ソ フ ト ウ ェ ア で あ る 点 、 及 び ダ ウ ン サ イ ジ ン グ の 潮 流 を ふ ま え 、

パ ソ コ ン 上 で 稼 働 す る こ と を 前 提 と し た 。 ま た 、OS(OperatingSystem)に は デ フ ァ

ク トス タ ン ダ ー ドで あ るMicrosoftWindows95、 元 と な る デ ー タ ベ ー ス ソ フ トに は 、 開

発 ・改 良 の し や す さ を 考 慮 しMicrosoftAccessforWindows95DevelopersKitを 用 い 、

VBA(VisualBasicForApplications)で プ ロ グ ラ ミ ン グ を 行 っ た 。
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10.4.1設 計方針

調査結果か ら、現在 日本の企業は顧客データベ ースを作成 し、それを顧客管理や

顧客属性分析 に用いている現状 は分か った。 しか し、顧客を選別 し、 自社の利益 に

貢献す る顧客 を抽出す ることまで は行 っていない。一般 に20-80の 法則 と呼 ばれて

いる現象があ る。 自社顧客 うち、わずか20%の 顧客が 自社売上の80%を 占めている

とい うものだ。そ こで、今回開発す るソフ トウ ェアで は、顧客管理 ・分析 にとどま

らず、 自社 に最 も貢献す るであろ うこの20%と な りうる顧客を抽出で きる機能を持

たせ ることと した。

自社 の顧客の うち、最近購入 した人 ・何度 も購入 した人 ・金額を多 く使 って いる

人 ほど再度購入 して くれる可能性が高 いという調 査結果がアメ リカで発表されて い

る。 この3っ の要件 を満たす人たちを、データベースを用い る事で容易に発見 し、

集 中的なマーケティングが行える様 に しようとい うのが、今回開発す るソフ トの ポ

イ ン トであ り、その条件を満たす顧客を発見す るための手法がRFM分 析である。

10.4.2RFM分 析 につ いて

RFM分 析 とは

①R(Recency=最 も最近購入 したのはいっ か)

②F(Frequency=:一 定期間内に何回購入 したか)

③M(Monetary=一 定期間内にい くら購入 したか)

それぞれを数値化 し、得点 とす ることで顧客の ラ ンク付 けを行い、 自社 にとって

の優良顧客を発見する方法であ る。

元来はR、F、Mそ れ ぞれのカテゴ リーに得点 を与 え、R+F+Mの 合計がその

顧客のス コア とす る方法が とられていたが、最近R、F、Mそ れぞれを ソー トし、

各 カテ ゴ リーの上位20%ま での人を5、 以下80～100%の 分類 に入 る人に1を 付 け、

顧客を555(最 も見込みが あると思われる顧客)か ら111(最 も見込みが無 いと思われ

る顧客)の125通 りに分 類す る方法が提唱されて いる。

今回開発 した ソフ トウェアでは、両方の計算方法の プログラムを作 成 したため、

ユ ーザーの利用条件 に合わせて、 どち らで も選択す ることがで きる。

10.4.3機 能構成

本 ソフ トウェアの主 たる機能は、顧客情報 ・販促活動情報の入出力 ・管理 とその

分析で ある。宛て名ラベルなど販促 ツールの出力は、分析結果 を元 に実行す る。 ま
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た、ユーティリテ ィと してデータベースの設定変更や、他 のソフ トウェアで作成 し

たデータを読み込む機能を持つ。

各機能はメイ ンメニ ューか ら階層式に表示 され(図10-1)、 ユーザーは画面の

指示 に従 って選択 してい くだ けで、必要 とす る機能を実行で きる。 また、RFM分

析による優良顧客度評価 は、 ソフ トウェア起動時や分析機能選択 時に自動実行 され

る。 これにより、ユ ーザーは常 にダイナ ミックなデータを使用す ることができる。

メイ ンメニ ュー 主要機能 拡張機能

顧 客 情 報 管 理
1基 本属性デー タ入力 ・表示 h 拡張属性 データの入力 ・表示1

一 購買履歴の入力 ・表示1

販促活動情報管理 一斗1販 促活動索引データ入力 ・表示IHI販 促活動詳細の入力 ・表示H

1願 瀦 分析一
顧客属性分析

一

一

1販売データ(購 買履歴)分 析

1優良顧額 分析
一1販 促 ツールの 出力

販 促 活 動 分 析 レスポ ンス率算定
1販促ツールの出力1

…

寸
;

費用対効果判定

ユ ー テ ィ リテ ィ

一1

一1外 部 データのイ ンポー ト1

設定業務

図10-1ソ フ トウェアの機能ツ リー

10.4.4フ ァイル構成

本 ソフ トウェアは、顧客属性 ・顧客別購 買履歴 ・販促活動の3つ の データベー ス

ファイルを持つ。それぞれの ファイルは、項 目を固定 した基本 フ ァイル と項 目変更

が可能 な拡張 ファイル とに分かれている。

販 促活動ファイルは、索引フ ァイル と詳細 ファイルで構成す る。 プログラムは販

促活動1回 につ き1っ の詳細 ファイルを作成 し、対 象 となった顧 客一 覧を書 き込む。
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索引 ファイルには販促活動 と詳細 フ ァイルの関係が書 き込まれ る。

各 ファイルは相互 に参照 され る。例えばプログラムは顧客別購買履歴 と販促活動

のデータを元に優良顧客度評価を実施 し、そのたび、各顧客 ごとの評価を顧客属性

ファイルに書 き込む。(図10-2)

購買履歴 フ ァイル は、将来的には外部の品目データベ ースや経理 ソフ トウェア と

連結す ることが望ま しいが、今回は見送 った。

顧 客 属 性 フ ァイ ル(A:基 本 、B:ユ ーザ ー可変)

評価の書込

優良度評価 データフ ァイル

(1優良顧客度評価一)
A口

.顧 客 コ ー ドの 参 照

'、

顧 客別 購 買履 歴 フ ァイ ル(A:基 本 、B:ユ ー ザ ー可 変)
s 〆`

i(品 目 コー ドの 参照)r、
:{品 目デ ー タベ ー ス1

、,
一 ン

・:販促活動言羊細 フ・イル1〕

r、

・販促活動詳細ファイル2
、.'

i
■

・〔販促活動言羊細 フ ・イル ・:
(壷 ツール壷ら

顧客 コー ドの参照

レ コー ド作成

、

'、

販 促 活 動 索 引 フ ァイ ル(A:基 本 、B:ユ ーザ ー可変)
唱

∠

図10-2デ ー タベ ー ス フ ァイ ル の連 関

10.4.5デ ー タ項 目

プ ロ トタ イ プの 各 デ ータベ ー スフ ァイル の構 成 項 目 は表10-1の 通 りで あ る。 拡

張 フ ァイ ル の構 成 項 目はユ ー ザ ー可 変 と して い るが 、 現 時点 で はそ の ため の イ ンタ

ー フ ェー ス と、 デー タ入 力 ・表示 画面 の変 更 機能 は作 成 して い な い。

ソフ トウ ェア は この ほか に、職 業分 類 コー ドと分類 名 、 店 舗 コ ー ドと店 舗 名 な ど

の 対応 テ ー ブル を持 って い る。 これ らの テー ブル はユ ーテ ィ リテ ィ機 能 で 変 更す る

こ とが で き る。
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表10-1デ ー タベ ー ス フ ァイ ルの構 成 項 目

フ ァイ ル 項目

顧客属性 ファイル 基本 ファイル

(項 目固定)
顧 客 コー ド、姓 、名 、性 別 、 カナ姓 名 、

郵 便 番号 、 電 話 番号 、 住所1、 住所2、

優 良 度

拡 張 フ ァイル

(ユ ーザ ー可変)

顧 客 コー ド、 都 道府 県 コー ド

市 区 町 村 コー ド、職 業 分 類 、生 年 、

誕 生 日、既 ・未 婚 、 コメ ン ト

販促活動索引 ファイル 基本 ファイル

(項 目固定)

活動 コー ド、活動開始 日、活動終了 日、

販促活動詳細 フ ァイル名

拡 張 フ ァイル

(ユ ーザ ー可 変)

活動 コー ド、対象数、内容分類、 内容 、

費用、売上

販促活動詳細ファイル ファイル番号1 顧客 コー ド、結果評価

ファイル番号2 顧客 コー ド、結果評価

フ ァイル番号n 顧客 コー ド、結果評価

優良度評価フ ァイル フ ァイル番号1 優良度 、顧客数、 レスポ ンス率

フ ァイル番号2 優良度 、顧客数、 レスポ ンス率

フ ァイル番号n 優良度、顧客数、 レスポ ンス率

顧客別購買履歴ファイル 基本 ファイル

(項 目固定)

顧 客 コー ド、 購 入 日

拡張 ファイル

(ユ ーザー可変)

顧 客 コー ド、 品 目 コ ー ド、品 目名 、

購入 価 格 、店 舗 コー ド、 コメ ン ト

(注)[販 促活動詳細 ファイル]と[優 良度評価 ファイル]は[販 売活動索引フ ァイル]の

1レ コー ドにっ き1フ ァイルが作成 され る。

10.4.6プ ロ トタイプの機能および操作概要

(1)顧 客情報管理

顧客情報管理 は住所 ・氏名など基本属性の入力 ・表示、ユーザーが項 目設定可

能 な拡張属性の入力 ・表示、顧客別購買履歴 の入力 ・表示の各機能で構成す る。

入力の際、新規 データと既存データとで は異な る処理が必要なため、前者 は 「登

録 」、後者は 「更新」 と操作方法を分けて いる。 データは顧客一人一人にユニー

クな顧客 コー ドで管理す る。新規顧客データの登録 では、プ ログラムが既存の も

の と重複 しない新 しい顧 客 コー ドを 自動 的に決定す る。既存顧客データの更新で
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は、ユーザーが顧客 コー ドを入 力 してデータを画面に呼 び出す。 また、顧客 コー

ドが不明な場合のために、姓名 ・電話番号による検索機能を持 っている。拡張属

性デ ータおよび購買履歴デ ータの入力 ・表示 は、該当顧客の基本属性 データを表

示 させてか ら実行す る。

(2)販 促活動情報省理

販促活動情報管理は販促活動 自体のデータの入力 ・表示機能 と、その販促活動

の対象 とな った顧客別 データの入力 ・表示機能で構成す る。前者 は販促活動索 引

フ ァイル、後者 は販促活動詳細 ファイルを使用す る。

(3)優 良顧 客度評価

本 ソフ トウェアではRFM分 析の手法で顧客一人一人の優良度 を評価す る。先

に述べたよ うに、評価方法に固定ポイ ン ト制を用いるか、相対ポイ ン ト制を用 い

るかはユーザーが選択で きる。RFM分 析の顧客優良度 は毎 日変動す る。Recency

のポイ ン トは日付がかわ るだけで変化する し、購 買履歴 は日々更新 され る
。今回

のプ ログラムでは起動時や分析機能選択時に優良顧客度 評価を 自動実行 し
、結果

を顧客属性 ファイル に書 き込む ことを可能 と した。 自動 実行 は、 システム 日付や

各 データベース ファイルの更新状況を開始条件 としてい る。

(4)顧 客分析

顧客分析 は大 き く 「顧客属性分析」、 「販売分析」、 「優良顧客分析」の3つ

に分類で きる。分析項 目はユーザーがメニューか ら選択 す る方法を とり、パ ラメ

ーター設定 など複雑 な操作 はで きる限 り避けて いる
。分析結果の グラフや リス ト

もボタンを クリックす るだけで 自動的に作成で きる。 それ ぞれの分析項 目は表10

-2に 示す
。

＼
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表10-2顧 客分析機能の分析項 目

顧客属性分析 男女 ・年齢別顧客数
男女 ・職業分類別顧客数
顧客数上位順、居住地域一覧
居住地域 ・男女 ・年齢別顧客数

販売分析 年間(週 別)購 買顧客数
月間(日 別)購 買顧客数
年間(週 別)指 定商品販売数
月間(日 別)指 定商品販売数
男女 ・年齢階級別指定商品販売数
男女 ・職業分類別指定商品販売数
購買間隔の平均と分布
購買品度の平均 と分布
購買金額の平均 と分布

優良顧客分析 優良顧客比率上位順、居住地域一覧
優良顧客数上位順、居住地域一覧
男女 ・年齢階級別優良顧客比率
男女 ・職業分類別優良顧客比率

(5)販 促活動分析

販促活動分析 は 「レスポ ンス率算定」 と 「費用対効果判定」の2っ の機能を持

つo

(a)レ スポ ンス率算定

レスポ ンス率 とは、販促対 象の顧客数に対す る購買行動 を起 こした顧客数の

比率。 この機能では販促活動詳細 ファイルに書 き込 まれた結果評価を、優良顧

客度別に集計す る。結果は優良顧客度別の レスポ ンス率一覧 また は レスポ ンス

率上位順 にソー トした優良顧客度一覧で出力す る。

(b)費 用対効果判定

費用対効果判定は売上高 と販促活動の費用 とを比較分析す る。 プログラムは

売上高(見 込み)を レスポ ンス率を用いて優良顧客度別 に計 算 し、販促活動の

損益分岐 点を判定す る。優良顧 客度別 にみて、費用 に対 す る売上高 の倍率が

1.00未 満であれば、その顧客 グループへの販促活動 は損益分岐点 に達 していな

いとい うことになる。ユーザ は顧客一人あた りの予測売上高 と販促費用 を入力

するだけでよい。分析結果をそのまま利用 して、損益分岐点 を上 回る顧客に対

してだ け販促ツールを出力す ることも可能である。

(6)ユ ーテ ィリティ機能

ユーテ ィ リテ ィ機能 は大 き くイ ンポー ト業務 、設定業務の2つ の機能 を持 って

いる。
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(a)イ ンポー ト業務

ユーザ ーの入 力手間を省 くため、顧客属性 と購 買履歴についてはフロ ッピー

デ ィス クよ りCSV形 式のフ ァイルで一括 してイ ンポー トで きる機能を持たせ

た。

(b)設 定業務

この設定業務 も、ユーザーの入力を省力化す るための業務で ある。

① コー ド設定

職業分類、販促活動、店舗にっ いてはそれぞれ の名称を打 つわけで はな く、

対応す るコー ドを打てばその名称が表示 され るよ うになってい る。 そのため

に予 め職業、販促活動、店舗の固有名称を コー ドに変換で きるように設定す

るための機能である。 一

② 優良度係数設定

今回の ソフ トウェアで はRFM分 析を行 うの に、固定 ポイ ン ト制 と相対 ポ

イ ン ト制の2通 りを採用 している。相対ポイ ン ト制の場合 には、対象期間 の

設定だ けで他 の係数の設定 は必要 ないが、固定 ポイ ン ト制の場 合にはR、F、

Mの それぞれにっいて評点 とウエイ トを設定 しなければな らない。予め作成

段階で固定す る事 も可能で あったが、当然の ことなが ら業種、業態 によって

R、F、Mの それぞれの頻度や金額 に対す る評点 、及 び重要度(=ウ エイ ト

)は 異なるので、ユ ーザーサイ ドで調節可能 なように してある。

10.5お わ りに

デー タベースに蓄積 された顧 客情報を活用 して、顧客 との間で きめ細かな コ ミュニケ

ーシ ョンを行 った り、優良顧客にイ ンセ ンテ ィブを与えてCS(顧 客満足度)の 向上を

図る、 ダイ レク トマーケテ ィングあ るいはデータベ ースマーケテ ィングは、アメ リカで

は多 くの企業で研 究され、実行 されて、数多 くの成功例が報告 されてい る一方、わが国

における現状 はあ まり知 られて いなか った。本プロジェク トでわれわれが行 ったア ンケ

ー ト調査 はその一端を明 らかに した貴重な調査であ ると思 う
。

ア ンケー ト調査 に対 しては、多 くの企業が回答を寄せて くれた。調査対象を流通業や

サ ー ビス業 に絞 ったためか、回答企業の多 くでは顧客デ ータベースを構築 してい ること

が明 らかにな った。 これ らの業種では、顧 客 と直接 に接す る機会 に恵まれてお り、情報
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の収集が比較的容易なためと思われる。

しか し、顧客データベースを十分に活用 したマーケテ ィングを実行 している企業はま

だ少数である。販売促進用 のDMの 発送あるいは顧客管理維持のための台帳と しての利

用に とどまって いるケースが多か った。 また、規模の小 さい企業で は顧客情 報を所有 し

ていて も、データベース化に到 らない企業 も見 られ る。

その理 由の一つ と して、データベ ース ・マーケティングその ものが 、まだわが国の産

業界に十分な じんでいない現実が あると思われ る。代表的な手法 であ るRFM分 析につ

いて も十分 に理解 されているとはいいがたい。

また、データベースマーケテ ィ ングあるいはデータベ ースを使 ったダイ レク ト・マー

ケテ ィングの実効性 に関 して、不安や疑問を抱 いていることも上 げ られ る。顧 客情報を

収集 して、データベースを維持 ・管理するには多 くの費用がかか るため、費用対効果の

面で躊躇 している様子が うかがえ る。

消費者のニーズの多様化が進み、従来のマスマーケテ ィングの限界が指摘 され る中で、

顧客データベースを活用 したマーケティ ングは、今後わが国にお いて も次第に浸透、普

及 してい くと見 られる。 この流れを加速す るには、データベースマーケテ ィ ングの成功

例が数多 く紹介 されて刺激剤 とな るとともに、分析 ソフ トの一層 の充実が必要 と思われ

る。
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11.写 真 デ ー タベ ー スへ の感 性 か らの接 近 に

関す る調 査研 究

株式会社中 日新聞社





11.写 真データベースへの感性か らの接近 に関す る調査研究

11.1研 究の背景 と目的

現在、新聞を初 めとす る文献データベ ースの検索手段 としては、文字をキー ワー ドと

し、原文 に現れ る言葉やその同義語、あるいは分類 語、分類 コー ドなどが使われて いる。

今回の研究で は、イメージ素材の検索を 目的とす る場合、人の感性 を生か した検索手

法が通常 の文字検索で達成で きない新たな検索領域を示す ものと仮定 し、 その方法を模

索 した。その感性 とは人の五感の一部、喜怒哀楽、感動、感情 を表す もの と定義 し、そ

の感性を分類す る感性分野を介 しての検索を試みた。

今後の情 報関連 のハー ド、 ソフ ト、ネ ッ トワー ク、 コンテ ンツな ど各種環境 の発展を

考え るとき、イメー ジに触れる機会 は今 とは比較にな らない状況が迫 ってい る。又、 イ

メージ情報の利用 も多岐 にわたることが考え られ る。音声、動画 も含め人間の感性 にっ

なが った主観的な情報検索 も一つの切 り口 として求め られて くるであろ う。

その様 な状況 下、新 聞社 における膨大 な写真デー タベ ースの検索手法 を考え る とき

「掲載面 」 「日付」 「分野」 「撮影者」その他の固定的 なキー ワー ド検索が思 い浮かべ

られ る。 しか し、視覚を通 して感性に働 く写真に対 し、感覚的な接近を図 ることも大切

である。

本研究では感性か らの接近を可能 とす る写真データベース構築の実現 に向けて、新聞

に掲載 された写 真を対象に、評価用データベースを構築 し、検索結 果に影響を及ぼす諸

条 件を評価す ることを目的 とした。

11.2概 要

新聞記事を構成す る日本語の文字情報 は 「ひ らが な」 「カタカナ」 「漢字」 「英字」

「数字」 「記号」を組み合わせ ることにより意味 を表現す る。その新聞記事に感性か ら

接近す る手段 と して は、組み合わされた文字列(例 えば単語)が 感性 に働 く程度 を定量

化 して設定 した辞書を基準 に評価す る方法が考え られ る。 その場合、組み合わせの数 は

天文学的数字 とな り、その中で意味を持つ文字列 ごとに感性 に働 く程度 を定量化 した感

性辞書を作成す る ことは膨大 な作業を要す る。

本研究では、組 み合わ された文字列(単 語等)単 位 に感性を表す程度を定量的 に設定

した感性辞書 を作成す るのではな く、漢字一文字の表意性に着 目した。そ して、評価手
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順 は下記のよ うに決定 した。

(1)新 聞記事に使われ る文字の調査

(2)感 性軸の決定

(3)感 性辞書の作成

(4)評 価対象記事の抽出

(5)評 価対象記事への感性指数 の 自動付与

(6)検 索結果に影響を及ぼす諸 条件の評価

11.3新 聞記事を構成す る文字の調査

表意性 を有する漢字 の新聞記事へ の出現状況 を調査 した。結果を(表11-1)に 示す。

方法は評価対象記事 と して収集 した96年8月 一1日～10月31日 の中 日新聞朝夕刊1106記 事

を対象 に行 った。調査には中型汎用 コンピュー ターを使用 し、専用 ソフ トを開発 して行

った。

表3-1新 聞記事を構成す る文字種の出現回数

記事数:1106記 事

全文字数:659,

ひ らがな

カタカナ

英字

数字

漢字

非学習漢字

非常用漢字
・記号他

243

77

270

701文 字

250文 字

575文 字

913文 字

223文 字

255,754文 字

228,932文 字

26,822文 字

14,469文 字

904文 字

*音 引きは力タカナへ含む

*読 点、句読点は記号他に含 む

上記調査結果を検討 し、学習漢字の出現文字数が全漢字 の出現文字の84%を 占めて い

ることか ら判断 して、今回は学習漢字1006文 字 を対象 に 「感性軸」 ごとに感性の程度 を

設定 した。それを 「感性辞書」 と呼ぶ ことにす る。

11.4感 性軸の決定

感性を表す方法 として 「感性軸 」を決めた。常用漢字の中か ら感性 に働 く漢字(形 容

詞、形容動詞、ある種の名詞、その他)を 抽 出 した。抽 出 した漢字を分野 ごとに分類 し、

一102一



そ の分 類 項 目別 に抽 出 した漢 字 を グル ー ピ ング評 価 した。 それ らを プ ラ ス ・マ イ ナ ス対

に な るよ うに7種 類 の 「感性 軸 」 を決 定 した。 それ ぞれ の軸 に は品 質 管 理 の 官 能検 査 の

7段 階 の 評 価 を 利 用 し、 感 性 の 度 合 い を 「-9」 「-5」 「-3」 「0」 「+3」

「+5」 「+9」 の7段 階 の感 性 度 を設 定 した。

・非 常 に(良 い)・ … 十9

・か な り(良 い)・ …+5

・や や(良 い)・ ・…+3

・普 通 ・ ・・ ・ ・ …0

・や や(悪 い)・ ・ …-3

・か な り(悪 い)・ …-5

・非常 に(悪 い)'●"-9

具体 的 に設 定 した感 性 軸 と感 性 度 を(表11-2)に 示す 。

表11-2感 性 軸 と感性 度

苦楽軸

非常 に苦 しい:-9 非常に楽 しい+9

か な り苦 しい:-5 かな り楽 しい+5

やや苦 しい 一3 やや楽 しい:+3

普通0 普通0

硬軟軸

非常 に硬い 一9 非常 に軟 らかい:+9

か な り硬 い 一5 かな り軟 らかい=+5

やや硬 い 一3 やや軟 らかい+3

普通0 普通0

悪善軸

非常に悪い 一9 非常に善い+9

か な り悪 い 一5 かな り善 い:+5

やや悪 い 一3 やや善い+3

普通0 普通.0

小大輔

非常に小 さい:-9 非常に大 きい:+9

か な り小 さい:-5 かなり大 きい+5

やや小 さい 一3 やや大きい+3

普通0 普通0

暗明軸

非常 に暗い 一9 非常に明るい+9

か な り暗 い 一5 かな り明 るい+5

やや暗い 一3 やや明るい+3

普通0 普通0
非常に旧い 一9 非常に新 しい+9

か な り旧い 一5 か なり新 しい+5
旧新軸

や や 旧 い 一3 やや新 しい+3

普通0 普通0

醜美軸

非常に醜 い 一9 非常に美 しい+9

か な り醜 い 一5 かな り美 しい+5

やや醜 い 一3 やや美 しい+3

普通0 普通0
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11.5感 性辞書の作成

前節で設定 した感性軸にそって学 習漢字(1006文 字)に 対す る 「感性辞書」の作成を

行 った。具体 的には対象 とな る学習漢字一 文字 に対 し、感性軸 ごとにその程度 を表す

「感性度」を設定す る。当作業 において対象の漢字一文字だけを見て、的確 な感性度 を

設定す るのは困難で ある。そのため96年8月 分～10月 分の中 日新 聞記事を対象に漢字2

文字か らなる単語を抽 出 し、感性辞書設定用 ソフ トに感性度を設定すべ き文字の使われ

ている単語 を表示 した。その掲載実績のある単語を確認 しっつ、感性 イメージを膨 らま

せなが ら設定を行 った。

本作業は担 当者の判 断で学習漢字(1006)文 字 に対 して設定 した。 しか し、品質管理

における官能検査のための官能試験室のよ うな安定的な環境は実現で きなか ったが、作

業開始か ら終了 まで努 めて同 じ基準 となるよ うに設定 した。

11.6評 価対象記事 の収集

評価用データベ ースの評価対象記事 は96年8月1日 ～12月31日 の中 日新聞朝夕刊最終

版 に掲載 されたカラー写真付 きの全記事 とした。ただ し、料理の記事は意識的に対象外

とし、最終的 には1693記 事 となった。厳密 な評価をす るために、対象記事の選択 は 「料

理以外の記事でカラー写真を持 って いる記事」すべて とし、その他の要 素は排除 した。

作業 は書誌情報、見 出 し、本文 は 「ACE中 日」中 日新 聞記事 データベースか ら抽 出

した。写真説明 は該 当紙面を見て手入力を行 い、写真は該 当紙面 か らスキ ャナーで読 み

取 った。書誌情報、見出 し、本文、写真説明、カラー写真の5種 類の情報を記事番号 を

キーに して収集整理 した。

11.7評 価対象記事 に対す る感性指数な どの設定

11.7.1累 計感性度 と ヒッ ト数

前節で収集整理 したデータ(1693記 事)の 各記事 を構成す る文字を1文 字 ごとに

感性辞書 と照合 し、感性 辞書 の各 「感性軸」 ごとに 「感性度」 を集計 し、 それを

「累計感性度」 と呼ぶ ことに した。 さ らに、各記事 ごとに辞書 にマ ッチ した文字数

(構成す る学習漢字の出現回数)を 集計 し 「ヒッ ト数」 と呼んだ。 出来 る限 り感性

に対す る精度を上 げるため、当作業の前 に人名、地名、固有名詞な どは辞書を もと

に対象か ら外す処理を行 った。 当作業 は中型汎用 コンピュー ターを使用 し、専用 ソ
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フ トを開発 して行 った。

11.7.2感 性指数A

上記集計 された累計感性度 は評価対象記事を構成す る文字数の影響を受けている

と思われ る。 その弊害 を除 くために集 計 された累計感性度 ヒッ ト数で割 った値 を

「感性指数A」 と定義 した。

11.7.3感 性指数

上記感性指数Aは 、 さらに感性辞書 自体の影響を受 けてい る。感性辞書の感性指

数 とは感性辞書を構成す る学習漢字(1006文 字)の 各感性度を感性軸 ごとに集計 し

た値(累 計感性度)を 、構成す る学習漢字の文字数で割 った値 と して得 られ る。

感性辞書の感性指数の偏 りの影響を除 くたあに対象記事 デー タの感性指数Aか ら

各感性軸 ごとに感性辞書の感性指数を引 き去 り、 この値を感性指数 と定義 した。

11.7.4累 計感性度 レベル と感性指数 レベル

評価用 データベースにお いて、感性度の大 きさによる検索結果の差異を評価す る

ために、各感性軸 ごとに累計感性度、感性指数を並べ、正負 それぞれ9段 階(合 計

18段 階)に 分類 し 「-9」 ～ 「+9」 の レベル設定 した。以後、 この値を 「累計感

性度 レベル」、 「感性指数 レベル」 と定義 した。

11.8評 価用 データベースの構築

評価用 データベース作成 において は、抽出 した記事の中で、本文、見出 し、写真説 明、

カラー写真の4点 すべて揃 っている ものを対象と し、最終的には1693記 事 とな った。そ

の評価用検索 ソフ トには下記の要件を満たす もの とした。

(1)検 索結果 は指示 した感性 に近い記事か ら順に見出 しの一覧を表示 し、その見 出を指

示す ることによ り該当の写真、書誌情報、見出 し、本文、写真説明 を表示す ること

(2)累 計感性度、感性指数 の2種 類の検索が 出来 ること

(3)検 索対象 とな る累計感性度、感性指数の範囲を変更可能 とす ること

(4)累 計感性度 レベル、感性指数 レベルを指示することによ って上記範 囲を限定す るこ

と

(5)評 価対象記 事の文字数の影響を評価す るため、検索対象 となる ヒッ ト数の範囲を変

更可能 とす ること
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11.9評 価

11.9.1ヒ ッ ト数 について

当初、評価対象記事 を的確に検索す るたあには、 ある程度の記事を構成す る文字

数が必要 と想像 していた。 そのため評価用検索 ソフ トは ヒッ ト数 の範囲を変更可能

とした。 しか し、実際の検索結果 は ヒッ ト数の影響を受 けていないよ うに見え る。

今回の調査では ヒッ ト数の影響 は顕著 には出て いない ものの、評価対象記事の影

響その他 、分析 しな くて はな らない問題 も多 くある。

11.9.2累 計感性度、感性指数 につ いて

累計感性度、感性指数を7種 の感性軸を用 い、 「+9」 、 「-9」 の累計感性度

レベル、感性指 数 レベルの2通 り、全28通 りの検 索結果を評価 した。 その一 部を

(表11-3)、(表11-4)に 示す。 また全28種 類の検索結果の評価一覧を(表11

-5)に 示す。それぞれの検索の的確度 を 「◎ 」 「○」 「△」 「×」の4段 階で示

す。その結果、定量的な分析 は して ない ものの感性 指数を用いる方 がよ り的確な検

索が可能 とな ると感 じられ るが、顕著 な差は見 られない。

◎:的 確な検索がな された

○:ま あまあ的確 な検索がな された

△:な んと も言えない

×:的 確な検索がな された とは言 い難い
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表11-3累 計 感性 度 ・ 「苦 」 ・レベ ル9で の検 索 結果

記事番号 一覧表示用見出 し

0815YO7 51回 目の終戦記念 日 首相 、加害責任 に言及 戦没者追悼式 ア

0829YO1 安部前副学長を逮捕 薬害エイズ 業務上過失致死の容疑 厚生省

1212MO3 中部唯一の身障者自動車学校閉鎖へ 労災者利用減で 行革… 「福

0830MO2 核心 薬害エイズ 多 くの命助か ったはず 「非加熱」一掃の

0821YO4 ミドリ十字を家宅捜査 薬害エイズ 初の強制捜査 元社長告訴

0920MO1 ミ ドリ十字、3代 の社長逮捕 薬害エイズで大阪地検 販売中止義

1210MO1 輸血による免疫拒絶反応 厚生省警告後 も5人 死亡5月 以降の報

0919YO8 ミドリ十字 松下元社長に逮捕状 須山前社長にも 薬害エイズ

1030YO6 教育か暴力か 対立解けず 戸塚ヨット事件で最終弁論 検察 「実

1012YO7 土曜招待庶 人 と自然を語る 栗林栄一(8)焼 けぶ とりの構 図

0902MO2 防災 の 日 広域 スクラム 大地震 に備え 国 と13都 県、合同訓練

1129MO7 嫌いな フォー ク、川上 さんだか ら投げた 杉下 さん 「ナ ゴヤ」の思

0922MO2 タイ連立にしこり 首相辞意 枠組みは崩さず 後継に外相、国防

1122YO7 失跡の元証券マン?貸 別荘近 くで男性遺体 狂言誘拐 小田島容

1207YO9 土 曜招待席 人 と自然を語 る 大和田道雄(5)お ろ し 厳 しい

評価:◎ かな り的確な検索がな されている

表11-5累 計 感 性度 ・ 「楽 」 ・レベ ル9で の検 索 結 果

記事番号 一覧表示用見 出 し

1016MO2 文人画 ・鉄斎の世界 富岡鉄斎展一理想郷を語る 座談会 統合さ

0808MO2 飾 らぬ人生、終点の寅 さん 渥美清 さん死去 「芸人の信念」貫 く

0817YO1 グループホーム、心の治療に効果 虐待、ホーム レス…急務の児童

1102YO7 土曜招待席 入 と自然を語る(1)大 和田道雄 紅葉前線 地形

0824MO7 愛知 名作の舞 台 青春 豊橋市 ・ 「牛川の渡 し」 風薬、波乱 の

1020MO4 街角 にあふれ る夢 とよた子ど も造形 フェス 園児か ら中学生まで

1201MO7 読むことか ら考える楽 しみ 生徒の意欲高まる 新聞活用教育シン

0909M12 ひろしま国体開幕 先陣 ・米倉選手が入賞 成年女子高飛び込み

0909M14 ひろしま国体開幕 先陣 ・米倉選手が入賞 成年女子高飛び込み

1031MO2 生態系 に配慮 「ライ トア ップ中止を」 国立 ・国定公園内 環境庁

1217MO9 一週一話 第143話 子育て情報誌(1)誕 生 地域 の ことを

1025MO6
"手作 り公園"楽 しんでネ 愛知教育大付属岡崎中生徒たち 遊具

0820Y15 初の地下鉄女性車掌ゴー 東山線 さわやかに走ります キャンバ

0919MO1 野茂投手、 ノー ヒッ トノーラ ン 夢投球 、感動 と勇気 海外 目指す

1127YO8 動物 ・たの しい仲間 いんたび ゅう 小谷実可子 さん(元 五輪選手

評価:◎ かな り的確 な検索が なされている
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表11-5各 表 と各感性軸、検索基準(累 計感性度、感性指数)の 関係

感性軸 累計感性度 感性指数

苦楽軸の 「苦」 ◎ ◎
「楽 」 ◎ ◎

硬軟軸の 「硬」 ◎ ◎
「軟 」 ◎ ◎

悪善軸の 「悪」 ◎ ○
「善」 ○ ○

小大輔の 「小」 △ ×

「大」 △ △

暗明軸の 「暗」 ◎ ◎
「明」 ○ ◎

旧新軸の 「旧」 ○ ◎
「新」 △ △

醜美軸の 「醜」 ○ ◎
「美」 ○ ◎

◎:的 確 な検索がな された
△:な ん とも言えない

○:ま あまあ的確な検索がな された
×:的 確 な検索がな された とは言 い難い

11.9.3感 性軸について

今回の作業において は、担当者 の感性で感性軸を決定 した。その後、検索結果等

を検討す るとき、その感性 軸に関する問題点が浮か び上が って きた。適用 した感性

軸の中で、 「苦楽軸」 「硬 軟軸 」 「悪善軸」 「暗明軸」 「醜美軸」に関 して は的確

な検索が出来た と感 じる。 しか し、 「小犬軸」 「旧新軸」 に関 しては、あ る程度は

該当す るものの、あま り的確な検索 はで きなか った。

この 「小大輔」 「旧新軸」に関 して は、感性辞書を作成 した担当者 自身、感性辞

書作成時、各漢字に感性度 を設定 するの に苦労 した経緯が ある。

11.9.4感 性辞書について

本研究において基本 とな る感性辞書 は担当者が個人的な感性で作成 した。その作

業時、 当辞書内において は一貫性を保つべ く努 力 した ものの、 日本語の専門家でな

い担当者に とって、 この辞書が一般性を有す るのか ど うかは疑 問が残 る。

一方、感性 と言 う、きわめて 「曖昧で」 「個人差 の多い」概念 に一般性を求め る

べ きか も疑問であ る。将来的 には感性辞書の対象 となる漢字 を限定す ることによ り

作業負担を軽減 し、個人 レベルで感性辞書の設定を行 い、個人 の感性を反省 したデ

ータベ ースの構築 も有効 と感 じる
。

11.9.5評 価の問題点

本研究では 「日本語の漢字の表意性 」に基づ き、新聞記事の文字情報をなかだ ち
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に、写真デー タベースへの感性か らの接近を図 った。 そ してその調査研究の過程で、

検索精度 に影響を及 ぼす と考え られる要素を発見分析す る ことが出来た。 その結果、

漢字一文字の表意性 に基づ く検索手段の有効性 を確認す ることが出来た。 しか し、

今回の評価においては、 その評価が定量的にな されていない問題点が ある。

11.10今 後の課題

11.10.1定 量的な評価

事象の 「似通 った程度」を定量 的に評価する手法に 「相関関数」 「相関関数」に

よる評価が ある。今回 は時間的な制約 もあ り、相関関数 による評価 まで行 えなか っ

た。 しか し、今回の評価対象記事(1693記 事)に 対 して、感性辞書を設定 した作業

と同一の作業 を行 い、各評価対象記事 に対 して感性度を付与す ることにより、直接

付与 した感性度 と感性辞書を参照 して 自動で獲得 した感性指数 との間 の相関関係を

評価す ることが可能である。その場合、各評価対象記事に感性度 を付与す るとき、

感性辞書を設定 した人間と同一 の人間が同一の基準で感性度 を付与す る ことが大切

であ る。

11.10.2感 性軸の再考 察

検索結果を検討するに、今回の検索結果か ら感性軸の問題点が浮かび上が ってき

た。現時点で は 「小太軸」 「旧新軸」 は不的確 と感 じられ る。検索 に結果に影響を

及ぼす可能性のあ る要素に対 して、定量的な評価を行 うことによ って、感性軸その

ものを再考察す る必要があ る。

11.10.3ポ ー トフォ リオの利用

今回 は時間的な制約か ら行えなか ったがポー トフォリオの利用 も考 え られ る。 ポ

ー トフォ リオ とは様 々な性質をグラフに描 く一つの方法であ り
、2つ の性質の相 関

を求 めるのに使 われ る。的確な感性軸を決定後、その中の2っ の軸を使 った二次元

座標系 に累計感性度、感性指数を配置 し、分布す る様子を考察す ることによ り、そ

の相 関を調べ ることがで きる。

11.10.4感 性辞書の再構築

今回は担 当者が感性辞書を設定 したが、日本語 に造詣 の深 い人や複数の人の参加

を待ち、議論 を深めっつ感性辞書を作成することにより、一 般的な辞書が 出来 る。

一般的な感性辞書を用 いる場合、感性辞書の対象範囲を拡大 す ることが有効 となる。
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今回 は時間的な制約 もあ り、感性辞書は学 習漢字(1006文 字)に 限定 した。今後 は

感性辞書の対象を常用漢字(1945文 字)、 さらにその他漢字 まで拡大す ることによ

り、的確な検索が可能 となる。

また、一般性に対 して個人別の感性辞書を作成す る方法 もある。対象 となる漢字

を限定 して個人 レベルの感性辞書 を作成 し、 その辞書 に従 って感性 指数を導 き出す

方法 も考え られる。

11.10.5応 用の可能性

感性か らのデータベースへの接近は現在、最初 の一歩を踏み出 したばか りであ る。

将来的 には非常に可能性を感 じる分野で ある。今回の研究の結果、当手法による現

実的な応用方法 と して は次のよ うなケースの利用が考 え られ る。

従来の各種キーワー ドで検索 した結果、大量 の検索結果 が もた らされた とき、感

性を指示す ることにより、 その感性 に近い傾 向で もた らされた検索結果を並べ替え

る事が出来 る。それ によ り、検索結果 の一覧か ら対象物を発見す る方法が迅速 にな

る。
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12.イ ンター ネ ッ ト上 の情報 オ ブ ジ ェ ク トを

利 用 した高信頼 ア プ リケ ー シ ョン

開発技 術 に関す る調査研 究

株式会社新世代 システムセ ンター





12.イ ンターネ ッ ト上の情報オブジェク トを利用 した高信頼アプ リケーシ ョン開発技術に関す

る調査研究

12.1概 要

12.1.1目 的

イ ンターネ ッ トの普及 によ り、 リレー ショナルデータベース システ ムを始め と し

て、WWWサ ーバ等の種 々の情報 システムが相互接続 されて きている。一方、分散

情報 システムの枠組み として、CORBA等 のオブ ジェク ト指向 システムが提案 さ

れ、利用 されている。 ここで は、 こうした情報 システムをオ ブジェク トと して と ら

え ることにす る。現在の ところ、イ ンターネ ッ ト上 のフ リーウェア、 シェア ウェア

等のオブ ジェク トは、利用者の要求 に十分応え る信頼性、可用性 、安全性を満 た し

ていないのが実状である。 これか らの情報 システムでは、 イ ンターネ ッ ト上の こう

した膨大 な、 しか も低信頼なオ ブジェク トを利用 して、利用者の要求 に応えてい く

ことが求 め られ る。 このため、本調査研究で は、イ ンターネ ッ ト上 の種 々のオブ ジ

ェク トに対 して、信頼性 と可用性を提供す る機構 について研究す る。

本調査研究の実施によ り、イ ンターネ ッ トの上のデータベース資源を有効 に利用

す るための方法 について明 らかに し、わが国のデータベースの振興に資す ることを

目的 と している。

12.1.2実 施内容

本調査 ・研 究における主 な実施 内容 は、以下 の項 目に示す通 りで ある。

(1)イ ンターネ ッ ト上の情報資源の調査

情報 システムの通信イ ンフラとしての急速に進展 して いるイ ンターネ ッ トで は、

安価で フ リー ウェア、 シェアウェア等の豊富な資源を 自由に利用で きる特長が あ

る。今後の情報 システムでは、 こうしたイ ンターネ ッ ト上の情報資源 を組み上 げ

て、構築 されてい くもの と思われるため、 まず、イ ンターネ ッ ト上の情報資源に

ついて調査を行 う。

(2)オ ブジェク ト指向 システム

イ ンターネ ッ ト上 の膨大な情報資源を統 合的 に捉え るモデルが必要 とな るとこ

ろか ら、 ここで は、オブジェク ト指向 システムを このモデル とす る。

すでに、大規模な情報 システムのアーキテ クチ ァとして はCORBAが 内外 で
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利用 されてお り、国内では電総研で開発 され たOZ++が ある。 これ らを もとに

オ ブジェク ト指向 システムの基本について考察す る。

(3)オ ブジェク トの信頼性、可用性技術

イ ンターネ ッ ト上 のオブジェク トは、一般 に、信頼性 、可用性 についての保証

がな されていない。 こうした低信頼なオ ブジェク トを用 いて、利用者が要求す る

サ ービス品質(信 頼性 、可用性)を 提供 しな ければな らない。

このため、フ リーウェア等のオ ブジェク トが持つバ グに対 して も、対処で きる

必要がある。 ここで は、 このための技術 と して、オブジェク トを冗長配置す るこ

とと、 これ らの間でチ ェックポイ ン トを取 ることによ り、障害が起 きた場合 に過

去 の正 しい状態に復 旧す る方法にっ いて研究 を行 う。 さ らに、オ ブジェク トを複

数 の レプ リカに多重化す る方法にっいて研究す る。

(4)オ ブジェク トの安全性

イ ンターネ ッ ト上 のオ ブジェク トの安全性(security)を どのように提供す る

かは、EC(ElectronicCom皿erse)で 重要 な課題 とな っている。

ここで は、暗号化等のネ ッ トワー クの安全性ではな く、オブジェク トに対す る

アクセス制御 にっいて研究を行 った。大規模な情報 システムでは、あるオ ブジェ

ク トAの 情報が他のオブ ジェク トBに 流 出す ることによ り、Aを ア クセスで きな

い利用者 もBを アクセスす ることにより、Aの 情報を取得で きることになる。 こ

こでは、 こうしたオ ブジェク ト間での情報 の流れ(フ ロー)を 制御す る方式につ

いて研究を行 う。

12.2実 施結果

12.2.1オ ブジェク トの調査

情報 システムの通信イ ンフラとしてのイ ンターネ ッ トは、安価でフ リー ウェア シ

ェアウェア等の豊富な資源を 自由に利用で きる特長があ る。今後の情報 システムで

は、新 しく設定を行 い、実装 を行 って い くのではな く、 こう したイ ンターネ ット上

の情報 資源を組み上 げて、構築 されてい く傾 向が強 い。

ここでは、イ ンターネ ッ ト上の情報資源 と して、情報の送受信を行 うメール シス

テムの機能 にっいての調査を行 った。メール システムで は、情報(デ ータ)の 送受

信 とともに、情報 の管理が必 要 となる。 ここで は、メール システ ムを、送信、受信、
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およびオブ ジェク ト(デ ータ)の 管理の観点か ら調査を行 い、 その機能を まとめた。

12.2.2オ ブジェク ト指向 システム

コンピュータのオペ レーテ ィングシステム(OS)と してWindows95、NT、Unix

が広 く普及 し、通信ネ ッ トワー クのプ ロ トコル と してはTCP/IPが 実 質的な国

際標準 として広 く用い られて きて いる。 これ らのOSと ネ ッ トワークを用いて、 イ

ンターネ ッ トが構築 され、情報 システムの基盤技術 にな って いる。 さ らに、イ ンタ

ーネ ッ ト、Windows等 で標準OSを 用 いた ミドルウ ェアとして何が採用 され るかが

現在の重要 な課題 となって きてい る。

また、 こうした分散情報 システムの共通の枠組みが必要 とな って きて い る。 この

ために、OMG(ObjectManagementGroup)で 開発 されてい るCORBA(Common

ObjectReguestBrokeArchitectur)等 のオブ ジェク ト指向 システム 〔KIM90〕

が提案 され、利用 されてきている。CORBAの イ ンターフェー ス機能 を備 えたシ

ステムが、Sun、Microsoft等 で開発 されて きている。

ここで は、オブ ジェク ト指向 システムを共通 のモデル として考え、考察を行 った。

特 に、CORBAの 基本機能 にっいて検討を行 った。

12.2.3信 頼性、可用性技術

イ ンターネ ッ トの普及によ り、利用者は、世界中の情報資源を 自由に獲得 し、利

用で きるよ うにな って きている。情報 システムを設計、実現 し、運用 を行 ってい く

場合 に、新 しくシステムを開発す るので はな く、出来合 いの システムを利用す るこ

とで、設計 、実現、保守の時間(ラ イフサイ クル)を 短縮す ることが求 め られてい

る。 ここでは、情報 システムを構築す る種々の要素 システムをオ ブジェク トとして

とらえることにす る。イ ンターネ ッ ト上の フ リーウェア、 シェアウェア等のオブ ジ

ェク トは、利用者の要求に十分応え る信頼性、可用性、安全性を提供 して いない。

これか らの情報 システムでは、イ ンターネ ッ ト上の こうした膨大 な、 しか し低信頼

なオ ブジェク トを利用 して利用者 の要求に応えてい くことが求 め られ る。 このため、

本調査研究で は、イ ンターネ ッ ト上の種々のオ ブジェク トに対 して、信頼性 と可用

性を提供す る機構 にっ いて研究を行 った。

イ ンターネ ッ ト上 のオ ブジェク トは、一般 に、信頼性、可用性 につ いての保証が

な されて いない。 こうした低信頼なオ ブジェク トを用いて、利用者が要求す るサ ー

ビス品質(信 頼性、可用性)を 提供す ることが必要 となる。
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ここでは、 このための技術 として、以下を検 討 した。

(1}オ ブジェク トの レプ リカを冗長配置する。

(2)レ プ リカ間でチ ェックポイ ン トを取 る。障害が起 きた場合に過去の正 しい状態

に復旧す る。

12.2.4安 全性技術

イ ンターネ ッ ト上のオ ブジェク トの安全性(security)を どの ように提供す るか

は、EC(ElectronicCommerse)で 重要 な課題 となっている。

ここでは、暗号化等のネ ッ トワークの安全性 ではな く、オ ブジェク トに対す るア

クセス制御にっいて研究を行 った。大規模な情報 システムでは、あるオ ブジェク ト

Aの 情報が他のオ ブジェク トBに 流 出す ることによ り、Aを ア クセスで きない利用

者 もBを アクセスす ることによ り、Aの 情報をアクセスで きることになる。 ここで

は、 こうしたオブ ジェク ト間での情報 の流れ(フ ロー)を 制御す る方式につ いて研

究を した。オ ブジェク トが どのよ うにア クセ スでの るかをオブジェク ト間でどのよ

うに情報を流せ るかによ り決定す る共生ア クセス制御方式を示 した。

12.3今 後の課題

インターネ ッ トの普及 により、 リレー シ ョナルデータベース システムを始め として、

WWWサ ーバ等の種々の情報 システムが相互接続 されて きてい る。一方、分散情報 シス

テムの枠組み として、CORBA等 のオブジェク ト指向 システ ムが提案 され、利用され

てきている。 こうした情 報 システムをオブ ジェク トと して とらえ、 これ らを利用者の要

求を満足するような信頼性 、可用性、安全性を提供す る方法にっ いて検討 した。今後の

課題 として、利用者の要求の変化、多様化に対 して、さ らにシステム環境の変化に柔軟

に適応できるrや わ らか い』分散 システムが求め られ る。
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